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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　神こう戸べ港こうにて停泊中の新型学園船セカンドグリモノアに所属不明の機影が大量に接触するのを確認。総数は不明、概算で五万以上、継続して計測を強化。

　アイスランドの人工保養地『クリスタルビーチ』で目撃された訓練用のデコイ『脅威』とは似て非なる特徴を確認。

　同デコイの主要な製造元である米国スマートアームズ社は関与を否定。同社の発言の信頼性は最低評価とすべきだが、一方で、遠方から観察する限りクリスタルビーチ攻防戦の提供資料（グリモノア勢が撮影した動画を含む）の個体とは素材・技術ともに異なるものと判断できる。そもそも金属光沢を持つが、生物なのか機械なのかは判断に迷う部分があり、この点、明確に兵器であった同社のデコイとは大きな相違点が見られる。

　極めて高確率で『脅威』、それも『本物』と推定。

　当時、セカンドグリモノアは大規模な林間学校の最中であり、同船に人類防衛の要かなめとなる水晶魔法使いは零に等しかった。周辺の護衛艦隊などは人員のいらぬ被害拡大を抑えるため、速やかな撤退が命令された（これは同校生徒会長・表おもて参さん道どうキョウカの承認済み）。

　無人のセカンドグリモノアは奴やつらに占拠された、とみなす。

　単純に沈める事が『脅威』側の目的ではないようだが、内部の様子は不明。『脅威』が密集し過ぎていて、エックス線やテラヘルツ波などを使っても船内の様子を透視する事も敵かなわない。

　遠方からの観察による概算しか情報がないものの、報告にあったクリスタルビーチ攻防戦のデコイよりもさらに動きは滑らかな印象だ。こちらはもっと生き物臭い。

　これより志願者を募り、より多角的で質の高い情報の獲得に向かう。

　我々では正真正銘、人類を滅ぼすに足る『脅威』には勝てないと分かっている。それでもできる事が一つもないとは言わせない。セカンドグリモノアは人類が『脅威』と戦うための移動拠点だ、絶対にここで失わせる訳にはいかない。

　どうか我々のもたらした情報が、次世代の魔法使い達の手で有益に使われる事を。

　以上。




　中部方面隊第三師団第三六普通科連隊より陸上総隊中央情報隊へ報告。

　なお報告完了と同時に、我々は所属する駐屯地を放棄し自発的潜伏行動に移る。『脅威』との非正規防衛活動に集中するため、あらゆる連絡経路は遮断するものと考えていただきたい。










「あふっ、あひ……うんンっ☆」

「アンタ一体何やってんですか、こんなドロドロになって」




　歌うた貝がいカルタが呆あきれたように呟つぶやいているのは無理もない。

　黒髪の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカは特設の寝台でうつ伏せに寝転がっていた。紫ベースのブレザー制服なんか脱ぎ捨てて、自己主張の激しいお尻はビキニの下で包んでいるだけ。上なんか紐ひもを解いていた。自分の体と寝台の間でやたらと大きな胸がむにゅりと押し潰されている。

　赤い絨じゆう毯たんに木目調の壁。

　しかしクラシックでアンティークな内装を裏切るようなエクササイズマシンや施術台の数々。

　さながらセレブ向けのスポーツジムとカフェラウンジが融合したようなこの広々としたスペースは、一体何と呼んだら良いのだろう。

　一番近いのは高級なホテルのスイートルームか。

　長い黒髪をまとめ、大きく広げた生徒会長の眩まばゆい背中に小さな掌てのひらが触れていた。背筋のラインに沿って上に移動していくと、半透明のジェルが延びていく。んっ、ふっ、とそのたびにキョウカの唇から妖しい吐息がこぼれ、うつ伏せの体が不規則に小さく跳ねている。

　水晶少女のアイネであった。

　銀のロングヘアと頭の上から伸びた二本の角？　それから白いドレスが特徴的な、見た目は一三歳くらいの華きや奢しやな女の子。だが分類的には水晶魔法の一種であり、歌うた貝がいカルタの所有物だ。

　彼女は自分の五指をジェルでべちょべちょにしているが、表情の方は眉一つ動いていなかった。非人間的というか、機械的というか、無機質というか。まあそもそも厳密には人間ではないのだから当然なのかもしれないが。

「このような感じでよろしいでしょうか？」

「そうそう。無理にごしごし削り落とすんじゃなくて、まずはお肌に染しみ込こませて馴な染じませるようなイメージでね。効果が出てくれば老廃物は自然と浮かび上がってくるから、ンっ」

「しかし何な故ぜアイネがこのような事を……」

「えすてさろーん☆　だって、せっかくの貸かし切きりだもの。ファーストクラスの装備だって使いたい放題なのよ？　同じ料金を払っているのに、箱詰めされたペットボトルみたいにお行儀良くエコノミーに詰め込まれるなんてつまらないじゃない」

　ゆったりとした室内音楽に柔らかい暖房。

　座席が並べられている、という感覚は乏しく、どちらかというと雰囲気は大きなホテルのバーラウンジといった方が近いかもしれない。ガラステーブルの上にはフルーツの盛り合わせとドリンクの瓶が刺さった氷詰めのバケットが無造作に置いてある。航空会社はどういうつもりで用意したのか、炭酸飲料のくせに扱いが一四度以上のアルコールなので誰も手をつけられない。他の区画と区切るための内壁一面を使ったホームシアターでは環境映像が垂れ流し、それとは別にＶＲゴーグルがいくつか転がっている。安全にロープで区切った中で、その気になればゴルフ、ジョギング、猟銃を使った狩猟などのシミュレータとしても使える代物だ。

　旅客機、だった。

　……まったくここが上空一万メートルとは思えない光景だ。というか、こうしている今も日本は大変な事になっているのに。カルタは悲ひ愴そう感かんの塊みたいな報告書を見て絶句していたところだった。向こうの『隊員』が勝手に勢い込んで勝手に全滅するような事態だけは避けたい。だというのにこの小悪魔どころか大魔王ボディの権ごん化げときたら……。

「わたしだけあれこれ言われるのは理不尽だなあ。さっきまでマリカさんも使っていたのよ？」

「えっ、あのマリカがエステ???」

「ＶＲセットを使ったボクシングゲーム。マリカさんは自分磨きなら体を動かせって女の子みたいね。殴った時の感触がないからつまんないってむくれて、どこかに行っちゃったけど」

　そりゃまた何とも雨あま脚あしマリカらしい、とカルタはため息をついた。

　くるくるツインテールの幼おさな馴な染じみはあのメリハリの利きいたスタイルで無邪気に抱き着いてきては新しいプロレス技とかを試してくる女の子だ。おかげでお胸様とか太ふと股もも様とかが当たる当たる。しっかり嬉うれしいけどしっかり苦しいので思春期男子はどう扱って良いのかすごく困る。

　カルタ達はブーメラン型の大型旅客機に乗り込み、アイスランドからドイツを経由して日本へ帰る途中であった。水晶魔法使いの『プリセット』には『飛行』があるが、流石さすがにノンストップで地球の反対側まで飛んでいけるものではない。

　技術に革命が起きる前から八〇〇人を一度に乗せて大空を舞う旅客機は設計されていた。水晶魔法の副次的技術が民間に還元された今なら、四ケタ台にも手が届く。

「焦あせっても仕方がないよ」

　うつ伏せのまま自分の両腕を枕代わりにして、小さな子供みたいに両足を振りながらキョウカはうっすらと笑っていた。ぱたぱたではなく、がちゃりという硬質な金属音が混じる。足首、膝裏、そして太ふと股ももの外側や腰回り。生徒会長が車椅子の代わりとなる自助具としてテストしている、定規よりも薄いステンレスでできた骨組みみたいな医療用パワードスーツだ。

　楽しい、のではない。

　この人は自分の感情以外でも笑える人だ。片鱗だけなら以前からちらほら見えていたが。

「……わたし達が焦あせりを見せれば、あっという間に恐怖は伝染していく。パニックになったグリモノアを目撃した人達はどうなるかしら、それを画面越しに眺める五五億人は？　人類の戦いは、『脅威』と戦う前から始まっているのよ」

「だから余裕を見せろと？」

「何しろ世界で四人しかいない『天てん外がい四し神じん』だもの。多少は破天荒で伝説的なところを見せておかないとね？」

　くすりと笑うキョウカに、歌うた貝がいカルタはわずかに俯うつむいた。

　近く、食糧難が待っていると知れれば買い占めや略奪が起きる。だからカメラの前でたくさんご馳ち走そうを並べてみんなを安心させる。分かる。分かるが、どこかいびつだ。水が足りなかったら、お金が足りなかったら、石油が足りなかったら……そして、命が足りなかったら？　そうやって人々を安心させるために理想と実像をべりべりと引き剝がしていったのが、テレビの中で気持ち悪い笑みを浮かべていたかつての最強『難なん問もん排はい除じよ』だったのではあるまいか。

　だってクリスタルビーチは最悪だった。

　世界最強なら何でもできる訳じゃない。人からもらった称号なんてただのメッキ。アイスランドのリゾート地では軍需企業が造ったデコイの『脅威』にさえ散々振り回されたではないか。

　今度は『本物』だ。

　しかもよりにもよって、カルタ達のホームであるセカンドグリモノアを狙ってきた。

「……、」

　だからと言って、だ。

　決して吞のまれてはならない。

　非常時に生き残るためならモラルを捨てても構わない？　何がカルネアデスの板だ、奴隷を殺し合わせて笑っていた古代ギリシャだかローマだかの正義感なんかあてになるか。緊急事態は、だからと言って己の悪行を無条件で許してくれる免罪符にはならないと胸に刻め。

　最強が己を律する事を忘れた時が、世界の終わりだ。

「……『脅威』は、本物の『脅威』は何をしようとしているんでしょうね？」

「さあね。今考えても答えの出ない問題は、悩むだけカラダに毒よ。ふふっ、アイネちゃんそこそこ。デトックスで全部出しちゃってえー☆」

　ぽーん、という柔らかい電子音があった。

　続いて壁に埋め込まれたスピーカーから女性らしきアナウンスが入る。

『当機は間もなく南方より日本領空に入ります。現地の天候は荒天、皆様、気圧の変化による不意の揺れにお気をつけてください』

　その言葉が終わるか否いなか、といった辺りだった。

　それは来た。




　キュガッッッ!!!!!!　と。




　何かが分厚い二重窓のすぐ横を突き抜けた。

　上空一万メートル、エベレストの山頂よりも過酷な氷点下貧酸素の大気を引き裂いて後ろからカルタ達を一気に追い抜いていったのは、白く細長い雲か煙のような何かだった。夕暮れの太陽の方角から察するに、南から北への一直線。行き先が同じであれば、おそらく向かう先は関西地方か。

「巡航ミサイル……？　一体どこから!!」

「誰かが先走ったかしら」

　トップスの紐ひもも解いたまま、むくりと表おもて参さん道どうキョウカが無造作に身を起こした。垂れ下がった髪がなければ胸元が全部見えていたところだが、本人に気にした素振りもない。

　背中のジェルをタオルで拭うアイネの為なすがままにされながら、キョウカは寝起きのように両手を上に上げて背筋を伸ばし、

「CM-05C『フランキスカ』。Ｃ型だから地対地ではなく一回り小さな艦載モデルね。ベースはアメリカ製だけど翼が改修されているようだし、アレは日本でライセンス生産されたものだと思う。ふふ、言い分がひどいのよ？　我が国の法令では低空飛行時は騒音公害基準に抵触しますだってさ。こんな高さを飛んでいるのもそのせいかしら」

「……この国を守る『隊』が、海から国境の内側に向けてミサイルを撃った……？」

「ふわ、あ……。これだけの規模だと実験名目って訳ではなさそうね。あれって建前は『防災用』でしょ、海上で炎上するタンカーを沈めるためっていう」

　ちょっと眠たくなってきたのか、この状況で寝台の上でぺたりとハの字に座るキョウカは口元に片手を当ててあくびしていた。

　煙の槍やりは一本だけではなかった。

　こちらから数えられるだけで続けて五〇本以上、見えない場所も含めれば三倍以上はあるだろう。夕空全体を使って機織りでもするように、同じミサイルが次々とカルタ達の先へと飛び出していく。四国と関西、陸に囲まれた内海の一点。海の上に浮かぶ船に向かって。

　だが、

「しかもどっちみち無駄だし」

　同時だった。

　落雷よりも激しい閃せん光こうと爆音がいくつも連打された。大気の乱れにより、一千人以上を抱え込むブーメラン型の大型旅客機自体が空中で激しく揺さぶられる。

　無数のミサイルが人口密集地帯に落ちたのではない。

　窓に張り付くまでもなく分かる。

　それよりずっと手前で全弾撃ち落とされているのだ。ネオンサインにも似た、不自然極まりない緑色の閃せん光こうの残像が夕暮れの空に焼きついていた。ヤツは鉄壁だ。無人機もステルス戦闘機も、そして今、無数の巡航ミサイルによる飽和攻撃も一切通用しない事を証明した。

「たいくう、レーザー……」

「見た目はね。きちんと光ポンピングで励起状態に引き上げた光線か、正確な定義までは不明」

　質も量も、全てを撃ち落とす。

「光学式脅威、『スパークル』。もちろん名前は思いっきり暫定だけれど」

　しかも『脅威』は一機？　一匹？　とにかくアレ一つだけではない。それこそ正確な数が分からないほど、うじゃうじゃとセカンドグリモノアに群がっている。

　キョウカは（ビキニの下と髪の毛ガード以外全部柔肌をさらしたまま）子供みたいな膨ふくれっ面つらで言った。

「それにしても、まったく、困ったオトナ達ね……。『脅威』の方が街を救ってどうするのよ。無人機でちまちまつついても成果が出ないから業を煮やしたっていうのは分かるけど」

「……一応、今のは通常弾頭だったみたいですけど」

「どちらにしたって同じ事よ」

　燃料気化爆弾、サーモバリック爆弾、そして核爆弾。

　広範囲をまとめて吹き飛ばす兵器はいくつかあるが、目標まで届ける事ができなければ宝の持ち腐れだ。つまり通常弾頭が届かないなら核弾頭だって届かない。勇み足をした迷彩服のエリート達だが、これで、彼らは自分から暗に示してしまった訳だ。

　既存の軍事技術では『脅威』の排除は不可能。

　ここから先は、常識を超えた水晶魔法使いの出番だと。

「……、」

　あの照射元に、次の戦場が待っている。

　新型学園船セカンドグリモノア。その屋根の上にでも張り付いているのだ、閃せん光こうを自在に操る『脅威』が。

「カルタ君」

「何ですか」

「正直に答えてちょうだい。今、しくじって良かったって思ったでしょ？」

「……まあ、普通の火薬を詰めた通常弾頭でも数十から一〇〇メートル単位で爆風や衝撃波を撒まき散ちらしますからね。海の上にある船を狙ったって、誤爆で市街地に落ちないとも限らない」

「違うでしょう？」

　がちゃりという金属音があった。

　後ろから覆おおい被かぶさるように、だった。

　ビキニの下だけ纏まとったまま、車椅子の代わりに機械の関節で自分の体重を支える表おもて参さん道どうキョウカが少年の背中にそっとすり寄ったのだ。

　駆け引きのできる女の挙措だった。

　そのまま耳元に熱い吐息を吹きかけるようにして、甘い悪魔が囁ささやいたのだ。

「きちんと着弾してセカンドグリモノアに被害が出たら困る、そういう話よ。無人の船、ね。あの最下層には水晶化したまま戻れない『一隻目』の生徒達が山ほど寝かされているのに」

「……、」

「安心して。わたしも同じよ、今だけは『脅威』に感謝していると言っても良い。ふふっ。不謹慎で大炎上間違いなしの、誰にも言えない本音ってヤツね」

　タオルで自分の両手を拭きながら、少し離れた場所でアイネが小さく首を傾かしげていた。

　……かつての世界最強、『難なん問もん排はい除じよ』の手によって『一隻目』は海の藻も屑くずとなった。本来のカルタ達の同級生や先輩達は皆殺しにされ、致命傷を負った弊害で全身が水晶像になってしまった。正体不明の『脅威』ではなく、同じ人間の手で。

　回復までの期間は、ただでさえ長い。

　だが像を砕かれてしまえば、さらにそこから気が遠くなるほどのペナルティを受ける。

　風かざ向むきゲキハ。

　かつて一緒に笑い合った旧友の顔を思い出し、窓辺に立つカルタは背中一面で生徒会長の体温を感じたまま、振り返りもしないで奥歯を嚙かんだ。救いたい。絶対に、何があっても。『脅威』なんかの良いいようにはさせないし、『隊』だって問題だ。さらに言えば、遠い海で今か今かと出撃を待っている多国籍連合軍だっている。彼らの大雑把な攻撃を許して、全面戦争とやらの尊い犠牲なんぞにさせたくない。

　クラスメイトで、友達で、こうしている今も生きている人間だ。

　何かを諦めて、小奇麗な記念公園の石碑に名前を刻むなんて真っ平だ。

「でも」

「なあに？　ひゃっ」

　ここだけは可か愛わいらしい声が響いた。

　かくんと表おもて参さん道どうキョウカの膝から力が抜け、支えを失った生徒会長が両腕の力だけで少年の首っ玉にしがみついたのだ。駄々をこねる小さな子供が父親の背中に飛びかかるように。

　苦笑いがあった。

「あはは、やっぱり経験の浅い試作機が喜ばれるのはフィクションだけね……。バッテリーか、端子の接触かな。今回もわたしは後方支援かしら。せめて現場を自由に走り回る事ができたら戦線復帰って思っていたけど、最前線ならこの動作不良一回でわたしは死んでいるもの」

　今度は大舞台でのスピーチじみた計算や演出など何もない。トラブルが起きたからこそ、より一層強く大きな胸が少年の背中側で押し潰されていく。

　肉感。

　思春期の少年にはあまりにも強過ぎる刺激の群れ。しかしその吐息にも感触にも意外な素顔にも、歌うた貝がいカルタは眉一つ動かさなかった。

　窓の外を眺める彼の顔には苦渋しかない。

　ぽつりと、遊園地で取り残された迷子みたいに呟つぶやいた。

「……これは、『二隻目』で新しくやってきたやまねんやナタレーナ達には関わりのない話ですよ。死んだはずの人間を助けたい、だからセカンドグリモノア回収のためにお前達全員の命を預けてくれ。こんな要求を吞のむお人ひと好よしなんかいない」

「そうね。建前はわたしが用意するよ、小細工と陰謀なら腹黒お姉さんに任せておきなさい」

　最強が『弱さ』を見せられるのは、同じ最強だけだ。

　だから今まで小さな子供のようだった表おもて参さん道どうキョウカは、いつしか全てを包み込む母親のように笑みの質を変えていた。

「美談で奇麗ごとで、利益があって合理的で。詰め将棋みたいに条件を並べて逃げ道を全部封殺して、誰もが下がるに下がれない大義名分をね？」

「……、」

　英傑や猛将は民衆に忖そん度たくされる。

　逃げられない戦いというのも存在する。

　ことここまできて、グリモノアの中に自分から明確な亀裂を作る。

『一隻目』が惜しいと感じるのは『一隻目』の生き残りだけだ。よってこの未練は、現役世界最強たる『天てん外がい四し神じん』の中でしか共有できない。がむしゃらに生き残るため団結してきたクリスタルビーチの時とは違う、今度は明白にカルタ達が個人的な事情で全校生徒を巻き込む。

　隠し事が前提の、後ろめたい戦争。

　つまりは、

「カルタ君」

　くすりという笑みの吐息があった。

　本当は、彼女だって怖いのかもしれない。だから余裕の態度を崩せないのかもしれない。この人がいくつの顔を持ち、本当はどんな顔で笑うのか。だんだん歌うた貝がいカルタにも読めなくなってきた。あれだけ互いに背中を預けて数々の死闘を制してきたというのに。

　とにかく妖よう艶えんな悪魔は言った。
















「もうわたし達は、汚れ役ね」
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　ブーメラン型の大型旅客機、JSL-710便が着陸したのは関西地方の玄関口、大おお阪さかの海上にあるフロート統合空港だった。

　平時と違い、他に行き交う旅客機や搭乗を待つビジネスマン、観光客の団体などはいない。『天てん外がい四し神じん』が降り立った瞬間から、ここは民間の国際空港から世界最強の戦力に貸し出された最前線の海上基地へと扱いが変わっていく。

「ここは大おお阪さか。フロート統合空港から神こう戸べ港こうまでは、直線距離なら海上ルートで北へ約三〇キロ……」

　多くの生徒達と一緒に滑走路へ降りながら、ストロベリーブロンドに染めたくるくるツインテールの少女、雨あま脚あしマリカが耐水紙の地図に目をやっていた。歩きスマホより危ない。

「こんな近くまで無事に近づけただけでもめっけものよね。ちょっとカルタ！　アンタは班をいくつかに分けて、私はそういうの苦手だから。うー、早くカラダ動かしたいっ！」

「……三〇キロ。えと、ち、近すぎませんか？　さっきのレーザーってここまで届くんじゃあ」

　不安げに呟つぶやいたのはウェーブがかった金髪ショートの少女、ナタレーナ＝ブラスト。元々は姉の仇かたきを取ろうとした未熟な復ふく讐しゆう者しやだったが、今はこちらについてくれている。

　元々悪事を働く適性はゼロだったのだろうが、無理して悪ぶるのをやめてからは素直な可か愛わいらしさを隠しきれなくなっている。五人も人を殺しておいて世界中からチヤホヤされている、根っからの悪人であるカルタからすれば危なっかしくて見ていられないほどに、だ。

　タラップの上からカルタは思わず一段下にいる後輩へ呟つぶやいていた。

「ナタレーナって子犬系なのな」

「むっ、何ですかそれ。えと、動物系って言ったって他に色々あるでしょうに」

「あれ。なんか怒ってる？　褒めてるのに……」

「馬鹿なんですか先輩、人から犬呼ばわりされて喜ぶのなんて変態さんくらいでしょう！」

　小さな顔の前で柔らかいカラーボールを軽く振るとちゃんと嚙かみついてくれるナタレーナはやっぱり子犬系だと思うのだが、これ以上は拘こう泥でいしても仕方がないか。

　それにしても、車もバイクも運転できない一二歳の女の子の感覚で三〇キロを『近い』と呼ぶのはいささか違和感があるかもしれない。しかしそもそも水晶魔法の『飛行』は戦闘機以上の性能がある。何の妨害もなければ、三〇キロなんて一分かからない。

「『脅威』の飛び道具なら地上は大丈夫だよ、水平線がそのまま限界距離だ。ヤツらのレーザーが空中で歪わい曲きよくしたり屈折したりって話は聞かないし」

　後からタラップを降りてきたカルタは車椅子のグリップを摑つかんでいた。表おもて参さん道どうキョウカが誤って転げ落ちないよう、前からではなく後ろ向きでまずカルタから慎重に階段を下っていく。

　滑走路を、踏む。すでにパブリックモードだった。

　表に出た。ここから先、不安に脅おびえる五五億人が世界最強たるカルタ達の一挙手一投足を見て一喜一憂すると思え。カルタはそう自分に言い聞かせていた。

「それに、そろそろ手を動かしたい大人達が協力してくれる。今度は破れかぶれの空爆じゃなくて、きちんとした意味のある協力をな」

　三、二、一、とカルタが適当なカウントを終えた直後だった。

　それこそまるでシャワーの蛇口でもひねるようだった。ザア!!　と夕焼けの大空を無視して不自然な天気雨が降り注ぐ。

　ナタレーナは頭のベレー帽を両手で押さえながら、

「わあっ!!　な、何なんですかこれ!?」

「人工降雨。確かヨウ化銀を使った方式だったかな。元々空模様は怪しかったけど、人の手で完全にオンオフできるならそっちの方が安全だ。レーザーの減衰を促し、またプリズムや水の入った水槽みたいに光の弾道を逸そらす攪かく乱らん用ようとして期待できる。まあ、『脅威』の使う閃せん光こうが本当に物理的な光だったらの話なんだけど」

　カルタやマリカ自身もオカルトな高気圧や低気圧を利用した『魔法』を使うのだ。少なくとも、この世界には常軌を逸した力があって、それはテクノロジーとして系統立ててまとめられている。まだ『本物の脅威』については何も分かっていない。分かっていない内から、自分達には絶対できて相手には絶対できない、などと考えるのは流石さすがに虫が好よすぎる。

「それからマリカ、表で地図を広げるのは控えてくれ。空港自体は閉鎖してあるけど、ここ最近の望遠ならビルの屋上とか高台を使えば橋の向こうからでも十分狙える。衛星だって精度は高い。世界の危機の真っただ中だけど、今がチャンスだと考える人間は決して少なくないぞ」

「へっへー？　カルタのくせにかしこまっちゃって、まあ。ならカルタ、アンタもカメラを意識してもうちょっとオシャレに気を配ったら？　おほほ、そんな立ち振る舞いでは世界中の皆様を安心させる『天てん外がい四し神じん』の名が泣きますわよ」

「？」

　誰でも同じ制服なのに何を言っているんだ、という目をするカルタ。

　マスコット系の中等部女子、ナタレーナが上目遣いで両手の小さな指をもじもじしながら、

「えと、先輩。ネクタイがちょっと曲がっていますので、良かったら私が直し……」

「良かったらじゃねえわ色気づいちゃってこのクソガキ今幼おさな馴な染じみクイズの真っ最中だったでしょいきなり横から答えをネタバレするとか付き合いの浅い新参者はこれだからー!?」

　と、カルタの前で二人の少女が摑つかみ合あいになる直前だった。

　呆あきれたような息を吐いたクラスの一軍女子、橋はし先ざきタヨリが横からしなやかな手を伸ばしてきた。片手だけでちょちょいとカルタの曲がったネクタイをいったん解いて締め直す。

「ほらシャキッとなさい世界最強。カメラが狙っていると言ったのはあなたでしょう？　彼らの好物は色恋沙汰のスキャンダルよ、『天てん外がい四し神じん』が自分から誤解の素を撒まいてどうするの」

「あ、ああ。ありが、とう？」

　とられたー！　せんぱいー!?　という最先端の魔法使い達の絶叫はさておくとして。

　このギャル系は確かマリカの女友達だったはずだが、カルタとはそこまで接点はない。友達の友達ってつまり他人な訳だし。しどろもどろな少年にタヨリは片目を瞑つむって、

「なに。どうして男の首に巻いてあるネクタイをここまで扱い慣れているのか知りたい？　ちょっとオトナの時間になるけど」

　自分が他人がではなく、そもそも片手でネクタイを縛るなんておそらくカルタには無理だ。しかし向こうにとってはどうという事のない話らしい。ひらひらと手を振ってデキる女子はオレンジ色の天気雨の中を颯さつ爽そうと立ち去ってしまう。

　いつもマリカとつるんでいるもう一人、松まつ田だイミは口元に手を当ててにやにや笑いながら、

「えっちなの想像しちゃった？　加齢臭の漂うおじさま恋愛とか」

「ぶっ!?」

「あっはっは、ご心配なく！　タヨリは男の兄弟の面倒見るのに慣れているんだよ。見た目はおっかないギャルだけど中身は家庭的、バーゲンの戦争も経験済みで編み物や破れた服の補修も速くて丁寧。逆にレア度が上がってるかにゃん？　あとマリカー？」

「なによ、」

「透けてる。うわあ、すっげえー地味ブラだけど油断しちゃった？」

　ぎええっ!!　と人工降雨でずぶ濡ぬれになったマリカが絶叫して豊かな胸元を両手で隠していた。カルタは普通に顔を赤くして目を逸そらしていたが、ガールズ的にはこんなのをお色気なんて呼んじゃならねえ、許されざるギルティらしい。

　松まつ田だイミがため息混じりに語るには、

「……正月三が日を過ぎた辺りのコタツでだらだらモードって感じだけど、ここまだ寮の部屋の外なんだよ。マリカそれまさか上下で色が合っていないとか馬鹿げた話はナシだよね？」

「ちがっ、これはそのっ、イミ先生！　これには深い訳があるんですっ。こいつはデコイ『脅威』のごたごたでスーツケースを回収できなかったっていうか着替えがなくなっちゃったから、泣く泣くアイスランドの空港の免税店でですね……!!」

「うわだっせえ、ここに死んだ女子がいる。それってえ、つまり忙しくってついつい洗濯を忘れちゃって着替えが全部なくなってから慌てて深夜もやってるディスカウントショップへおぱんつ買いに走るのと同レベルの話だよね？　のーぱんで。ぷっぷぷう☆」

「そういうアンタはどうなんだイミ……。誰が何と言おうとあの免税店は数少ないチャンスだったはず。あのタイミングで下着替えてないって事は連日連投の汗クサ少女かキサマ……？」

「はァん？　何が起こるか読めない海外旅行なら替えの下着と生理グッズと制汗スプレーとお風ふ呂ろ・歯磨きの小さなお泊まりセットくらい別の袋にまとめて持ち歩くっしょ。あれ、あれあれ。マリカちゃん俯うつむいて小刻みに震えてる？　ひょっとしてー、今の今まで思いつかなかった？　ぶわっはっは足りていませんなあ女子力が!!」

　震えながら救いを求めるようにマリカが視線を投げると、何な故ぜだかキョウカもナタレーナも微妙に目を逸そらしていた。それぞれの創意工夫で女の子の危機は乗り越えているので加勢はできぬ、と顔に書いてある。そういえばキョウカにいたっては水着まで確保していたような？

　……そしてもうカルタはこのめっちゃくちゃなガールズトークについていけない。女の子の秘密を覗のぞき見みしたいと語る人はきっと胸の中に夢が溢あふれているのだ。カルタには真実を知ってなお自分の夢を保てるという自信がなかった。削れる、すっげえー夢が削られてる。というかしれっと汗とか生理とか隠しもしないでがっつり言い合うのはやめてほしい。コタツっていうたとえが妙に生々しいんだよ！　男の子は泣いちゃう!!

　一方。そっと片腕を横にして自分の薄い胸元を隠し、たまたまマリカと同じ色を選んでしまったばっかりにいらない流れ弾を喰くらった小さなナタレーナが俯うつむいて唇を尖とがらせていた。

「し、白の何がいけないって言うんですか……？」

「お嬢ちゃんはまだまだそのままで良いいのよー、似合ってる。ていうかスポブラとかじゃなくてきちんとしたワイヤー入りのブラつけてるじゃん、ＡＡなのにおとなおとな。わっはっはっは!!」

「Ａですし!!　ＡＡじゃないですし!?」

　これ以上ないほどいらない自己申告にカルタがまた顔を赤くして、目一杯たゆんたゆんなキョウカが車椅子に腰掛けたまま片手を頰に当てて苦笑いしていた。

　自信作なら透けちゃっても構わないらしい。（人には散々上から目線で言うのに自分は子供っぽいしましまな）松まつ田だイミは両腕を水平に伸ばして飛行機モード。たよりー、と名前を呼びかけながら先にターミナルへ向かったギャル系女友達の背中を追いかけていった。

「……、」

　とても、戦争を始めるとは思えない空気だった。

　ここにあるのはあくまでも平和な学校のそれだ。

　これからセカンドグリモノア復帰のために死力を尽くす。それだって、当然の権利として自分達の学校を取り返す、くらいの気分なのだろう。

　もしも世界最強たる水晶魔法使いがここで敗れ、拠点も失ってしまえば人間側の目算は大きく崩される。最悪、次の最強なんて見つからないままジリ貧で五五億人が削られていくリスクだってある。

　そしてカルタ達には生きて帰れる保証なんかない。

　今度は『本物』だ。相手のスペックは未知数だが、クリスタルビーチでの『デコイ』よりもひどい戦いが待っているかもしれないのに。

　何だかんだで最後は生き残る、など現実の死闘では通じない。その『何だかんだ』に具体的な答えを当てはめ実行可能なスケジュールを立てるのも含めてカルタ達の仕事。既定のレールはない、大人達も頼れない。自分でやらなければ計画は瓦が解かいし、全滅は避けられない。なのに。

（トラウマになるよりはマシだと思うけど。まさか成功の体験が裏目に出ているのか……？）

「それで良いいのよ」

　車椅子に腰掛ける（意外と可か愛わいらしいパステルカラーの）表おもて参さん道どうキョウカが小さく囁ささやいた。

　同じ日陰者を励ますように。

「戦争の恐怖なんて正しく知ったら、戦う前に壊れてしまうもの」
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『本物の脅威』の戦力は未知数ではあるが、今の段階で確実に言える事が一つある。

　最短なら直線で北へ約三〇キロ。

　ただし、とりあえず空を飛んで海の上から神こう戸べ港こうを目指すのはナシだ。

『スパークル』のレーザーを思い出せ、百発百中で撃墜される。

　なのでカルタ達は大型の観光バスを使い、大おお阪さかから兵ひよう庫ごに向け、市街地を弓なりに貫く高速道路を北上していた。下手に迷彩柄の軍用トラックの群れとかだと街中では目立つだけだ。『脅威』はもちろん暇なマスコミまで連れ回す羽目になりかねない。

　隣の座席ではナタレーナ＝ブラストがおどおどしながら、

「こ、これ大丈夫なんですか、先輩……？　確かに『脅威』からは見つからないかもしれませんけど、えと、思いっきり市街地のビルの群れに紛れて盾にしているじゃないですかっ！」

「とっくの昔に避難勧告は出ているよ。流石さすがに『脅威』を前にして、居留守で誤魔化す物好きはいないと思うけど。一夜にして街が滅ぶって情報くらい流れてるし」

「避難ってどこへ？　その、大おお阪さか湾わんに面した府や県だけで一〇〇〇万人以上いるはずじゃ……」

　アメリカ国籍の割に日本の事情に詳しい金髪少女だ。そしてこういう時はいきなり過去に前例のない全く新しい事に挑戦するより既存のマニュアルを使う方がスムーズに進む。例えば福ふく井いの日本海側は原発の密集地帯だし、奈な良らの山岳地帯は有名な温泉地、つまり活火山でもある。複数のケースを想定し、関西地方全域を対象とした大規模な防災マニュアルも当然存在する。

　別の座席ではクラスメイトの山やま根ねデイリと猫ねこ海うみヒロスケが窓の外へ目をやっていた。

「ぬおー、大おお阪さかの地を踏んでおきながらコナモノとソースを味わえんとは。せめて明石あかし焼やきだけでも食べたーい！」

「……さようなら大おお阪さか、そして初めまして神こう戸べ。夜景の奇麗な関西の名所ってあとどこ。札さつ幌ぽろ？」

　先輩……とツッコミを入れたくてうずうずし始めた子犬系少女ナタレーナの細い肩をカルタは隣の席から押さえつけた。目の前をボールが横切ったからって何でも飛びついてはダメだ。

　中等部の前で思う存分バカを露呈するフリーダムを極めた高等部のクラスメイト達にカルタはちょっと頭が痛くなったが、ともあれここからだ。

　いちいちインターチェンジから一般道に降りたりしない。神こう戸べ港こうは目と鼻の先で、背の高いガントリークレーンなどはここからでも見える。近くのサービスエリアで観光バスの群れを並べて停とめると、カルタは天気雨の中へ降りていった。雨に混じって潮の香りが鼻についた。少年は胸の水晶花を指で弾はじいて『通信』で全員に情報を送る。

　当然ここではパブリックモードだ。

「手はずの通りに。訓練通りにやれば乗り越えられるなんて言わないぞ。俺達は全員、すでに過酷な実戦経験者だ。セカンドグリモノアを守って、神こう戸べ港こうを守って、世界を守って、そしてベテランの矜きよう持じを暇なマスコミ達へ見せつけてやろう。行動開始!!」

　バキキン!!　という甲高い音がいくつも連続した。

　こちらに集まってきたのは中高合わせて一〇〇人ほど。少年少女が立て続けに胸の水晶花を砕き、半透明の装甲で全身各部を覆ったのだ。対空レーザーが睨にらんでいるので大っぴらには飛べないが、道順を無視して高所のサービスエリアから真下の一般道に飛び降りるのに役立つ。

　先に装甲展開したナタレーナがスキー板みたいな足回りを確認しつつ、カルタへ振り返った。

　彼だけは、他の生徒と違って装甲を纏まとう事はできない。『飛行』も使えない。

「えと、その。先輩は……？」

「励起。出ろアイネ」

　水晶花が散る。シャツがめくれてお腹なかの辺りから青ざめた肌の水晶少女が這はい出でてきた。

　これが少年だけのイレギュラー。

　直立不動の命令待機状態でアイネは小首を傾かしげたまま、

「いかがなさいますか？」

「そうだな、ひとまず……うわあっ!?」

「？」

　カルタの叫びにアイネはキョトンとしていた。

　水晶少女アイネに中心や核という定義はない。刀の先から心臓まで全てを含めてアイネという言葉でまとめられ、初めて出てきた時から同じ白い装束を纏まとっていた。

　が、今は見ての通りの雨。

　土砂降りの中に身をさらしていると、その、どうしても透けてしまうのだ。きめ細かな肌にぴったりと張り付いた布を通して、起伏の乏しい体のあれやこれが。白い布がいけない、白が!!

　当の本人は眉一つ動かしていなかった。

「どうされましたか、にえさま？」

「とにかくっ、それじゃ命令するぞ。いいかアイネ、お願いだから体を隠してくれ。大至急！　なんかこう、お前はその、ぶっブラっていう概念を知らないのかっ!?」

　水晶少女は無言のまま視線をわずかに下げて、自らの惨状を確認する。

　そしてそのまま言った。

「しかし継続的に雨が降り続ける中で常に衣類を乾かし続けるのは現実的でなく、また体を覆うためだけに両手を塞いでしまうのはあまりに非効率的だと判断しびゃぶ」

「両目は閉じているし顔は赤いし全身は小刻みに震えているし今舌を嚙かんだじゃん!?　お前だって恥ずかしいのは分かっている、頼む諦めるなまだ何かできる事はあるはずだっ!!」

　北極圏のクリスタルビーチは散々だったが、収穫が全くなかった訳ではない。例えばアイネが裸を恥ずかしがるようになった事もそうだ。

　そして同じく数少ない収穫の一つ、ナタレーナ＝ブラストが白い目で見てきた。

「……先輩。なんか、あの、私の時とは随分反応が違う気がするんですけど」

　気のせいだ。

　というか実はナタレーナの方も真正面から見るには困るびしょ濡ぬれ感かんになっている。

「対処法、不明。現状では保留するしかありません」

「ええい。なら仕事だアイネ！」

　半ばヤケクソ気味に命令すると、すぱんっ!!　という小気味の良いい音が響き渡った。

　アイネがカルタの足を払い、空中で一回転した少年をお姫様抱っこしたのだ。

　そして水晶少女が何かに気づいた。

「あっ、意外と髪で隠れますね」

「こんなので安心するなアイネ、髪ブラは一般的に防御とは言わない。それはノーガードだっ」

　そんな風に言い合いながらも、動き自体は正確だった。カルタを抱えたままアイネは迷わず高所のサービスエリアから一五メートル下の硬いアスファルトへふわりと飛び降りていく。

　鮮やか過ぎて分かりにくいかもしれないが、これでも学校の校舎の屋上くらいはある。そのまま飛び降りるにも、パラシュートを使うにも危険な死の空白高度。危うく棒立ちで見送りそうになったナタレーナが、慌てて『飛行』を使ってついてきた。

「まっ、待ってください先輩」

「五秒以上の『飛行』は禁止だナタレーナ。ここは『スパークル』のレーザー殺傷圏内だ、向こうに勘付かれたらその瞬間に終わりだぞ」

　小さく𠮟責してから、カルタはアイネの抱っこから両足を雨で濡ぬれた路面につけて、

「そして神こう戸べ港こうの敷しき地ち外周までは五〇〇メートルない。隣接する空港も合わせれば神こう戸べ港こう自体海岸線一〇キロにわたる広大なフィールドを誇るけど、まずはここからだ。行くぞナタレーナ、本物だろうがデコイだろうが知った事か。今まで置き去りにしてきたセカンドグリモノアを『脅威』の手から奪い返す」

「はっ、はい。ええと、人類の移動拠点を取り戻すために！」

「……、」

（……ゲキハ）

　表情には、出さなかったと思う。

　自信なんか一個もなかったけど。

　口では勇ましい事を言っているが実際にはカルタの目的はもっと個人的で、致命傷を負った水晶像なんて終わってしまった夢でしかなくて、おそらく全人類にとってははた迷惑だ。本当の事を正直に話したって、きっと誰にも理解はしてもらえない。水晶魔法を知らない外の人間どころか、同じグリモノアの教員生徒だってふざけるなとさじを投げる。『一隻目』の都合なんか『二隻目』の自分達には関係ないと。まったくその通りだ。

　だから言わない、だって？　……そんなのが正当化になるものか。

　だけど。

　それでも。




（邪道でも良いよ。俺は大おお噓うそつきのクソ野郎になってでも、お前達ともだちを必ず助けるッ!!）




　アイネの刀で背の高いフェンスを断ち切って、カルタは音もなく神こう戸べ港こうの敷しき地ちに潜り込む。

　いよいよ始まる。

　世界最強の魔法使いと、正真正銘本物の『脅威』のコンタクトが。
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　三〇キロ南方の海上にある、大おお阪さかのフロート統合空港。その管制塔では車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカが鼻歌混じりで計器をいじくり回していた。一面に広げられたボタンやダイヤルの総数は一〇〇や一〇〇〇では利きかない、資格を持ったプロの管制官でも手を焼くほどだが、キョウカの手つきはスマホやタブレットで動画を検索するより気軽なものだった。

　傍はたで見ていたマリカが呆あきれたように息を吐いて、

「それで何か分かるんですか？」

「まぁ色々と。例えば性懲りもなく多国籍連合軍が核発射の準備を進めている事とかね」

　ぎょっとしたマリカが二度見したが、キョウカはいちいち振り返らなかった。片手で持ったヘッドセットをひらひら振って、

「聞いてみる？　揚陸艦にひきこもり仕様の装甲車と宇宙服を満載にしている話とか、ヨウ素剤の備蓄状況の話とか、大きなミサイルは悪目立ちしてレーザーで落とされるから市街地まで野戦砲を引きずって近距離から弓なりの放物線で核砲弾を神こう戸べ港こうに撃ち込もうとしている話とか、まあ色々。非核三原則ってどこ行ったのかしらね？　そもそも核を使えば地球の問題は全部解決だなんて考え方自体がおじいだし。結局冷戦で一発も撃てなかった軍高官が引退前に長年の未練でも解消しようとしているのかしら」

「た、たた、多国籍連合軍って……？」

「アメリカ、中国、ロシア、フランス、イギリスの毎度お馴な染じみ常任理事国ワンセットに、インドとオーストラリアも名乗りを上げているよ。けどおかしいな、オーストラリアっていつの間に『保有国』になったのかしら。あーあ、これで南半球も核武装の時代に突入かあ」

　口をぱくぱくさせるマリカ。神こう戸べ港こうにはカルタ達が入ったところだ。

　車椅子の生徒会長は振り返らずにくすくす笑ったまま、

「だから、そういう横よこ槍やりが入らないようにこのわたしが調整するから心配いらないよ。マリカさん、あなたは自分の仕事をなさい」

「あのー自慢の生徒会長さん。もう自覚はあると思うんですけど」

「なあに？」

「それってギブアンドテイク、権力者の笑みよね。何を不安に思って私からどんな言葉を引き出したいかなんて知らないわ。あなたが言ってくれない事には」

　黙秘。

　キョウカは答えなかったし、振り返らなかった。

　背中を預けた復讐者にさえ素顔は決して見せずに、生徒会長は告げる。

「大丈夫よ」

「……、」

「大人達の好き勝手には、させない。確かに『一隻目』は大人の都合で造られたかもしれない、だけど『二隻目』は明らかに違う。わたし達のわがままで取り戻した、水晶魔法の学校生活。だからケリをつけるのもわたし達よ。大人達が大した考えも思い入れもなく、仕事だからで大雑把に横から手を突っ込んで好き放題かき回すなんて、そんな勝手は許さない。絶対に」

「まあ何でも良いいんですけど」

　マリカは気軽な調子でそれだけ言った。

　すでに周知の通り、彼女の『守る範囲』はとことんまで狭い。その役に立つのなら、どんな不穏な材料であってもそのまま泳がす。それがシンプルさを極めたマリカのスタンスだ。

　くるくるツインテールは生徒会長には聞こえないようそっと息を吐いて、

（……困った事に、今ではこの人も防衛対象なんだけどね？）

　そもそも、いつまでも空港の管制塔で油を売っている訳にもいかない。

　カルタは最前線に行った、キョウカも自分のやるべき事を見つけている。アイネについてはいつも通り、少年の命令が最優先だ。

　同様に、雨あま脚あしマリカには雨あま脚あしマリカの仕事がある。

　彼女は支給された装備品を両手で摘つまんでびろんと広げ、大変胡う散さん臭くさそうな目を向けた。

「……こんなぱっつんぱっつんなの、一人で着られるかなあ？」

「確か、今では使用が禁止されているサメ肌の競泳水着は水着のくせに本人だけじゃ着脱できないって話だったような。うふふマリカさん、お姉さんにお着替え手伝ってほしい？」
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　兵ひよう庫ご、神こう戸べ港こうではもちろん避難勧告が出ていた。

　しかし作業員たちは残っていた。何しろ港湾内の燃料パイプラインは一分間に二〇トンもの可燃物を輸送し続けている。そう簡単に閉鎖は完了できないし、パイプから可燃物を抜かないと破られた時に大規模な石油火災を起こす。何重もの安全確認を挟む通常の自動制御では間に合いそうになかった。よって、作業服の男達は昔ながらの方法に頼る。現場をあちこち走り回り、巨大な鉄のハンドルを力任せに回して緊急閉鎖するしかない。

「はあ、はあ」

　その大男はガントリークレーンの足元、大人の身長よりも巨大な鉄の車輪に背中を押し付けて荒い息を吐いていた。

（製油区画のシーバースは閉鎖した。後はここを横断してＬＮＧ備蓄区画のパイプを……）

　ノートサイズのタブレット端末を睨にらみ、震える指先で操作する。

　大男から離れた所に停とめてあった、平べったい四輪が動き出した。縦横だけなら大型バスに匹敵するサイズだが、高さの方は一メートル程度しかない。港の中でコンテナを所定の場所まで運ぶための、自動搬送台車だ。場所さえ設定すれば誤差二センチでコンテナを目的地まで届けてくれるこいつを使えば、囮おとりにも盾にもできる。

　しかし。

　ガッシャア!!　という重たい金属音の連続があった。

　すぐそこでコンテナの山が突き崩されていた。なお悪い事に、バラバラに転がった金属コンテナの下敷きになった若い作業員がいる。

　大人の背丈よりも大きな金属車輪の陰から顔を出し、大男はすぐ引っ込めた。背中を押し付けたまま両目を瞑つむり、舌打ちする。

　真上から強大な圧を感じた。簡素なプレハブを積み上げて作った三階建ての事務所兼休憩室、その屋根の上から。何かが乗っている。地上を睥へい睨げいしている。古代遺跡の吊つり天てん井じようより逃げ場のない、濃密な見えない壁。当然、大男を睨にらみつけている訳ではない。もし見つかっていたら殺されている。アレは、コンテナにのしかかられて身動きの取れない若者を凝視しているのだ。

　化け物だ。

『脅威』という名前だけが独り歩きする怪物。初めて見るし、誰かが答え合わせをした訳ではないけれど、大男は一目で答えが分かった。逆にそれ以外なんと呼べば良いのだ、あんな存在。

「……、」

　形だけなら脚の生えたオタマジャクシのように見える。

　でも違う。

　オタマジャクシは二〇トンの大型トレーラーを悠々と乗り越える巨体なんかじゃない。

　オタマジャクシはピラミッドのように積まれた金属コンテナを体当たりで崩したりしない。

　オタマジャクシは群れを成して人間の逃げ道を塞いだりしない。

　……そしてオタマジャクシは、黒い金属でできた丸い胴体を上下に開いて鰐わによりおぞましい乱らん杭ぐい歯ばを見せつけたりはしない。まして口の中でバチバチと鳴る溶接より恐ろしいプラズマジェットなんて。

　虎やティラノサウルスのような、あからさまに恐ろしい外観ではない。ユーモラスな見た目の生き物に蹂じゆう躙りんされる、という全く未知の恐怖。

　死の尊厳も何もなかった。

　例えば、痺しびれ薬ぐすりを盛られて地面に転がされ、抵抗もできず手足の先から豚に喰くわれて死ぬというのはこんな惨みじめな気持ちにさせてくれるものなのだろうか。

　なす術もない。

　囮おとりにも盾にも使える自動搬送台車は余波だけでひっくり返っていた。

　あの時一瞬見えた若者は、金属コンテナに押し潰されたまま首を横に振っていた。すっかり青ざめた顔で、それでも来るなと必死に訴えるために。

（ちくしょう……）

　音があった。

　筋肉の軋きしみとは似て非なる、金属が力を蓄える音。弓を引くような不穏な静寂の後、だんっ!!　という重たい響きがプレハブの屋根を叩たたき潰つぶす。

　脚の生えたオタマジャクシが、プレハブの屋根から獲物へと飛びかかってきた。

（ちくしょう!!）

　直後に鈍い音が炸さく裂れつした。

　そう。




　ゴッキィンッッッ!!!!!!　と。

　真横から飛来した自動搬送台車が、空中にあったオタマジャクシを大きく吹っ飛ばしたのだ。




　一方、だ。

　ひゅんひゅんっ、という空気を切り裂く音があった。ナタレーナ＝ブラストの両足。スキー板に似た装甲が扇のように開き、一つ一つから極細のワイヤーを繰り出していたのだ。

　エジプト神話の裁神アヌビス、その天てん秤びん。

　回し蹴りや側転、ブレイクダンスのように激しく体を回すたびに、ワイヤー先端にある金属の花が開き、グラブバケットが障害物を『摑つかむ』。摑つかんで振り回す。鋼でできた嵐を自在に操る一二歳の少女が、さらに脚の生えたオタマジャクシへ苛烈な追撃を加えていく。

「アイネ」

　短い、少年の声があった。

　ザンギン!!　と、透き通った破壊音が響き渡る。刀。あれだけ強固に若者の体を押さえ込んでいた金属コンテナに複数の線が走り、オレンジ色の火花を撒まき散ちらして、そしてバラバラに切り裂かれていった。助けられた若者の方が呆あつ気けに取とられるくらいの鮮やかさだった。

　青ざめた肌の水晶少女に命令を飛ばした少年は、少し離れた場所を悠々と歩いていた。

　つまりは、ガントリークレーンの金属車輪の裏に隠れていた大男の元へと。

「早く避難を。北側のゲートならグリモノアの後続がいます、彼らの誘導に従ってください」

「……おれは」

　大男は雨に打たれたまま、𠮟られた子供よりも体を小さくしていた。

　脅おびえからくるものではないだろう。

「俺は、命を預かる立場にいた。それなのに……」

　歌うた貝がいカルタはそっと息を吐く。

　……『一隻目』の顚てん末まつを思い出せ、助けられなかった経験なんてカルタにもある。プライドをズタズタにされ、自分の全てを否定されて、それでも『無能』のどん底から歯を食いしばってもう一度這はい上あがるにはどうすべきかも。

　この人は、まだ復ふく讐しゆうに走らなくてもやり直せる。

　そうするしかなかった少年は、座り込んだ大男と目線の高さを合わせてはっきりと言った。

「俺は今、一人分の命を助けた。それは事実です」

「……、」

　パブリックモードから面の皮を一枚めくった、ように見せる。

「ならアンタはこれからの人生で三人の命を助ければ良い。世界最強なんか簡単に追い抜けます。そのためにはこんな所で死んでいられません。だから早く逃げるんだ、早くッ!!」

　背中を叩たたいて無理にでも急せかすと、大男は負傷した若者に肩を貸してコンテナの崩れたヤードを走っていく。途中で何度もこちらを振り返り、頭を下げながら。

　そっと寄り添ったアイネが、刀を手にしたまま彼らには届かない程度の小声で囁ささやいた。

「数の計算が合っていないのでは？」

「良いいんだよ、あれで」

　ネズミ講だって考え方次第だ。誰かが三人を救って、救われた三人がそれぞれまた三人を助けて、そんな事を繰り返していけば、きっとこのくそったれな世界だって少しはマシになるだろう。世界最強なんて個人が気張って力を振りかざすよりも。

　ずぶ濡ぬれの前髪を鬱陶しそうに片手でかき上げ、カルタはきびすを返す。

　アイネと二人で戦場と向き合う。いくつかコンテナの山は崩れていて見通しが悪いが、潮の香りは強い。新型学園船セカンドグリモノアまでは近い。

　カルタは胸の水晶花を指先で軽く弾はじくと、通信機能を使って指示を飛ばす。

「ＬＮＧパイプラインだ、何人か派遣して閉鎖状況を確認しろ！」

　がんごんっ、ガギン!!　という重たい音が連続していた。

　ナタレーナは制服の短いスカートの裾から透明な水滴を散らす格好で、両足のワイヤーを使って縦横無尽にコンテナやトラック、さらに水や空気まで『摑つかんで』振り回しているようだ。連続攻撃と言えば聞こえは良いいが、裏を返せば一発でトドメを刺せない事も意味している。

　本物の『脅威』。

　やはり、そう簡単には死んでくれない。

　そして死んだとしても、クリスタルビーチで見たデコイと同じ動きをする場合、撃破された残骸を取り込んでさらに強きよう靭じんな怪物へと膨らんでいく。もはや予想外くらいで驚いてなどいられるか。歌うた貝がいカルタは二度にわたる激戦を経て、どれだけ嘆いたって神様は都合良く自分を救ってなんかくれないと学ばされてきた。嫌というほど。望んでもいないのに。

　カルタは息を吸って吐き、覚悟を決める。

「ナタレーナ一人には任せておけない。お前の力を借りるぞ、アイネ」

「前置きはいりません、ご自由にどうぞ」
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　水晶魔法には世界最強の冠があった。

　それがたとえ、華きや奢しやな少女の形をしていても。

　まずは透き通る刀を持ったアイネを真まっ直すぐ突っ込ませた。こんなのはロシアンルーレットを何回も繰り返すのと一緒で、脚の生えたオタマジャクシ相手にいつまでも長期戦を続けるナタレーナはその一手一手が自分の死亡率を吊つり上あげている事実に気づいていない。

　今この瞬間生き残った事は、次の一瞬も生き残れる保証にはならない。長い銀髪の端から水滴を散らすアイネがわずかな時間を稼ぐ間に、物陰からカルタは胸の水晶花に話しかける。

「嚙かみつかれたら焼き切られるぞ、いったん遮蔽物の裏に引っ込めナタレーナ！」

『何を言っているんですか先輩、まだやれま……!!』

「例のオタマジャクシは一匹だけじゃない!!　囲まれるぞ!!」

　叫び返し、カルタは制服の懐ふところから改造軍用懐中電灯を抜いた。追加のアンプと強烈な赤外線を利用した目潰しは、生物の眼球はもちろん機械的なセンサーにも一定の効果がある。

（問題なのは、あのオタマジャクシ……『目』にあたるパーツがどこなのかはっきりしていないって事なんだが。ひとまず子供向けの生き物図鑑通りに試すので正解か？　……ひとまず、なんて雑な確度に命まで預けられるか？）

　別の通信が割り込んできた。

　クラスメイトの山やま根ねデイリと猫ねこ海うみヒロスケだ。

『よおカルタ、あの子こっちで助けちゃって良いか!?　一人で突出しやがって。鶏とりがらみてえなちんまりボディは趣味じゃねえが、正直危なっかしくて見てらんねえ!!』

『ふっひっひ、み、魅惑の中等部女子にイイトコ見せるチャンス』

　山やま根ねは少し離れたコンテナの山の根元、猫ねこ海うみは頂上から狙撃ポイントを探っているようだ。

　水晶魔法使いとしての個性やスペックに、騒ぎを聞きつけてこちらに集まりつつあるオタマジャクシ型の群れ。カルタは今ある戦力を頭の中で冷静に分析していく。下手に希望的観測なんかしたら、そこから綻びが生まれて死者が出る場面だ。

　できる事しか頼めない。

「分かったやまねん、とりあえずナタ……ジェーン＝イグニッションさんの腰にタックルしても良いから最前線から引き剝がせ！　たのｍ




　キュガッッッ!!!!!!　と。




　呼吸が、詰まった。

　いきなり不自然な緑の閃せん光こうが、浅い角度で斜め上から地面へ撃ち下ろす格好でコンテナヤードをぶち抜いた。金属でできたピラミッドの土台をまとめて貫通し、さらにアスファルトでできた地面をオレンジ色に溶かしていく。

　盾にしていた山やま根ねデイリの右腕が肩の所から千切れて飛んでいた。

　恐ろしいのは水晶魔法の『障壁』を正面からぶち抜いたその威力か、延長線上で流れ弾を浴びてもびくともしないカバ型の『脅威』か。

「やまねんっ!!」

（レー、ザー……ッ!?　セカンドグリモノアからか!!）

　距離は五〇〇メートルほど。

　もうここからでも特殊な三胴船の豪華客船は見て取れる。甲板上で二つ並んだ校舎の内、中等部側の屋上に何かが佇たたずんでいた。

　サイズは金属コンテナよりも大きい。

　たてがみとは別に、首回りから左右の後ろへ細長い円筒容器を複数大きく流している、漆黒のライオンだ。一番の特徴である円筒容器は、真空管かコンデンサのつもりか。ありえない事に、トビウオの胸ビレにも見える。

　あれが『スパークル』、その正体。

　翼のように大きく広げた胸ビレの先端から緑色に発光し、喉元へじんわりと得体の知れないエネルギーが集まっていく。四本の脚で人工の足場を強く踏み締めたライオンの大顎が、開く。

　喉の奥で、ネオンサインのような閃せん光こうが充塡されていた。

　ヤツは歌うた貝がいカルタを見据えていた。

「くそ!!」

　慌てて身を翻ひるがえして雨で濡ぬれた路面へ飛び込むのと、今まで遮蔽物に使っていた金属コンテナの山がまたもや貫通されるのは同時だった。オレンジ色に溶けた灼しやく熱ねつの飛沫しぶきを二、三滴浴びただけで、気絶しそうなほどの激痛に襲われる。銃弾に体を貫かれるのはこんな気分だろうか。あんな高出力のレーザー攻撃、胴体に直撃したら『修復』のチャンスもなく蒸発して即死だ。

　バキバキバキ!!　と焼やけ爛ただれた腕の皮膚が急速に尖とがった水晶で覆われていく。『修復』のプロセスに入ったが、今些さ細さいな衝撃でも入ったら傷口は砕けて二度と元には戻らない。

（人工降雨の攪かく乱らんもあんまり効いていないぞ……!!　早く蛇口を締めないと延々と撃ち込まれる。どうにかして安全にセカンドグリモノアまで近づく方法を考えないと!!）

　その時だった。

　少年の耳に、おかしなものが聞こえてきた。

「あっはっは」

　笑い声だった。

　それも片腕を焼き切られたはずのクラスメイトからだ。強がりでも錯乱したのでもない、本当に教室で耳にするような、ごくごく普通のありふれた笑い声だった。

　土砂降りの雨の中、彼は尖とがった水晶で覆われた右腕を気軽に振り回しながら、

「千切れちまった!!　やるじゃねえか『脅威』のヤツも。わっははは！　ここに電気のドリルとか火薬の杭くい打うち機きとかつけてみるのはどうよッ!!」

　ぞっと、カルタの背筋に嫌なものが這はい上あがる。

　成功の体験が裏目に出ているのでは。それは出撃前から感じていた印象だったが……。

（おかしい。こんなのおかしいよ、やまねん!!）

　ここが恐怖の上限だと思っていた。

　しかし物陰で奥歯を嚙かみ締しめるカルタの元へひらりとやってきたアイネが首を傾かしげ、頰に張り付いた長い髪も気に留とめずに、もっとおぞましい意見を並べてきた。

「皆、にえさまに憧れているのかもしれませんね」

「……あ？」

　ぱきん、と。

　三〇秒が経過して水晶が散らばり、皮膚が元通りになった事すら、カルタは忘れていた。

「痛みや恐怖を無視した自己破壊を前提とした最適化行動は、にえさま自身がクリスタルビーチで見せた行動アクシヨンに過ぎません。デコイの『脅威』を殲せん滅めつする際にその有用性は証明されています。にえさまの戦い方を見てきた他の生徒達が世界最強の動きを自前の戦術フローチャートに組み込むのは、そう難しい推測でもないのでは？」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　今度こそ、言葉がなかった。

（俺が……。この俺が、やまねん達を、こんな風にした……???）

　全身びしょ濡ぬれのまま傍かたわらに立つアイネがこちらの顔をちらりと見て、そして言った。

「各おの々おの自発的に行ったラーニングの結果です。スコアに不満があるようですが、戦術フローチャートの構築に際し、にえさまが気にされる必要はないのでは？」

「そんな訳があるか……」

　そして思い知らされる。世界最強の『天てん外がい四し神じん』は、ただ戦って勝てば良いという話ではない。どういう手順で勝ったかでも、歴史は動く。例えばもしも、相討ち前提の必殺技で世界の危機を救ったら？　カルタ達は満足して死ぬだけかもしれないが、後に残された人々はそれで学んでしまう。生贄を消費するのは極めて有効だと。それ以外にも選択肢なんて山ほどあるはずなのに、憧れで視野が狭まった人達は次々と同じ大技を繰り返す。大技を使わず安全に勝つための努力も放り出して。そんな時代を作ってしまう。

　のしかかる。

　目には見えない、世界最強という重圧が。

　歌うた貝がいカルタは首を横に振って、

「……今はナタレーナを下げるのが優先だ。安全を確保してからセカンドグリモノアに接近できるルートを探す。アイネ、何かアイデアは？」

「ひとまずナタレーナ嬢についてなら」

　アイネは水晶のような素材でできた刀を離れた場所からナタレーナへ突き付けた。

　より正確には、彼女が振り回していた金属コンテナの一つに。

　水晶少女の刀は十手のように枝分かれしていて、ミネ側にはレーザー狙撃用の短銃ユニットが取り付けてある。閃せん光こうの飛び道具でグラブバケットのワイヤーを焼き切ったのだ。

　いきなりバランスを崩せば、それだけでナタレーナの小さな体は残りのコンテナや無人搬送台車の重さに引っ張られて飛ばされていく。さながら、釣り上げられた魚のように。

「わあっ!?」

　両足が濡ぬれた地面から浮き、野球の遠投みたいにナタレーナが飛んできた。慌ててカルタが両腕を広げ一二歳の女の子をお姫様抱っこしようとしたが、勢いに負けて二人一緒に後ろへ吹っ飛ばされる。揉もみくちゃでごろごろと転がれば、大型トレーラーの裏だった。次の遮蔽物だ。

「にえさま」

　トレーラーの下を滑って抜けてきたアイネが、無表情なまま報告してきた。

「セカンドグリモノア屋上のライオン型『脅威』、暫定名称『スパークル』。アレが使う対空レーザーについて抜本的な攻略法が必要です。有効な策がないなら一度撤退するか、あるいは犠牲を前提とした物量でのゴリ押しを提案するしかありません」

「……、」

「ただし、同『脅威』は一度に一〇〇発以上の対地ミサイルを正確に迎撃しているため、後者は確度がかなり怪しいです。また『脅威』は『スパークル』単体ではないため、例えば他のオタマジャクシ型などに足止めされると死亡率が一気に跳ね上がります。実行しますか？」

　もう見える。

　たった五〇〇メートル。それこそ『普通の水晶魔法』を使えるナタレーナや山やま根ねデイリ達に『飛行』を頼めば、全速力で一秒とかからない。

　それでも。

　それは死した『一隻目』のため今『二隻目』の生徒達の命を犠牲にしろと迫るのと同義だ。

　ぎゅっと腕の中のナタレーナを強く抱き締め、濡ぬれた制服の奥から滲にじむ体温を確認する。

　そこに確かに存在する、命を。

　被害だってもう出ている。『スパークル』の対空レーザーで右腕を根元から吹き飛ばされた山やま根ねデイリは、あまりの高温で傷口が瞬時に焼け焦げたからこそ出血を抑え込み、即死せずに済んだ。つまりたまたま。レールガンやコイルガンだったら出血多量で全身水晶化したはずだ。

　手を伸ばせば届く宝船か、懐ふところに抱えている仲間の命か。

　ここが分かれ道だった。

（ちくしょう……ッ!!）

　思い描け。

　春先にグリモノアへやってきた時、まだ平和だった頃、どんな最強になりたかった？　ここを見失ったら行き着く先はアナスタシア＝ブラストら『難なん問もん排はい除じよ』と一緒だ。

　ボン!!　という炎が酸素を吸い込む不気味な音があった。

　ここからは遠いが、どうやら原油か液化天然ガスか、燃料関係の巨大なタンクが攻撃されたらしい。作業員達は大規模な火災を避けるため巨大なパイプラインの緊急閉鎖を急いでいたようだが、大元のタンク自体が破壊されてしまえば手の施しようがない。オレンジの炎に黒い煙。火災は陸の施設ではなく、むしろ本来なら燃えないはずの海に向かって広がっていく。

「良かったですね」

　同じ物陰にいるアイネが信じられない事を言った。

　ただし、何の理論もない訳ではないらしい。

「燃焼する事で消費されれば市街地へ気化した燃料が流れる心配はありません。漏出ポイントの閉鎖完了前に鎮火するとかえって市街地の壊滅に繫つながりかねませんのでご注意を」

　市街地は無事だが、炎と煙は無人の港へ広がってこちらに迫ってきそうだ。

　時間はない。カルタは両目を閉じて深呼吸する。

『天てん外がい四し神じん』の一角は決断した。

　間近で雨に打たれる後輩の両肩を摑つかみ、目線の高さを合わせて言う。

「……いいか、ナタレーナ。今から人員を再編成する」

　人間側の都合だけで戦いはやめられない。『脅威』はこちらの事情なんて理解しない。

　その上で、だ。

「一度神戸港から撤退して、生のデータと経験を表参道さん達の元まで持ち帰る。『スパークル』の対空レーザーの攻略法はそれからだ。安全にみんなを撤退させるためにはしんがりの部隊を編成する必要があるんだ、一緒に戦ってくれるか？」

「でっ、でも炎が一面の海に広がったら、ええと、私達の船が……!?」

「木でできた帆船じゃないんだ、海面が燃えた程度で最新鋭の船の外殻が焼け落ちる事はないよ。船の火災は屋内設備の焼損が大半であって、外から焼ける展開はほぼない」

「けど……」

　びしょ濡ぬれになっている事も忘れてナタレーナ＝ブラストは両目を限界まで見開いているようだが、ここだけは譲れない。『脅威』の対空レーザーは予想以上のスペックだった。正面からのゴリ押しではセカンドグリモノアに乗り込めない。

（それに、やまねん達の様子もおかしかった。もちろん今はこっちが手をこまねいているけど、あんな調子じゃあ勝てるはずの戦いでだって普通に命を落とす！）

　……あるいは損害を気にせず魔法の空爆を繰り返せば学園船ごと沈められるかもしれない。光や炎はレーザーでは撃ち落とせないのだし。ただ、海に没した程度で『脅威』が死亡するかは未知数。しかもその方法だと、水晶像となったゲキハ達はほぼ確実に粉々となる。

（お前は一体どっちが大切なんだ。ナタレーナ達と、ゲキハ達と……）

　歌うた貝がいカルタは、一瞬でもこのくそったれな天てん秤びんを思い浮かべた自分が嫌になる。

　欲を抑えろ。

　勝つ事に執着するな、最優先は生き残る事だ。

「……アイネもそれで良いいな？」

「構いません、にえさまのお好きなように。ただし地上のマスコミはともかく軍事衛星は誤魔化せません。世界最強が尻尾を巻いて撤退する事での社会的影響は考慮されていますか？」

「分かってる。期待させたのは俺だ、だから俺が叩たたかれれば良い」

　せんぱいっ、とナタレーナが非難するような声を掛けてきたが、カルタの意志は固かった。一挙手一投足が全世界へ影響を及ぼす。それはクラスメイトの山やま根ねデイリでも見てきた。

　示せ。自分が思い描く最強を。

　たった一回負けた程度で折れて破れかぶれになるのが、歌うた貝がいカルタの目指す最強か？

「形のないアクシデントに脅おびえて本当に命を落としてしまったら、その時こそ取り返しがつかなくなる。最強が負けられないっていうなら一層命は大事に扱わなくちゃいけないんだ。今は国際的非難なんてテレビニュースの話は脇に置いて構わない」

「了解しました。熟考の上での冷静な選択というのであれば、アイネは従うのみです」

　五〇〇メートル先の屋根で、黒いライオンの首回りからトビウオの胸ビレのように左右へ広げたコンデンサ群が、再び緑色に発光した。エネルギーが一点に集まり、喉奥に充塡される。

　ガカァッ!!　と。

『スパークル』から放たれた一直線の破壊は、しかしカルタ達水晶魔法使いを狙ったものではなかった。コンクリートの岸壁と豪華客船の間にある、わずかな隙間。セカンドグリモノアを繫つないでいた係留ロープや錨いかりの鎖をまとめて切断していく。

　あれだけの『脅威』であっても、環境汚染は気になるのか。

　支えを失ったセカンドグリモノアが大きな波に揺さぶられ、ゆっくりと岸から離れていく。

　歯は嚙がみして、歌うた貝がいカルタは搾り出すように呟つぶやいた。

　世界最強のくせに負けを認める事ができる強さを併せ持つのは、『仰ぎよう神しん魔ま法ほう』相手に一度徹底的にボロ負けした経験があるからか。

「撤退だ」
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　最前線より約三〇キロ南方、フロート統合空港。

　厳密には、そのフライトアテンダント用のロッカールームである。

「んっ、く……」

　雨あま脚あしマリカは押さえ込もうとしていた嬌きよう声せいが鼻から抜けていくのを確かに感じていた。全身を外から締め付けられる感触を確かめつつ、最後の気合いを入れる。

「んんーうっっっ!!!!!!」

「はいはい思春期男子をドキドキさせる吐息はその辺りにしておきなさい。ほらできた」

　大人っぽいクラスメイトの橋はし先ざきタヨリの手も借りて、最後の難関を越える。一ミリ以下の特殊な合成繊維を一気に肩の上まで引っ張り上げた。

　大きな鏡に自分の体を映し出して、マリカはちょっと顔を赤くしていた。

　首から上を除いて、手足の先から胴体まで均一な防水保温繊維でぴっちりと覆われていた。最新鋭のサイレントダイバースーツとの話だが、胸やお尻の起伏はもちろん鎖骨やおへそまではっきりと浮かび上がってしまっている。

　マリカは自分の体をひねって背中側を鏡に映しつつ、

「ひゃーっ……。予想はしていたんだけど、思ったより出るなあ、ボディラインが」

[image: ]

「いっつもハダカでぐーすか寝てるくせに、慣れないコスは気になんのね。それよりマリカ、そっち終わったんなら今度は私の方手伝って」

「はいよーイミ」

　最新だか何だか知らないが、一人で着脱できないほどぱっつんぱっつんなのはどうなんだろう、とマリカは思う。とにかく両足だけ自力で布に通した松まつ田だイミの左右にタヨリと立ち、二人掛かりで無理矢理薄布を引っ張り上げて肩の上まで持っていく。感覚的には床に固定した分厚いゴムの板と格闘しているのに近い。

「痛い痛い痛い痛い!!」

「がまんっ」

「なんか、なんかこれ、おっぱいのトコ挟んでね!?　痛いって！　こ、こすれるー」

「気のせいよ。内側に引っかかるようなパーツはないはずだし」

　ばちんっ、という鈍い音と共に着替えが終わる。

　すでに一番乗りでサイレントダイバースーツに着替えていたタヨリは涼しい顔で、

「後はボンベと手荷物？」

「うー、ほんとに大丈夫かしらこれ。ちょっと足を広げたらお股の所がビリッと破れるなんて事にはならないわよね……」

「気になるならテストしてみれば。ほらマリカ、柔軟体操とかで」

　それもそうだ。マリカは橋はし先ざきタヨリに体を支えてもらいながら慎重に体を動かす。設計上問題ない事は分かっていても、やっぱり実感がないと怖いものは怖いのだ。

「それじゃあマリカ、まずは普通に腰を下ろして」

「はーい」

　正面のタヨリがマリカの両肩に優しく手を乗せてくる。二人揃そろって膝を曲げ、腰を落としていく形になった。

「床にお尻をつけたら膝を曲げたまま、左右の足をゆっくりと開いていきます」

「んっ、こんな感じかしら……？」

「それじゃあＭ字のまま後ろにころんとひっくり返ってお尻を高く上げれば、恥ずかしＡＶポーズの出来上がりー」

「ぶっっっ!!!???　おいこらタヨリ!!」

「ほら、破れないでしょ？」

　顔を真っ赤にしたままジタバタ暴れる（逆さになった）マリカの瞳を覗のぞき込こんで、両足を押さえ込んだままタヨリが妖しく笑っていた。

　そのすぐ近くでは、なんか松まつ田だイミが内股でもじもじしている。

「あー、うー」

「なに、思ったより締め付けがきつくてクセになりそうとか？　自転車のサドル的な」

「そうじゃなくて、ううっ、やっぱダメだ。緊張しすぎてお股がきゅんきゅんするっ。マリカ、タヨリ、これいったん脱がして！　おてあらいー……」

「面めん倒どう臭くせえなさっき着せたばっかりじゃん!!」

　年頃の娘さんをハダカに剝むきながらマリカが叫んでいた。素すっ裸ぱだかのままいったん戦線離脱していく松まつ田だイミだが、これ、実は戦闘機のパイロットや宇宙飛行士なども未いまだに完全解決はできない問題でもあった。任務待機中はできるだけ水分を取らない、というおねしょに脅おびえる小さな子供と同レベルの対症療法くらいしか策はない。

（（これから冷たい水中ミッションだし、体調管理には気をつけよう……））

　友の帰還を待ちながら、ガラスよりも繊細な思春期女子達は心の中だけで呟つぶやいていた。

　そう。

　マリカは分厚いゴーグルを摑つかみ、空いた手で胸に挿した水晶花を指先で弾はじくと、

「それじゃあ表おもて参さん道どうさん、私達はそろそろ行きます」

『了解。いったん海に入ったら、同じチームでの近接通信以外は控えてね。水晶花にせよスマホにせよ、こういう長距離通信はキホンＮＧで』

「……ほんとに『脅威』の連中が傍受なんかしていると思います？　水晶花の通信って、研究所レベルの量子コンピュータでも解析できないんでしょ。ていうか、そもそも暗号とか通信とかって言葉を知っているかどうかも怪しいもんですけど」

『確定がないならネガティブに予測するのが生き残るキホンよ？　一応、監視報告には上がっているのよね、テレビのアンテナみたいなロッドをわさわさ動かすウニみたいな「脅威」。それから……』

「それから？」

『……これは未確認ジンクスレベルの話だけど、常に操縦用の通信電波をバンバン飛ばす無人偵察機と一切カットした有人高高度偵察機だと、電波を切った偵察機の方が「長持ち」するそうよ。例のライオン型、「スパークル」の対空レーザーで狙われる頻度がある程度変わるみたい。高度、速度、材質、サイズや形状。何から何まで違うから一概に電波のせいとも確約できないけど』

　長持ち。

　結局は無人も有人も最後には撃墜されてしまったのだろう。改めてここが決まった攻略法の存在しない、プロの『隊』でもさじを投げる泥沼の戦場なのだと思い知らされる。一般レベルには浸透していないだけで、神こう戸べ港こうは終末の地だ。

　キョウカは世間話みたいな感覚でさらに続けた。

『余談だけど、地上から切り込んだカルタ君達は思ったよりも苦戦しているそうよ。一度引き上げて生のデータと経験を持ち帰るって』

「何やってんだか……」

『ある程度は予想していたでしょ。本命はあなた達の水中ルートよ、頑張ってちょうだい』

　照れ笑いと共に素すっ裸ぱだかで帰ってきた松まつ田だイミに再び面倒なぴっちりスーツを着せながら、ギャル系の橋はし先ざきタヨリは小さく呟つぶやいた。

「誰にでも同じ事を言いそうな女よね、あの生徒会長」

「そう？　意外と根っこはウブっぽいんだけどな……」

　タヨリとマリカで意見が割れたが、大した問題にはならない。

　三人娘は地上で持つにはひたすら重たい金属製のボンベを背負って手荷物の防水バッグを摑つかむと、屋内から出る。全身を特殊なスーツで覆っていても、雨に打たれる不快な感覚はなくならなかった。そのまま平べったいメガフロートの上を歩いて横断し、直線的な縁まで向かう。

　大きなゴーグルをつけた松まつ田だイミが下を覗のぞき込こんで、

「わあー、意外と高さあるね。三メートルくらい？」

「ほらおしゃべりしている暇で飛び込む」

「うわ人のお尻を押すなタヨリ……ぎゃあーッ!?」

　掌てのひらで（背中のボンベを避けて）臀でん部ぶを押されたイミがまず海に落ちて、それからマリカとタヨリがフロートの端から立ったまま足の先からオレンジ色に染まった水面へ飛び込んでいく。

　最新のサイレントダイバースーツ。

　水温も水圧も気にならず、表面の微細な凹凸によって水を切り裂く際の雑音を可能な限り最小まで抑え込む水中装備……らしいのだが、果たして恩恵はどこまで得られるのやら。

『ぐのー、息を吐くたび結構ごぼごぼ鳴ってるじゃん。これで正解？』

『文句言わないのイミ。海底の光ファイバーケーブルを辿たどって神こう戸べ港こうを目指すわよ』

『予定通り、とはいかないのが問題だけどね。カルタのヤツ、もうちょい陽動役として派手に注意を引きつけておいてほしかったんだけどなあ……』

　胸の水晶花の近接通信で話をしながら、マリカ達は海底すれすれで移動を始める。フロート統合空港から神こう戸べ港こうまでは、陸路を無視した最短距離でも北へ三〇キロ。普通に遠泳なんかしたらフルマラソン以上にスタミナを削られ、現場に到着した頃には戦う気力もなくなってしまう。となると当然ながら全身を水晶装甲で包み、『飛行』の恩恵を使う必要が出てくる訳だ。

　そう、水晶魔法は水中でも使える。

　もちろんイレギュラーな応用技なので、気をつけないといけない点がいくつかあるのだが。

『励起。……イミ、タヨリ。あまり速度を出し過ぎないでよ。水の抵抗は結構大きい、あんまり速くしすぎると自分の体を押し潰す羽目になるわ』

『ゴーグルにマウスピースに……。口に咥くわえたままだとおっかないよね、歯の話とか』

『本当はボンベも危ないのだけれど、背に腹は代えられないのよね……。この水の壁で「プリセット」の「障壁」が誤作動を起こしたら、手荷物は三六〇度全方向に弾はじき飛とばされるわよ』

　という訳だった。しかしせっかくのサイレントダイバースーツも、水晶装甲の突起だらけになってしまえばあまり意味はないだろう。

　そしてもちろん、ある程度の慎重さも必要になってくる。金属由来自律発祥高次生体戦闘兵器、通称『脅威』。生命なのか機械なのかも判別できない存在だ。仮に酸素がいらないか、えら呼吸でもするのなら普通に水中で活動していてもおかしくはない。

　現実に、

『……注意』

　海の中を進みながら、マリカが静かに呟つぶやいた。

　何か大きな塊がある。海水の中を漂っているのは、黒い金属でできた半球状の傘だった。あるいはクラゲのつもりなのだろうか。海底に太い鎖で繫つながれ、髪の毛より細くて長い触手を自じ儘ままに流す二メートル大の塊は、意志を持つ捕食者よりも海の交通を妨げる機雷の方が近い。

　オレンジ色の海で右に左にゆっくり揺れるクラゲ型は一つではない。手前から遠くへ視線を投げると、あちこちで夜の高層ビルみたいな赤い光がじんわりと明滅しているのが分かる。

『……機雷？　赤い光はあるけど、目がついている訳じゃなさそうね』

『どうして分かんの、タヨリ？』

『もしレンズで捕捉されていたら、とっくの昔に四方八方から群がられているからよ。ねえイミ、「脅威」に人間を見逃す理由がある？　それも今回の「本物」は、どういう訳か明らかにセカンドグリモノアを狙って襲っているのよ。つまり水晶魔法の価値が分かっている』

　長い長い触手だけ触れないよう気をつけて、マリカ達は海底近くを泳いで黒いクラゲ達をやり過ごす。幸い、いきなり大きな口を開いたり爆発したりといった大惨事にはならない。

　イミは何度か後ろを振り返りながら、

『あれって呼び方どうする？　発見者が決めちゃって良いパターン???』

『長距離通信なんかで生徒会長に聞かないでよ、即バレで「脅威」に囲まれるから』

　ただマリカとしては、回避に成功しても素直に喜んでばかりもいられない。

『神こう戸べ港こうだけじゃないわ。海の方が広範囲に散らばっているじゃない。「脅威」のヤツ、どこまで汚染を広げているのやら……』

『すでに日本列島が丸ごと囲まれていました、なんて展開でない事を祈るしかないわね』

　アンニュイなタヨリの言葉を笑えない辺り、状況はいよいよどん詰まりだ。

　そもそもセカンドグリモノアが襲撃を受けた時も、『脅威』は海の底からやってきたという。やはり油断はできそうになかった。

　自分の速度と水の抵抗の板挟みになって押し潰されないよう低速で調整しながらも、マリカ達は海底光ファイバーケーブルを伝って神こう戸べ港こうの近くまでやってきた。それでも抵抗の強い海の中を三〇キロ進むのに四五分もかかっていない。

　港湾部の底にはクラゲの他にもおかしなものがいくつかあった。

　海底に巨大な赤い花が咲いていた。

『何あれ？　ウニ……じゃないよね。もっと柔らかそう』

『イソギンチャクじゃないかしら』

　松まつ田だイミや橋はし先ざきタヨリがそんな風に呟つぶやいていた。

　小さなものでも直径一〇メートル、大きなものだと直径一〇〇メートルを超える、触手でできた群れだ。まるでひまわりの花みたいに、円形に大きく広がっている。とても金属とは思えないほど柔らかく触手を伸縮させ、海から落ちてきた同族の『脅威』を包み込んでいく。

（何なの、あのぷるぷる。硬い金属なのに液状……？　いいや、ビーズクッションみたいに硬くて小さな粒の集まりなのかしら）

　多くのイソギンチャクは赤く発光していたが、中には緑色の光を放つものもあった。そちらでは触手の花が大きく開いて、今まで包み込んでいたオタマジャクシ型の『脅威』を水面へ送り出している。あれだけでトレーラーみたいなサイズだった。

　イミが分厚いゴーグルの奥で両目をまん丸にしていた。

『なんかぶすぶす刺してるね』

　赤い光から緑の光へ。

　意味のある連想ではないかもしれない。だけどマリカはとっさに呟つぶやいていた。

『……こいつら、もしかして充電でもしてんの???』

『あちこち脈打っているようだし……でも、ただの液体輸送にしてはガコガコ音がうるさいのよね。ゼリーかブロックか、とにかく固体かもしれないわ。燃料か栄養なのかについては、「本物の脅威」の正確なメカニズムが未知数な以上は何とも言えないけど、何かしらの動力源の確保って考えて間違いはないんじゃない？』

　海底の補給スタンドを破壊すれば『脅威』側に打撃を与えられるかもしれないが、マリカは思おもい留とどまった。今までのクラゲ型やイソギンチャク型と違い、陸上でも活動する個体は普通に目や耳があるはずだ。海水の中は視界が悪いと言っても、下手に近づけばバレて戦闘になる。しかも補給スタンド自体、この広い海にいくつあるか詳細なデータがない。実はそこらじゅうにびっしりあります、だったら目に見える範囲だけ破壊しても『脅威』全体を足止めできない。

　無理に露見のリスクを冒しても、効果の保証がない。

　それなら事前の計画を崩してまで挑戦する意味はない。

　マリカは誘惑めいた未練を振り切るため、海中で首を横に振ってから、

『……行くわよ、イミ、タヨリ。私達の狙いはそっちじゃない』

『了解』

　赤と緑の光でイソギンチャク型の補給スタンドが他の『脅威』を抱えているかは大体分かる。水面を行き来する別の『脅威』とかち合わないよう気をつけ、マリカ達は上を目指した。

　音もなく、ゆっくりとオレンジ色の海面に顔を出す。

「ぷはっ」

　磯いそ臭くさい水滴を前髪から垂らしながら松まつ田だイミがゴーグルを額に上げ、ボンベのマウスピースから口を離して、

「ただいま、セカンドグリモノア。寮の部屋にはスマホの契約書が残ったままなんだから、勝手に締め出しとかやめてよね。トラブッた時に使う暗証番号なんかもう忘れてるっての」

　目の前に巨大な壁がそびえていた。

　積層素材でできた壁の傾斜は九〇度以上で、こちらに向けて反り返っている。言わずもがな、特殊な三胴構造の新型学園船セカンドグリモノア、その外側にある側壁だ。

　橋はし先ざきタヨリは目の前の目標より遠くへ視線をやる。黒々とした煙が自己主張していた。

「この船、ちょっと流れているようね。港から離れているわ」

「港近くの海の上は石油火災の真っただ中でしょ。離れてもらって助かったわ」

　マリカは水面から頭上を見上げた。どうせ上は大小無数の『脅威』がうじゃうじゃだ。『飛行』で飛び上がる訳にはいかないが、くるくるツインテールが確かめたいのはそこではない。

「……レーザーは？」

「『スパークル』が平べったい屋上に陣取っているなら、意識的に覗のぞき込こまない限り角度的に真下のこっちは見えないんじゃね？　対空用なら足元より遠くを警戒してそうだし」

　迂う闊かつに空中へ上がると『脅威』に見つかってしまう。

　マリカは再びマウスピースを咥くわえると、身振りで指し示した。下だ。

　水晶花の近接通信で補足を添えておく。

『水の中を自由に移動できるなら、下から潜りましょ。そっちの方が見つかりにくい』

『えっ？　水面より下に出入り口なんかあるの？　穴があったら沈んじゃわない???』

『イミ、ここまででっかい船なら後ろにある舵かじとスクリューだけで動かしている訳じゃないわ。必ずサイドスラスターがあるはずよ』

　サイドスラスターは船の側面の穴から左右外側に向けて海水を押し出すために埋め込まれたスクリューだ。港から離れる時に使ったり、前方の右側、後方の左側と左右チグハグに水流を作る事でターンテーブルのようにその場で回転するのに利用したりする。

　動きを止めたスクリューはマリカの背丈の倍以上ある。

　酸素ボンベに頼ってトンネル内部へ潜り込み、分厚い金属でできた圧縮ポンプの二重点検口から船内に潜り込む。感覚的にはマンホールの蓋でも開けて道路に這はい出でるような気分だ。

「ぷはっ！　さいっ、あく!!」

　マリカはマウスピースを口から離してゴーグルを上げ、ぶるぶると頭を左右に振る。

　水の支えがなくなった事で分厚いボンベの重さが存在感を増す。

　髪の方も気になった。磯いその匂いがきつい海水は思ったよりもべたつく。

　金属のパイプや階段、得体の知れない機械の数々。当然ながら窓はない。学校より工場に近い風景だった。甲板より上か下かで新型学園船セカンドグリモノアの風景は大きく変わる。

　マリカにとってはいつも通う学校であり自宅扱いの学生寮もあるホームグラウンドだが、『帰ってきた』という安あん堵ど感かんはない。心臓をキリキリと締め付ける重圧は、あるいは猛吹雪のクリスタルビーチ以上だった。ここは『本物の脅威』がひしめく規格外の戦場だ。言葉は通じない、戦争条約もない。行き止まりに追い詰められて両手を挙げたところで寄ってたかっての嬲なぶり殺ごろしにされるだけ。緊張感がまるで違う。

　さて、マリカ達はどうしてそこまでの危険を冒してまで少数で敵地へ忍び込んだのか。

　実は答えはもう言っている。

　片手で濡ぬれた前髪をかき上げるとマリカは重苦しい天井を見上げて、

「例の対空レーザーは屋上よね。今もあそこから動いていないと良いいんだけど……」

「『スパークル』はこっちを見てない」

「念のため、校舎の中から上を目指しましょう。『スパークル』さえ不意打ち一発で倒せば、正面からのゴリ押しが通じるようになる。学校復帰までもうすぐよ、道筋は見えているわ」

　当然ながら、その不意打ちが成功する前に『脅威』側に見つかってしまえばご破算だ。緑色に輝くレーザーの威力と精度は骨身に沁しみている。あれだけは、最初の一発すら許さずに死角から近づいて初撃で仕留めてしまいたい。

　上は中等部校舎だ。

　ギャル系の橋はし先ざきタヨリはくびれた腰に片手をやって、

「セオリー通り階段？」

「逆にフツーの順路は全部見張りに潰されているでしょ」

『脅威』が何のためにセカンドグリモノアを襲い、そして沈めもしないで占拠したのか、その理由は未いまだに不明だ。が、内部にもいくらか『脅威』がいるのは確実だ。

　もそり、と。

　遠く離れた隔壁の辺りで、何か大きな丸いものがゆっくりと転がっていた。

「しっ！」

　松まつ田だイミがとっさに胸の水晶花に手をやろうとしたところで、マリカが横から慌てて細い手首を摑つかんだ。そのまま物陰に引っ張り込む。タヨリは別の機材の裏に滑り込んだ。

　友人を抱き寄せつつ、改めてこっそり確認する。そいつは球体に近い体の全体から、テレビのアンテナみたいなものが四方八方に飛び出していた。その一つ一つが独立して蠢うごめき、自分の体を押しているようだった。サイズは棘とげの先まで入れて全体で二メートルくらいか。

　あれは……パイプウニ、だろうか？

　南の海にいる熱帯魚やサンゴ礁の生き物は、『一隻目』では良く見てきた。

　もちろんそういう形をしているだけで、実際の生態は無視しているようだが。

『本物』の実力は未知数だ。巨体で押し潰すのか、槍やりのような棘とげを撃ち出してくるのか、あるいは目に見えない電磁波で丸焼きか、攻撃手段さえ不明。また、たとえ倒したとしてもそれがきっかけでどれだけ『脅威』が押し寄せるか。今戦っても得する事は一個もないのだ。

「むぎゅう。マリカおっぱい大きい……」

「……悪かったわね」

「ていうかナニあれ？　空港の方で話題になってたウニっぽいヤツ???」

　人様の胸で溺れておきながらまんざらでもない感じの松まつ田だイミは首をひねって、

「あれ、オタマジャクシとかライオンなんかと比べると小ちっちゃいよね……。ここサブっつっても機関室でしょ、私達は本丸の心臓部に潜り込んだっていうのにさ」

「あまり巨大過ぎても船の中を行き来できないのではないかしら」

　橋はし先ざきタヨリの返答を耳にしながら、マリカは改めて尖とがった水晶の装甲をこっそり広げる。

　もちろん戦うためではない。

　水晶魔法なら『飛行』が使える。太いパイプを盾にする格好でマリカはひらりと床から舞い上がり、天井近くにあった非常用の排煙口に潜り込む。地図や図面の通りに進む必要なんかない。屋内では『スパークル』の高出力レーザーで撃ち落とされる心配もない。

「ちょっとマリカっ、ここどうやって入ったの？　引っかかる」

「装甲はしまいなさいよ。いちいち励起するのメンド臭くさいのは分かるけど」

　普段は使わない、火災時だけの排煙口だ。中は奇麗なものだった。この分なら甲板より上……校舎や学生寮に向かうのも難しくあるまい。

　が、

「ええいっ、スーツが肌に張り付く。ボンベもゴーグルもみんな邪魔っ！」

　今さら当たり前の事に気づいて舌打ちするマリカだが、この狭い排煙口の中では着替えなんかできない。甲板より上のエリアまで上がるといったん天井の金網を外し、廊下を覗のぞき込こむ。

　息が詰まるようだった。

　ここはもう中等部校舎。そして船に入った瞬間よりも、遅れて今になってマリカの指先からぞわぞわとした恐怖心が忍び寄ってくる。ぬめぬめで覆われているばかりか、得体の知れない小さな虫がびっしり張り付いている排水口に手を突っ込めと強要されているような気分だ。

　やけに暗い。

　窓一面に大量の『脅威』が張り付いているから……だけではなさそうだ。何か外側に接着剤で鉄板みたいなものが貼り付けてある。もの自体はセカンドグリモノアの補修材や甲板上の設備でも毟むしり取とったらしい。向こうから、ガリガリという爪で引っかくような音が響く。

「これって巣作り？　ミノムシ型でもいるのかしら……？」

（なまじ生活感があるのがいけないんだわ……）

　天井から逆さになったままマリカはそんな風に思った。見も知らない夜の森なら普通に遭難だが、昼も世話になった深夜の病院や遊園地なら肝試しになってしまう。それと一緒だ。

　学校が、別の顔を見せている。

　ごくりと喉を鳴らすマリカだが、まだ恐怖は喉元より下だ。

　由来不明の自殺の名所などとは違ってこれは晴らす事のできる闇だ。マリカは無理にでも強く思う。『脅威』さえ取り除けばセカンドグリモノアは帰ってくるのだから。原因さえ分かっていれば、どちらに向かって走れば良いかも見えてくる。少なくとも空回りはない。

　そうなると、だ。

（ふむ）

　やはり、教室の方も窓一面がスクラップで埋まっていた。その外側でガサゴソという音の塊がある。ガラスを埋めているのは装甲目的ではなく、大小無数の『脅威』のための足場なのか。

「お着替えチャンス……」

「あれで？　マリカ基準がおかしくなってるよ。寝袋と同じ大きさの空間なんだから死体安置所の冷凍庫の中でもぐっすり眠れるよねっていうか……っ」

　松まつ田だイミが目を剝むいたが、ここは敵地だ。完全な安全地帯なんかない。窓を塞ぐ板の一枚であっても、こちらの体が隠れられればそこは『安全』とみなす。逆に強固で不自然なシェルターなんか造ったら悪目立ちして包囲されてしまう。

　まずマリカが天井から廊下に下りて、両足をジタバタさせるイミを下から支えてやる。

　空き教室にお邪魔すると、マリカは音を立てないよう背負ったボンベをゆっくりと下ろして防水バッグの手荷物からいつもの制服を引っ張り出した。水中行動には便利なサイレントダイバースーツだが、船に上がってしまえば戦闘の足を引っ張る邪魔物でしかない。直近では『脅威』側に『床の不自然な水滴を疑問に思い、確かめてみる』程度の知性があった場合、一筆書きで追跡されてしまう。マリカ達は用済みのスーツを丸めてバッグにしまうと、ボンベやゴーグルと一緒に壁沿いにいくつか並んでいる縦長の掃除用具入れに突っ込んでおいた。

　流石さすがにド派手な音を鳴らすドライヤーまで使う度胸はないが、海水でべたつく髪をタオルで拭うだけでも大分違った。マリカは慣れた手つきでネクタイを締めながら、

「……この空き教室、全員でマーキングしておいて。最悪、ヘマして撤退する時には装備を回収する必要が出てくるわ」

「できれば考えたくない展開だけれどね」

　恐怖に吞のまれないよう無理して繰り返す軽口だったが、応じる声が一つ足りなかった。

　マリカ達は怪け訝げんな顔で振り返って、

「イミ？」

「……、」

　名前を呼んでも返事がない。

　着替えすら終わっていなかった。前髪からぽたぽたと磯いそ臭くさい水滴を垂らし、ファスナーも上げずに短いスカートを半はん端ぱに腰へ引っ掛けた松まつ田だイミがじっと何かを見ている。教室の中ではない、引き戸の隙間から見える廊下の方だ。

　何か。

　しなやかな手が、出入り口の隙間からひらひらと手招きしていた。

　そして視線を嫌うように、引っ込む。

「ちょっと、イミ!?」

　下着も柔肌も隠しもしないで、あられもない格好のままふらふらと教室の外へ向かう松まつ田だイミ。おかしい、何か変だ。とにかく肩を摑つかんで引きずってでも食い止めようとするマリカとタヨリが教室の外へ飛び出した時だった。

　出会い頭だった。

　裸の少女と目が合ったのだ。

　風もないのに青くて長い髪をなびかせる年下の少女。眩まばゆい肌は艶なまめかしいというより痛々しさの方が際きわ立だつほどだったが、やはり変だ。今この船は『脅威』側に占拠されていて、少なくとも船に潜り込んだ人間はマリカ達三人だけのはずだ。

　ならアレが何であれ、人間というカテゴリには収まらないと判断すべきだった。

　例えばチョウチンアンコウの発光器官のような、疑似餌として働く何かだと。実際に青い髪の少女の足はまるで幽霊。両足首がなく、蛇のように細く長く伸びて廊下の床に繫つながっている。

　青い髪の少女に見える何かは、最後までくすくすと笑みの形を作っていた。

　後悔する暇もなかった。

（しま……）




　ぐぁばッッッ!!!!!!　と。

　壁が、床が、天井が。あらゆる景色が擬態を解いて全方向からイソギンチャクの触手が花開く。テリトリーの中心まで誘われた獲物達へと一斉に喰くらいついていく。
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　一つの状況に対し、二重三重に作戦を重ねている事は知っていた。

　カルタが苦渋ながらも迷わず撤退を選べたのも、『保険』の存在に薄々気づいていたからだ。

　ただし、

「……音信不通？」

　誰もいない空港の管制塔だった。

　どうやらここが臨時の生徒会室という事になるらしい。とはいえ、人払いしているため生徒会長の表おもて参さん道どうキョウカ以外は誰もいないが。

　今は、最強同士の話し合いの時間だ。

　セカンドグリモノアの漂流に合わせて海へ引き返していった『脅威』達が神こう戸べ市し街がい地ちにはやってこないのを確認してから撤退を完了させたカルタは、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいていた。

　すでに時間帯は、夕方から夜に変わっていた。

　それでも海の色は、不気味な黒にはならない。フロート統合空港から神こう戸べ港こうまでは約三〇キロあるが、水平線の向こうがぼんやりとしたオレンジ色の光で埋まっているのが見て取れた。不自然な光は、海に広がった原油が燃えているからだ。

　一方、車椅子の生徒会長・表おもて参さん道どうキョウカはそっと息を吐いた。

　認めた。

「テレビのアンテナみたいなのをびっしり生やした変なウニもいるようだし、元々、『脅威』側から行動を察知されないよう無線の連絡は取らないように言い含めていたんだけどね。それでも定時で夜空へ投げてもらう予定だった赤外線を、衛星がいつまで経たってもキャッチしない。海上火災による黒煙に遮られているって可能性もあるけど……」

　確定がなければ予測はネガティブに修正する。キョウカの鉄則だ。

　生き残るために。

「マリカさんと志願者二名の生死は不明、楽観はできないと見るべきでしょうね」

「あっちが本命だった」

「そうよ」

「陽動が頑張ればリスクを減らせるって話だったでしょう!?　アンタ……。アンタ、人には協力者を集める時はきちんと監督できるならって釘くぎを刺しておいて、自分は……!!」

「にえさま」

　隣に立っていたアイネが、命令もしていないのに口を挟んできた。

　彼女は無表情なまま、

「キョウカ嬢を非難しても状況が好転する訳ではありません。後方支援の彼女に前線の戦況を直接コントロールする術もありません。少なくとも机上の作戦自体に無理はなかったはずです。現場で起きた事は、現場で動いた者が責任を負うべきでしょう」

「っ」

　つまりリスクを承知で作戦を吞のんだ水中ルートのマリカ達と、陽動に失敗して早期撤退を決めざるを得なくなった陸上ルートのカルタ達だ。

　キョウカはうっすらと微笑ほほえんで、

「……もっと怒ってくれて構わないのよ？」

「いえ、すみません。俺の力不足も原因の一つ。表おもて参さん道どうさんに押し付けるのは間違っています」

　歯を食いしばって頭を下げると、いつでも余裕の笑みのキョウカが珍しい表情になった。

　置き去りにされた迷子みたいな、困った顔になったのだ。

「カルタ君。あなたの数少ない欠点の一つは、お行儀が良すぎる事ね」

「……？」

「こういう時は、きちんと怒鳴り散らしてくれた方が気が楽なのよ。……これじゃあ本当に、わたし一人だけが期待外れな悪者になっちゃうじゃない……」

　沈黙があった。

『難なん問もん排はい除じよ』を追った時も、猛吹雪の中で生き残る事だけを考えた時も、こんなに重たい沈黙はなかった。

　四人の中で誰かが欠ける。思えば、そんな経験はこれが初めてだった。

「キョウカ嬢」

「なあに？」

　沈黙を破ったのはアイネだった。こんな時くらいは（正しくは人間ではないので）空気を読めない水晶少女の言動が頼りになる。

「次の手を提示してください。にえさまは先ほどからポンコツ化していて使い物になりません。今のにえさまの言葉に従っていると、むしろにえさまの寿命を縮めてしまいそうですので」

「そうね」

　そっと息を吐いて。

　車椅子の生徒会長は物もの憂うげながらも、指示だけは的確だった。感情の整理が追い着かずに、仕事へ逃げているように見えなくもないが。

「マリカさん達の救出作戦を立てましょう。形はライオン型で確定？　とにかく『スパークル』の対空レーザーがそのままだからかなりゴリ押しになるけど、このままにはしておけないし」

「……、」

「かなり消耗が激しい割に確実さには欠ける作戦よ。何しろマリカさんがすでに死亡していたら得られるものは何もないし。だから、分厚い大義名分が必要になってくるかな。疑問を抱かせないというよりも、そんな風に言われたら降りるに降りられないってレベルのね」
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　カルタ君とマリカさんが実地で得たデータを基に、海底作戦を実行します。

　陸上・水中ルートの二点同時攻撃の結果、より難易度が易しいのは水中ルートと判明したの。現にマリカさん達はセカンドグリモノアの内部まで潜り込む事には成功したものね。

　新型学園船セカンドグリモノアを復旧するにあたって、中等部屋上に陣取るライオン型『スパークル』の対空レーザーがネックとなっているのは事実。

　そこで志願者を募り、今度は水中ルートから大規模な攻勢を仕掛けます。定員は二〇〇名で自薦が優先。それ以外の生徒達は陸路からの陽動に徹してもらうからそのつもりで。

　これは希望的観測ではなく経験から得たデータだけど、対空レーザーは海中にまでは撃ち込まれません。作戦終了までひたすらレーザーで狙われ続ける地上の陽動よりも、懐ふところ深ふかくまで潜り込む海中ルートの方が実は安全だと伝えておくよ。

　二〇〇名の定員が満たされ次第、海底作戦を開始します。

　陸上ルートと水中ルート、どちらを担当するかは各おの々おの良く考えて決断してちょうだい。

　以上です。




　水晶花の通信で一斉に放たれたブリーフィングから、空港全体がバタバタしてきた。

　広いロビーで、山やま根ねデイリと猫ねこ海うみヒロスケもこんな風に話し合っている。

「オイお前どっちにする？」

「水中かな。終わりが見えない中で延々とレーザー回避だけ繰り返すのはぞっとしないし」

「だな。危ねーかもだけど、それでも結末を自分で選べる方がマシだぜ」

「に、二〇〇人でしょ。向こうが少数派なんだから、早くしないと締め切られるよ……」

「へっ。それにいなくなったのクラスの女子なんだろ、颯さつ爽そうと助けて株でも上げてやろうぜ」

　一二歳の金髪少女、ナタレーナ＝ブラストはそんな会話を耳にしつつ、隣からカルタの横顔を見上げていた。自販機で手に入れた缶のホットミルクをちびちび口に含みながら、

「せ、先輩はどうされるんです？　あちっ、やっぱり雨あま脚あし先輩が心配だから、その、水中ルートの方ですか？　あちち……」

「……、」

「そ、そうですよねっ。同じ世界最強の『天てん外がい四し神じん』ですもの、心配しないはずないですもんね！　わ、私も立候補します。先輩達がここでやられちゃったら私だって困りますし。お姉ちゃんを追い込んだっていう黒幕の話だって宙ぶらりんに、」

　だんっ!!　と。

　鈍い音が響き渡ったのはその時だった。

　小刻みに震えていた歌うた貝がいカルタが、握った拳を近くの壁に叩たたきつけた音だった。何事かと広いロビーを行き来していた少年少女がカルタの方を振り返る。

「おかしいだろ……」

　この程度でびっくりして、あるいは脅おびえるのだ。

　だったら何な故ぜ、自分で言っている事の異常さに気づけない？

「何で誰も『やりたくない』って言わないんだッ!?　いいか、相手は『本物の脅威』だぞ。アイスランドのデコイとは違う。これだけやり合ってもまともな撃破報告は一つもないんだ、ケタが違うんだよ!!　しかも単純に倒したとしても、また残骸を捕食して膨らんでのカスタムが始まるかもしれない。怖いだろ。使命がどうのこうのじゃない。陸上と海中のどっちがマシかなんて話でもない。普通に考えて、『本物の脅威』と戦うのは怖いだろ!!!???」

　表おもて参さん道どうキョウカは巧みだった。

　彼女は選択肢を二つしか用意していない。陸上と水中ルートで、ライオン型の対空レーザーについては海中の方が安全だと提示しただけ。海中を早い者勝ちの少数派にしたのも、みんなが『脅威』に占拠されたセカンドグリモノアへ向かうよう仕向けるための工作だろう。

　それ自体は間違っていない。

　だけど情報が足りていない。

　連中の中で一番恐ろしい個体がライオン型の『スパークル』だなんて、一体誰が上限を決めたのだ？　あれだけ『脅威』が群がっているセカンドグリモノアの中には、もっと強きよう靭じんで手に負えない『脅威』が潜んでいるかもしれないじゃないか。現にマリカ、イミ、タヨリの三人は消息不明になっている。そこまで追い込むだけの捕食者が確実にいると考えるべきなのに、キョウカはその部分には全く触れていない。

　だけど、車椅子の生徒会長だけが悪者とは思えなかった。

　前から危惧していた。これではっきりと分かった。

『二隻目』の生徒達は麻ま痺ひしている。クリスタルビーチでの成功の体験に酔ったまま、今回も何とかなると考えてしまっている。だから疑問に思わないのだ。言葉の裏まで精査して、情報に偏りがある事に気づこうともしないのだ。

「なあやまねん、クリスタルビーチで何を見てきた……？」

「何って、そりゃあデコイとはいえ俺達が『脅威』の野郎に勝って、」




「たった一回の戦いで三四人も死んだだろうがッ!!　あんなのただの惨敗だ!!!!!!」




　カルタは目覚まし時計よりも大きな声で叫ぶ。

　目は……覚めてくれたか？

　しかし、これが本来の正しい認識なのだ。同じ学校の生徒が一人亡なくなったら、普通はそれだけで大事件になる。マスコミ対策に追われてカウンセラーが走り回って、プライバシーの保護から不登校の問題まで大わらわのてんてこ舞いで対応しなくちゃならないはずなのに。

　何でこうも平然としていられるんだ。

　三四人。リホやサナエも入れればもっとか。クラス一つ分が丸ごと死んだのは、世界最強たるカルタ達『天てん外がい四し神じん』の采配ミスだった。予測の難しい状況だったから仕方ない……で、冷静に分析して吞のみ込こめてしまっている時点で、もう全校生徒の感覚が麻ま痺ひしているのだ。致命的に。

　もっと責められて、糾弾されて、人間性を否定されたっておかしくなかった。

　揃そろいも揃そろって優等生過ぎるのだ。不気味なくらいに。正しいからって受け入れるな。

「最強でも何でも、『修復』や『障壁』があっても、死ぬ時は死ぬ。それが人間だ」

　当たり前の定義を、今一度。

　歌うた貝がいカルタは一つしか命を持たない少年少女達に叩たたきつける。

「だからちゃんと考えろよ!!　この世界は二択でできている訳じゃない、三六〇度どこにだって広がってるだろ!?　お前達は、無理して『天てん外がい四し神じん』に付き合う必要なんかないんだ。怖いって言って良いんだよ、逃げ出したり閉じこもったって誰も文句なんか言わないよ!!　何で、こう。言われた事を言われた通りにやるだけの歯車になってんだ、お前達!!!???」

　しん、と静まり返っていた。

　この広いロビーの中で、自分だけが異端者である自覚が急速に押し寄せてくる。

『世界最強』のパブリックモードは、壊れた。

「……もう一度だけ、決断の前にきちんと考えるんだ」

　歌うた貝がいカルタの言葉は彼らの胸に届いているだろうか。

　奥歯を嚙かみ締しめて、少年は告げた。

「これは、お前達の命なんだから」
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　そっと、歌うた貝がいカルタは息を吐いた。

「にえさま」

「ああ。すまないアイネ」

　床に腰を下ろしたまま、少年は疲れたような目を向ける。

　空港の搭乗ゲートだった。

　カルタの言葉が全校生徒に届いていれば、彼らは自分の命を惜しむ。届かなくても、無理解は急速に人望を奪っていく。カルタの指示に従い死力を尽くしてくれる生徒はもう現れない。

　信じても信じなくても、どっちみち、すでにこの作戦は破綻した。お膳立てをぶち壊しにされて、表おもて参さん道どうキョウカもさぞかし失望している事だろう。

　狙い通り、ではある。

　もう誰も巻き込みたくない。それが本音だったのだから。

　想おもいなんか届かなくても良い、自分の体面なんかどうなったって構わない。まずは彼らの人命が最優先に決まっている。

　最強という言葉には色んな意味があって、カルタはそんな中から自分で一枚のカードを選び取った。後は突き進め。後ろを振り返るのは、何かを成し遂げてからで良いい。

「……、」

　ここから先はカルタ一人きりだ。最初からそうすべきだった。『一隻目』のゲキハ達を『脅威』から取り返したいという願いは、カルタの個人的なものでしかなかったのだから。

（……マリカだってそうだ）

　口の中には苦味しかない。

　後悔してからでは遅すぎる。

（同じ世界最強きようぐうだから参加するのは当然だなんて、考えるべきじゃなかった。あいつの目の前にはいつでも降りるってカードがあったはずなのに、俺がこの手で取り上げた!!）

　そんな雨あま脚あしマリカを助ける。だから『本物の脅威』と戦う。

　でもそのために『二隻目』のみんなを巻き込むのは、やっぱり無理だ。

　カルタは自嘲気味に、

「……わざわざチャンスを棒に振った、信用も協力も全部失った。相当キツい戦いになるぞ」

「構いません」

「悪かった。一心同体のお前だけは、どうやっても俺のわがままから降りられないんだよな」

「にえさまが求めるのであればアイネは戦うのみです、あむっ？」

[image: ]

　いつでも冷静沈着なアイネがわずかに目を丸くした。

　カルタが指先で摘つまんで可か憐れんな唇に押し込んだのは、どこでも売っている一口チョコだ。水晶少女は口をむぐむぐ動かしながら、

「これは？」

「お礼だよ」

　北極圏の人工リゾート・クリスタルビーチでは極寒の中でとにかく衣食住の争奪戦に追われていた。だからこそ常備するようになった非常食でもあるのだが。

「……あまり効率的とは思えませんが。アイネの機能に拡充を求めるのであれば純金摂取を強く推奨いたします。強く」

「そういうのじゃない」

　カルタは小さく笑った。

　笑みの質が変わる。

　……もしも『ここに残れ』と強く命令したら、アイネはどんな顔をするだろうか。彼女を安全な場所に置いて、本当にカルタがこの身一つで心置きなくわがままを貫き通す事ができたなら。一瞬だけ、そんな展開を夢想してしまう。

（意味のない妄想か……）

「にえさま？」

　少年は首を横に振った。

　不思議そうに首を傾かしげるアイネは水晶魔法の装甲から変形した水晶少女であって、つまり魔法使いであるカルタに支えられている状態だ。たとえ離れ離れになったとしても、カルタが殺害されてしまえばアイネも自由に動ける状態を保てなくなる。

（勝つんだ）

　だから一心同体なのだ。

　どの道、カルタも一人でできる事は限られている。

（自分で決めた条件だけ考えろ。よそ見をした時こそ、最強がつまずく瞬間なんだから。だから今は修羅となってでも走り抜けるしかない）

「……そろそろ行くか。アイネ、準備はできているな？」

「はい。それで、優先目標はどう設定しますか」

「？」

「『脅威』の撃滅か、マリカ嬢ら『二隻目』の救出か、ゲキハ氏ら『一隻目』の回収か」

「一つ残らず、だ。世界を守るってそういう事だろ」

　即答し、カルタは冷たい床から腰を浮かした。ガラス張りの壁の向こうに広がる世界はすっかり夜。ただし水平線の向こうは石油火災で不気味に焼きついていた。

　これからあそこに行く。

　船にいるだけで『本物の脅威』の数は数千か、それ以上か。しかも単純に皆殺しにすれば良い訳ではない。マリカやゲキハ達を助けるとなると、難易度は何十倍も跳ね上がる。

　正攻法では絶対に勝てない。

（……じゃあ、ねちねち調べて弱点を探る粘着野郎の本領発揮だ）

　ちょっとだけ笑った時だった。




「先輩」




　声が。

　ありえない声が背中に掛けられ、束つかの間ま、本当に歌うた貝がいカルタの思考が止まった。

　ゆっくりと振り返ると、ナタレーナ＝ブラストが立っていた。あちこち捜し回ったのかもしれない。空港の中だというのに息を切らしていて、顔も真っ赤だった。

「良かった、まだ空港に残っていて……。一見論理的なんですけど、えと、いざって時に動きが全く読めなくなるのが先輩なんですから」

「ナタレーナ……？」

「手伝わせてください」

　真まっ直すぐに言われた。

　また呼吸が詰まりそうになる。あれだけ叫んでも麻ま痺ひが抜けなかった、のではない。

　瞳を見れば分かる。

「正直に言います。私だってすごく怖い。でも、怖いからこそすがりたいんです。世界最強の『天てん外がい四し神じん』に。こんな所で私達を見限らないでください……。手を切る方は身軽になって簡単かもしれませんが、切られる方の事も考えてくださいよ」

「ダメだナタレーナ、それじゃ俺達に流されているだけだ！」

「だから」

　逆に遮るように、一二歳の少女が口を開いた。

　小さく笑って。怖がる子供をなだめるように。

「正直に言うって言ったでしょう？　もう全部ぶっちゃけます、表おもて参さん道どうキョウカと一緒に戦えって言われてもいまいち信用できないです。あの人は正しいけど、正しいだけなんです。信じられるかどうかはまた別の話。……でも、先輩なら違います。私達は、世界最強なら誰の言葉にでも従う訳じゃない。もう一度だけ決断の前にきちんと考えろと言ったのは先輩ですよ。これはお前達の命なんだから、とも。だから誰についていくかは私達が決める。ええ、こんなのは世界最強にすがって丸投げにしているだけ。だけど『天外四神』の四人の中で誰を一番信じたいか。決めたのは間違いなく私達の意志で、私達の選択です」

「……、」

「後悔はしません、どんな結果になっても。だから私を連れていってください、先輩。せっかく二人で復ふく讐しゆうの連鎖を食い止めたんです、ここでお別れなんていうのはナシにしましょうよ」

　ぐっ、と。

　少年は無理にでも唇を引き結んだ。かなり経たってから、カルタは言葉を絞り出した。

「……嫌だと言ったら？」

「勝手についていきます。この期に及んでまだ私達を心配してくれる分からず屋の先輩を、『脅威』の大群なんかに八つ裂きにさせる訳にはいきませんから」

　ふっと。

　歌うた貝がいカルタは小さく笑ってしまった。

　油断するとずる賢い自分が崩れて泣き出しそうなくらいだったが、それでも堪える。

「ダメだ」

「何な故ぜでしょう」

「一人増えたところで流れは変わらない。お前を死地に引きずっていく訳にはいかない」

「それなら大丈夫ですよ、先輩。私達って言ったでしょう？」

　ナタレーナ＝ブラストは笑っていた。




「だって……山やま根ね先輩に猫ねこ海うみ先輩、えと、他にも色んな人達と一緒に考えて作った口説き文句なんですから、これ」




　今度こそ。

　歌うた貝がいカルタの呼吸が止まった。

　守らないと、と思ってきた。彼女が理不尽に殺されるようになったら、その時こそ『天てん外がい四し神じん』はおしまいだと。だけどいつの間にか、ナタレーナはカルタの先を行っていた。

「……俺には、みんなと戦う資格なんかないよ」

　後輩の前でこんな顔をするべきではない、こんな声を出すべきではない。

　そう分かっていてもこぼれてしまう。

　少年は唇を嚙む。

「だって俺は、みんなを騙だまして噓うそをついて、友達を助けようとした。本当は『脅威』だらけのセカンドグリモノアなんてさっさと諦めて、サードグリモノアを造っても良かったろ。なのに『二隻目』にこだわったのは、最下層に水晶化した『一隻目』の友達が取り残されていたからだった。アンタ達にとっては、一度も言葉を交わした事のない赤の他人で、しかも死人だ」

「それ、問題にするような話ですか？」

　即答だった。

　呆あつ気けに取とられるカルタに、ナタレーナは小さく笑って、

「だって結局は、先輩は何があっても友達を見捨てたくなかったっていうだけの話でしょう？　そして私達の協力があれば大事な友達を助けられるって本気で信じてくれた。私達になら、自分の命よりも大切な友達を預けられるって。そこに一体何の問題が？」

「……、」

「世界最強が、そんな優しい心の持ち主で良かった。だからそんな時代をここで終わらせて、次の最強になんか渡したくない。そういう話をしているんですよ、先輩」

　あの、ナタレーナ＝ブラストが。

　これを言うのに、どれほどの力が必要だっただろう。たとえ和解したってカルタが姉の旧最強・アナスタシア＝ブラストを殺害した事実は永遠に変わらない。それでも吞のみ込こむと言ったのだ、彼女は。今がこんな時代で良かったと。

「……本当に大切な人達なんだ」

「ええ」

「でもそのために、誰も失いたくない。もう見たくないよ、あんなの……」

「分かっていますよ、先輩」

　贅ぜい沢たくも贅ぜい沢たくだった。

　だけどそんな歌うた貝がいカルタに、小さな少女は自分の小さな胸を叩たたいて請け負ってくれた。




「だからみんなで乗り切りましょう。グリモノアに、『一隻目』も『二隻目』もありません」
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「……あーあ、ふられちゃったか」

　車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカは管制塔で寂しげに笑っていた。

　ギブアンドテイク、何を引き出そうとする笑みだと看破したのは雨あま脚あしマリカだったか。

（良いいもんね。互いの傷を舐め合う日陰者っていうより、熱血で暴走しがちなカルタ君は放し飼いにしておいてこっちで要所をコントロールした方が成果を出しやすいでしょうから）

「寂しくて死にそう……」

　ぽろっとこぼしてしまう生徒会長。

　しかしまあどこまで狙った攻撃だったのだろう。『一隻目』と『二隻目』、もっと言えば『天てん外がい四し神じん』の四人がバラバラになるようパワーバランスを考えた上で『脅威』がセカンドグリモノアを襲ったような気さえしてくる。

　そこまでの知性が『脅威』にあるのか？

　あるいは一定以上の知性があったとして、どうやって表おもて参さん道どうキョウカらの『事情』を情報収集した？　セカンドグリモノアのコンピュータや書類から吸い上げたか、あるいは……。

　と、管制塔のコンソールに突っ伏してどんより（仕事に逃げて）考え事をしている生徒会長の元に、赤毛お団子の書記が顔を出してきた。

「表おもて参さん道どう会長」

「何かしら」

　背筋をシャッキリ。

　一瞬で完璧な笑顔に戻ったキョウカに書記は特に違和感を覚えなかったようだ。

「こんな時ではありますが、外部から来客が……。アポイントメントは特にないようなので叩たたき出だす事もできますが、いかがなさいましょう？」

　まだ相手がどこの誰かも言わないまま『叩たたき出だす』のカードを提示する赤毛お団子だが、キョウカはおよそのあたりはつけていた。このタイミング、となると心当たりは一つしかない。

「どこの国？」

「多国籍連合軍の窓口と名乗っておりますが、実際にはインド軍統合参謀本部の代弁者たる特使ですね。派閥としては海軍寄りです」

（……やっぱり来たか。人間の、オトナ達）

　雨あま脚あしマリカの失踪案件については公式に発表していないが、このフロート統合空港への帰還・未帰還くらいの情報は生徒の出入りを二四時間監視しているだけで大雑把に摑つかめる。世界最強の一角が出て行ったっきり戻らなければ異常事態などすぐに伝わるだろう。

　いつまでもカルタの件を引きずっている場合ではない。

　車椅子の生徒会長は音もなく気持ちを切り替えた。

　自分は悪女で良いい。グリモノアの皆を守る生徒会長として、己の役割を全うしよう。

（無謀な強がりとかじゃなくて、やろうと思っただけで実際にパパッと切り替えができちゃうから、自分で自分が嫌いになっちゃうのよねえ……）

「興味があります。お通しして」

「かしこまりました」

　ややあって、だ。

　生徒会の赤毛お団子が案内してきたのはメガネを掛けた妙齢の美女だった。褐色の肌に長い銀の髪が特徴の、インテリとグラマラスが同居した女性。着ているのがタイトスカートの白い軍服でなければ、街を歩く全ての人が放っておかなかっただろう。

　そういう武器を知り、自覚的に研いでいる。

　美人と褒ほめ称たたえられる事に慣れている。手の指先の挙措一つで周囲がどういった感情を抱くか、隅から隅まで理解して最大限に利用している。左手の薬指で光る指輪も計算ずくだろう。もちろん人妻だから夜八時以降のお酒のお誘いはＮＧ、なんて単純な話でもない。むしろ、だから逆に。そういった逆振りの背徳的な感情まできちんと計算に入れてやっている。

　……同じ悪女の匂いがする。表おもて参さん道どうキョウカはにこやかに微笑ほほえんで引き出しにかかる。

「初めまして」

「二年前、ニューデリーでのパーティでもお会いしておりますよ。まだ『一隻目』の新入生だったというのに、初うい々ういしさというものが全くなかったので良く覚えております」

　こほん、とキョウカは初歩的なミスを誤魔化すように咳せき払ばらいした。

　……相手の間違いに気づいた場合、黙って流さずに指摘と訂正を促す人種ときたか。合わせるのはそっちの方だと、最初から自分の方が立場は上だと、そんな風に考えている訳だ。

　お飾りの世界最強を前にして、褐色の美女はうっすらと微笑ほほえむ。

「レトネーエ＝クーレントです。改めてお見知りおきを」

「ええ」

（あの、）

　車椅子の生徒会長は滑らかに話を進めていく。

　もちろん今の『初歩的なミス』はつまらないブラフで、表おもて参さん道どうキョウカは基本的にチラリとでも見た人物の顔は忘れない人間だ。しかしそれとは別のソースから、生徒会長はレトネーエという名前の文字の並びを見聞きしていた。

　何な故ぜならキョウカの脳裏にはこんな言葉があったからだ。

　クリスタルビーチの一件の後、旧最強の妹、ナタレーナ＝ブラストは確かに言っていた。

（お姉ちゃんが死んだって話を知った時、ええと、私に声を掛けてきたのは……）

「今度は、息の長いお付き合いをしていきましょうね？」
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『よっと……』

　すでに陽も沈んだ夜、人工降雨で土砂降りの中だった。

　尖とがった半透明の水晶装甲を大きく展開させながら、山やま根ねデイリが口の中で呟つぶやいていた。

　高度一〇〇メートル付近である。

　速度はない。まるで棒立ちだが、完全な静止状態を作るのがどれだけ難しいかは航空機関連のマニュアルでも読んでみればすぐ分かる。飛行機、飛行船、気球、グライダーはもちろん、ヘリコプターやＶＴＯＬ機だって『完全な』空中静止は成し遂げられない。

　これこそ魔法。

　その半分くらいの高さから、ナタレーナ＝ブラストは肉声で叫んで警告を飛ばす。

「あのっ。危ないですよ、高度を下げてっ、『スパークル』に撃ち落とされたいんですか!?」

『あっ、何それずるい！　中等部女子が心配してくれるなら僕も天高く上がるよっ!!』

「何を寝ぼけた事ばっかり言っているんですか！　というか、ええと、下手に長距離系の無線で通信すると対空レーザーの頻度が上がるって報告あったでしょう!?」

　変な声が割り込んできてナタレーナは頭を抱えた。金色の髪から水滴が散らばる。歌うた貝がいカルタは自分が復ふく讐しゆう対たい象しようとなっていた時も精一杯頑張って『年上の先輩像』を作ってくれていたんだなあと、今さらながら無意味な事に想おもいを馳はせてしまう。

　件くだんの山やま根ねデイリはと言えば、

『つってもよ。こうでもしねえと囮おとりにならねえだろ』

「そうですけど……」

『っと、やべ、来るか!!』

　ガカァッッッ!!!!!!　と。

　間近の落雷のような凄すさまじい閃せん光こうと共に、黒とオレンジで埋まった死の水平線のさらに奥から、水晶魔法の『障壁』をもぶち抜く緑色の閃せん光こうが浅い角度で斜め上へ撃ち上げられた。

　セカンドグリモノアの上に張り付いた『本物の脅威』からの、対空レーザービームだ。

　もちろん、目で見てどこからどちらへなど追える速度ではない。溶接よりも強烈な光に少女が思わず瞬まばたきした時には、空間そのものに一本の直線的な残像がくっきりと焼きついている。

　狙われたのはやはり上空に突出していた山やま根ねデイリだったようだが、彼は照射の直前で自ら『飛行』で急降下したようだ。垂直にストンと落ちた事で、斜め上に走る極悪なレーザーを回避していた。

「やっぱりだぜ」

　ナタレーナと同じ高度で再びピタリと止まりながら、山やま根ねはワイルドに笑う。

　こちらでは直接の肉声だ。単に隣に並んでいるからか、あるいは中等部の後輩を『スパークル』の対空レーザーに巻き込む展開は避けたいのか。

（……オトナって格好つけばっかりなのかな。カルタ先輩とか、お姉ちゃんとか）

「あっはっは！　遮蔽効果はあるみたいだな!!」

「えと？」

「地球は丸いからな。まあ厳密には完全な球形じゃなくて重力差のせいでちょっと歪ゆがんでいるんだが、重要なのはそこじゃない。レーザービームってのは光だろ？　直進するだけの光は丸まった地面を回り込んで攻撃する事なんかできねえ。つまり上下に細かく移動する事で、地べたそのものを遮蔽物にしちまえば良いのさ。塀の外から女湯でも覗のぞくようにな、はっは！」

　地球そのものを盾にする。地平線や水平線までの距離というのは、見る者のいる高さで変わる。地上なら五キロ程度だが、電波塔の展望台まで上れば数十キロ先まで見渡せる。

　たとえは最悪だったがこうして山やま根ねデイリが生きている以上、一定の効果は証明された。

　しかしナタレーナが疑問に思ったのはそこではなく、

「……ど、どうやって、今どうやって照射のタイミングを先読みしたんです？　光の速度で飛んでくるんだから目で見てから回避を始めたって間に合いませんし、その、水平線の向こうってこっちからも見えないんだから『脅威』のアクションも参考にならないでしょう？」

「ピリッときたんだよ」

　カグツチ？　とかいう日本の神の名から『占い』の特殊効果でも借りているのかと思ったナタレーナだったが、そうではないようだ。粗暴な先輩は自分の人差し指をこめかみに当てて、

「ほら、気圧が変わったせいで頭痛がするって事あるだろ。エレベーターに乗った時の、あんな感じ。あのレーザー、『ただの』って感じじゃなさそうだぜ。エネルギーのレベルを上げる時か、放射熱から身を守るためか。とにかく何かしてる。見えない準備は確かにあるんだ」

「ヤバいっ野性のフィーリング過ぎてさっぱり参考になりません……ッ!!」

　真人間が放つ絶望の叫びに対し、山やま根ねは腰だめに構えた草刈り機に似た武装をがちゃりと揺らす。近距離では回転刃、中距離では火炎放射器、遠距離では円筒形のタンクごと可燃物を直接撃ち込む炎の権ごん化げだ。

「水晶魔法だって似たようなもんだろ。目には見えないオカルトな低気圧や高気圧を読み取って帆を張り、風に乗って魔法を使う。つまり、『それ』はあるんだ。後はどうやって把握するかだよ。頭痛がする、古傷が痛む、今日は食欲が出ない、なんかムラムラしちゃって肉食な女子が目覚めちゃう。まあ捉え方は人それぞれだ、恥ずかしがらずに自分の変化を受け入れな」

「なっ、なな何で私の場合は恥ずかしセンサー搭載って決めつけているんですか!?」

　彼らの役割は約三〇キロ先にあるセカンドグリモノアへの直接攻撃ではない。

　実際に船へ向かうカルタ達の安全を守るため、『本物の脅威』、中でも対空レーザービーム砲を自在に取り扱うライオン型の注意を集めておく囮おとり役やくだった。

「……つかお前、あちこち透けてるけど大丈夫かよ？」

「何で視線が憐あわれみなのか引っ掛かりますけど、その、出撃前に分厚いスポーツインナーに着替えてきましたから。こんなのはヨガレッスン用のタンクトップと一緒です。えっへん」

「つまんねえの」

「（……あと、きちんと下に絆ばん創そう膏こうも貼りましたし。ちゃんと考えているんですからね）」

『そっその話メチャクチャ詳しくっ!!』

　逆になんか食いついてきた人がいるが放っておいた。

「ま、何にしても良かったよ」

「えと、何がですか？」

「カルタのヤツが分析してたろ、『スパークル』のレーザーは屈折しない。電離層とか蜃しん気き楼ろうとか利用されたら結構ヤバいと思っていたんだがな。これなら俺達がいくら囮おとり役やくを買って出たって、背後の街並みが吹っ飛ばされていくって事態は避けられる」

「……、」

「ここは内海。大おお阪さか、兵ひよう庫ご、それから淡あわ路じ島しまに囲まれてやがるからな。平面の地図だけじゃ俺達がどう動いたってレーザーの射線がどこかの陸地に重なっちまう。そういう意味じゃ幸運だ、レーザーを夜空に逃がせるってのはな」

　考えていないようで、考えている。

　始点のトリガーが論理ではなく本能に近い部分なので分かりにくいが、山やま根ねデイリはあくまでも（彼なりの）筋を立ててから動く人間だ。

「これならカルタちゃんもうじうじ悩まなくて済むだろ」

「まあ……」

「常々思っていたんだがあの馬鹿野郎は馬鹿のくせに考えすぎなんだ。『本物の脅威』が目の前にいるんだぜ、一秒よそ見したら即死だっつー環境なのによ。世界最強である事と、だから誰よりも傷ついて全員を必ず生還させなくちゃならねえってのは話が別だ。いい加減にむかつくぜ、自分は世界最強の戦力なんだから温存させてくれとかみっともねえ事を言ってみろってんだ、テメェの命くらいちょっとは大切に扱ったって構わねえだろうによ!!」





２






　フロート統合空港、人工の陸地だった。

　その縁。一歩先は暗い海。そんな場所で、歌うた貝がいカルタは人工降雨の雨粒に打たれてずぶ濡ぬれになっている。胸の水晶花からの通信で陽動役の会話は大体耳にしていた。

『はっは！　おら「障壁」が役に立たねえからってビビってんじゃねえぞ後輩ども!!　まだまだ先は長いんだ、何時間でも対空レーザーと付き合っていかなくちゃあならねえ。最初に正しいやり方覚えておかねえと無駄にスタミナロスして後がキツくなっちまうぜ！』

『ちえ、流石さすがにこの距離じゃ狙撃もダメか。海の石油火災のせいで変な上昇気流や熱分布の乱れでもあるのかな……。そ、それよりチキンレースでもしようよ。どれだけギリギリまで引きつけてからレーザーを回避できるか。距離で勝負して中等部にイイとこアピールしよう！』

『ちょっと、真面目にしてくださいバカの先輩方！　あのあのええと、なにエナドリなんか飲んでいるんですかっ、それ三倍濃縮のヤツですよね!?　ああもう、カルタ先輩の爪の垢あかでも煎じて飲ませたい……!!』

『なにい？　カルタ先輩だとう、いつから下の名前で呼ぶようになった新入り子猫ちゃん』

『ぶふっ!?　なっ何でもありません気のせいです、あのあのええと深掘りしないでください流してください!!』

「……、」

「にえさま」

　背後から、そっと声を掛けられる。

　カルタは振り返らないで呟つぶやいた。

「……やっぱり恐怖は麻ま痺ひしたまま、か。成功の体験が間違ったまま学習を進めたらしい」

　夜空を飛びながら水晶花の通信を飛ばし合っている事自体が命懸けなのだ。ステルス戦闘機であっても緑のレーザーは回避できない。こうしている今も、たった一発もらえば山やま根ねやナタレーナは蒸発してしまう。だというのに。

「一緒にセカンドグリモノアへ突撃すると言わなかっただけ、いくらか冷静さを取り戻しているようにも見えますが」

　何度も稲光のように対空レーザーの緑の閃せん光こうが瞬またたく雨空を見上げ、少年は首を横に振った。

　自分の立場を捨ててでもマリカやゲキハ達を助けに行こうとしたカルタ。そんな彼の背中を追ってくれたナタレーナに、その背後にいた多くの友人達には感謝しかなかった。涙が出るほど嬉うれしかったあの気持ちは、おそらく一生忘れない。

　正攻法にも意味はある、薄汚れた復ふく讐しゆう者しやにそう教えてくれた事を。

　感動は嬉うれしい。

　感動は素晴らしい。

　感動はとても気持ちが良いい。

「だけど感動に吞のみ込こまれるなよ、アイネ。それとこれとは、話が違う」

「はあ」

　振り返らなくても分かる。元から人間でない水晶少女は、無表情で首を傾かしげているだけだ。

　アイネの胸に、正義感なんてものは無縁のはず。

　……何しろ一回のミスで大切な友人の命が吹っ飛ぶ環境だ。『感動』なんて曖昧なものに流されて判断を誤れば後悔しても後悔しきれない事態に直面させられる。

　忘れてはならない。

　どれだけ勇猛果敢な水晶魔法使いで頼れる仲間に見えたって、クリスタルビーチで『デコイの脅威』と初めて直面した時、山やま根ねデイリはパニックを起こして我先にとホテルから逃げ出そうとしていた。戦線復帰してＣ界ドームで『デコイの脅威』とぶつかった時も、水晶魔法は『脅威』に効くという確信がほしくて深追いし、結果死にかけるほどの大おお怪け我がを負った。

　世界を守る戦力だなんて美辞麗句はどうでも良いい。一人の高校生としては、そっちの方が圧倒的に正しい感性なのだ。仲間の限界を見誤るな。脅おびえもするし限界だってある、それが人間だ。無理をさせればどこかでコースアウトする。

（やまねん達には終わりのない負担を背負ってもらっている。彼らが深入りし過ぎないようにするにはどうすれば良いか、それをきちんと考えろ……）

　人工的な土砂降りの中、人工的なフロートを踏みつけて、人工的な魔法を宿した少年はアイネの方へ振り返った。

　新たな友に報いるにはどうすべきか。決まっている、一刻も早く目的を達成し、カルタ達のために危険な囮おとりを買って出た友人の作戦時間を一秒でも短く抑える事だ。それが最も確実に寿命を延ばす選択肢となる。

『スパークル』を倒し、マリカ達を助ける。

「俺達も動くぞ、アイネ」

「イエス」

　同じく激しい雨に打たれながら、しかしアイネは濡ぬれて頰に張り付く髪をすくいもしないで直立不動のまま尋ねてきた。

「それで、今回はいかがいたしましょう。おんぶか、あるいは抱っこか」

「……お前が動きやすい方にしてくれ」

　半ば呆あきれたように言うと、アイネがそっとカルタの胸板へ寄り添ってきた。

　わずかに体温が混ざり合う。そのまましなやかな手で胸の真ん中を押され、カルタは濡ぬれたフロートの縁から暗い海へと落下していく。

　ただし海水を割る無粋な音はしなかった。

　マリカ達がロストした以上、三人が通った道筋のどこかに致命的な罠わながある。よって共に落下したアイネは少年の体を摑つかみ、真っ黒な海面すれすれを高速で飛んでいった。

　水晶魔法の『プリセット』、『飛行』。

「やはりこれが一番安定します。名称は何でしたか、そう、お姫様抱っこ」

「ああそう……」

　ビチビチと頰に当たる雨粒が痛い。小石でも投げつけられているようだ。これについては、『障壁』が不完全なカルタならではのリスクかもしれないが。

（……こんなので『修復』が働いたら面倒だぞ）

　実際のところ、『単発で高威力』の攻撃なら急所さえ抉えぐられなければ『修復』で何とかなる。面倒なのは『薄く広い弾幕を延々と』だ。何しろ『修復』はどんな傷でも三〇秒で治す。逆に言えばどんなかすり傷でも三〇秒は休ませないといけないし、そこでもう一発もらえば回復中の水晶は砕け傷口を大きく抉えぐられる。二度と元に戻らない。例えば横殴りの砂嵐のような壁で叩たたく連射の場合は回避のしようがなくなり、ゴリゴリと削り殺される羽目になりかねない。

「両手が塞がりますのでアイネに攻撃手段はありません。敵性因子の迎撃はにえさまにお任せしたいと思いますが、構いませんか？」

「ありがとうアイネ、俺にも格好良いトコを残してくれて!!」

　三〇キロなんて、戦闘機以上の速度と機動性で大空を支配する水晶魔法使いにとっては目と鼻の先。方角はジャイロや磁石に頼るまでもなく、明るい方を目指せば大体分かる。真っ黒な空と海を汚すように、一方向だけ夕焼けのようなオレンジ色に焼きついているのだ。原油が海に流出しての石油火災のせいだ。燃え上がる夜の海でセカンドグリモノアは待っている。

　巨大な船影が見える前に、すでに『脅威』側からのアクションがあった。

　人工降雨の嵐のせいで大荒れの海の上を滑るように移動しているのは、乗用車よりも大きなアメンボみたいな影だった。こちらの針路を邪魔する格好で仲間同士の間隔を狭めようとするアメンボ達に、カルタは制服の懐ふところから改造した軍用懐中電灯を取り出す。これ自体も警棒のように硬くて重たいが、まさか鈍器で殴って『本物の脅威』を砕けるとは思わない。

　スイッチを入れ、シャワーに似た扇状のレーザーを浴びせる。

　強烈な赤外線をガラス質の瞳（？）に当てるとアメンボの動きが乱れた。仲間同士で間隔を測るのに失敗し、派手に衝突。金属のひしゃげる音が正面から壁のように叩たたきつけられる。

　アイネの顔に恐怖心はなかった。

　両機の隙間を縫うように、水晶少女は高度を五〇センチほど上げて突き抜けていく。

　生存に喜ぶ暇もない。

　真下の海がぼんやりと緑色に輝く。音速以上の速度で突っ切るカルタ達へ追いすがる形で。

「アイネ、警戒しろ!!」

「そもそも油断しているように見えますか？」

　か弱い炭素の塊を抱えたまま、水晶少女がＳ字に蛇行して『牽けん制せい』した直後だった。

　ズヴォアッッッ!!!!!!　と。

　海面を突き破り、何か緑色の光の塊が垂直に飛び出した。一つではない。機関銃の掃射を上下逆さにしたように、色のついた水柱が次々と立たち上のぼって連続的にアイネ達を追い回す。

　カルタは思わず目を剝むいて、

「クラゲ型!?　どういう戦術に基づいて進化した兵器なんだ!!」

「自分で飛び上がる地雷は聞いた事がありますが、機雷というのは珍しいですね」

　今まで海底に自分を繫いでいたものか、千切れた鎖らしきものが尾を引く。

　ほんのわずか。まさに紙一重程度だが、反応速度はカルタやアイネの方が速い。『機雷』は次々と反応して空中へ飛び上がるが、カルタ達が真下から腹を食い破られる事はない。

　しかし喜んでもいられなかった。

　地面に転がるアルミ缶が車のタイヤで踏み潰されるような、ひしゃげる音があった。後ろからカルタ達に喰くらいつこうとしたアメンボ型が、味方のクラゲ型の機雷に突き上げを一発もらって真上に跳ね上げられたのだ。単純な破壊力だけならクラゲ型の方が優れているのか、空中でくるくる回るアメンボ型の脚がもげ、黒い装甲が砕けて飛び散っていくのが分かる。

「まずい……」

　視界が散らばる。

　意図して息を整えないと過呼吸でも起こして意識が落ちてしまいそうだ。

　……あくまでも、クリスタルビーチで見たのは『デコイの脅威』だった。

　だけど訓練用に開発された兵器群は、もちろん『本物の脅威』の構造や動作を参考にして組み上げられたはずだ。

　つまり結論はこうだ。

　認めたくない。絶対に認めたくはないが、状況が悪い方へ転がった事を認めないとリカバリーができない。手をこまねいて雪球が大きくなっていくのだけは阻止しなければ。

　唇を嚙かんで、カルタは逃げそうになる意識を無理矢理にでも正面へ寄せた。

　ピントを合わせる。

　ヤツら『脅威』は、倒れた同胞を喰くっていくらでも膨れ上がる、と。

「まずいッ!!」

　時間は巻き戻らない。髪より細いクラゲ型の触手が空中の残骸にまとわりつき、ドーム状の本体がアメンボ型の背に乗った。千切れた脚を補う形で無数の触手が絡からんで太い義足を作る。

　ギュンッッッ!!!!!!　と。

　自ら海上を滑るように移動する自由を得た極大の機雷が、改めて後方からカルタ達を追尾する。無表情のままアイネが音速以上の速度で右に左に蛇行しても、誘導兵器から逃れられない。じりじりとその距離は着実に詰まっていく。

「にえさま」

「ダメだ!!　制御はクラゲの方に移ったのか？　赤外線を浴びせても挙動に変化がない。光学レンズじゃないんだ、おそらくクラゲは超音波かマイクロ波で獲物の位置を探ってる!!」

「追い着かれれば致命的な損害を負います。有効な迎撃を要求しても？」

「分かって、っる!!」

　お姫様抱っこされたままカルタは体をひねり、標的を変える。

『普通のアメンボ型』なら赤外線の目潰しが通じるのだ。

　その細長い脚を目印代わりにして、実に競技用飛行機の四倍以上の勢いで急激なヘアピンカーブを突破していくアイネ。そこに合わせて、カルタは改造軍用懐中電灯に意識を集中させた。追い抜きざまに、そのレンズへ強烈な赤外線を浴びせて誤作動を促す。

　背後から迫る誘導兵器と通常（？）のアメンボ型が衝突し、大爆発を巻き起こす。普通の火薬や燃料を使ったオレンジ色の爆炎ではなく、溶接や落雷に似た青白い電気的な大爆発だ。

「次のカスタムは!?」

「ないようですね。跡形もなく消滅したみたいです」

　そして倒した敵にいつまでも拘こう泥でいはしていられない。カルタを抱えるアイネはこうしている今も海面一メートル未満の高さを戦闘機よりも高速で『飛行』している。そして何度も言ってきたはずだ。水晶魔法使いにとって三〇キロの距離など、目と鼻の先だと。

　漆黒の海などなかった。

　あるタイミングで景色はオレンジ色に埋まる。海の上のはずだが、構わず紅ぐ蓮れんの炎ほのおが燃え広がっていた。ぬめるような光源の正体は、海面の原油に火が点ついた石油火災だ。ここでは星空などない。頭上まで真っ赤な照り返しを受けている。黒とは闇の色ではなく、煙の色だ。

　アイネは自分一人なら構わず直進しただろう。一応は両手で抱えたカルタの耐久度を考えているのか、原油の分布のない隙間の部分を縫って蛇行しながら燃える海を突っ切っていく。

　カーナビよりも無機質な調子でアイネが口を開いた。

「新型学園船セカンドグリモノア、目視で確認」

「っ」

「こちらから見えるのなら反対から光学兵器の射線も通るはずです、対空レーザーに注意」

　巨大な船の、さらに屋上で何かがじんわりと光っていた。

　緑の光の正体は天空を支配するライオン型から左右に伸びたコンデンサ群。トビウオの胸ビレに似た部位で光が外から内へ集まり、大顎が開く。喉の奥から緑の光源がこちらを睨にらむ。

　ガカァッッッ!!!!!!　と。

　空気を切り裂く恐るべき一撃に、アイネは身を翻ひるがえして逃げ出したりはしなかった。わずかに七〇センチほど右に動き、最低限の距離で緑色の凶悪なレーザーを回避しながら、一千枚以上並んだ窓の一つへ砲弾のように突っ込んでいった。

　船の全面にくまなく張り付き、それ自体が蠢うごめく装甲のようだった大小無数の『脅威』を蹴散らすようにして、だ。





３






『作戦行動に関する資料をまとめておいてください。この私にも分かるよう、きちんと整理した形で。膨大なデータの羅列で真実の一行を覆い隠すようなやり口は避けてくださいね？』

　生徒会長・表おもて参さん道どうキョウカへの挨拶もそこそこに、銀髪褐色の軍人レトネーエ＝クーレントは不ぶ躾しつけに注文してきた。

　さらに言うだけ言うと、外海を囲む多国籍連合軍から派遣されてきたメッセンジャーは管制塔からさっさと引っ込んでしまう。

　ざあ!!　という水滴の連打があった。

　こちらについては表の人工降雨が強化ガラスにぶつかる音ではない。空港の職員待機区画に備え付けられたシャワールームの方からだ。

　レトネーエが言うには、

『日本は空気が悪い上に湿度も高いでしょう？　頭を使う前に、まずベタベタした髪や肌を何とかさせてください』

　という理屈らしい。

（自分の主張だけゴリ押しして話し合いの機会を作らない、スケジュールは全部向こうの感情任せ、さらに相手国をディスって牽けん制せい、と。……まあ、典型的な『テスト』よねえ。わたし達グリモノア勢がきちんと『大人達のルール』に服従するか、怒ってレールから脱線するか）

　多国籍連合軍から派遣された特使。

　本来の所属はインド軍統合参謀本部、中でも海軍寄り。

　ただどんな肩書きで複雑な立場でも表おもて参さん道どうキョウカには絶対忘れてはならない事がある。

　ナタレーナ＝ブラストは確かにこう言っていたのだ。

　かつての世界最強『難なん問もん排はい除じよ』が壊滅し、姉のアナスタシアが死亡した際。本来なら一般人が知るはずもないいくつかの情報を流して一二歳の少女を復ふく讐しゆう者しやに駆り立てた人物がいる。

　その人物の名として出てきたのが……、

（どこまでかしらね）

　長い黒髪をなびかせ、生徒会長はそっと思う。

（インド軍が『黒幕』なのか多国籍連合軍が『黒幕』なのか、あるいは多国籍連合軍を顎で指図できるより上位の組織が『黒幕』として存在する？　まずはスケールの調査かな、と）

「さて」

　きい、という車椅子のタイヤが軋きしむ音が小さく響く。

　キョウカがお邪魔したのはシャワールームの隣にある脱衣所兼ランドリーだ。うっすらと甘い香りが漂っているのは、シャワールームで使われているシャンプーやコンディショナーのせいだろうか？　密閉が甘いのか、湿度も高い気がする。もちろん生徒会長は溜たまった洗濯物を処理したいのではなく、彼女の興味はレトネーエが脱いで畳んだ白い軍服の方にある。

　軍服に階級章。縫製や生地の一つからでも情報は得られる。

（……ふうん、ひとまず本物のインド海軍というのは間違いなしか。敬礼の仕方にも特徴があったし。インド軍に罪を被かぶせるためのコスプレではなさそうね）

　まるでクロスワードパズルだ。一つ情報を仕入れるたびに、次へのヒントが浮かび上がる。ただし前提が崩れていれば全力で間違った方向へ迷い込む羽目になる。

　検死や現場検証の気分で車椅子の生徒会長は先を続ける。

（下着がニューヨークブランドなのはそれだけ世界中を飛び回っているから……って訳でもないか。普通にネット通販かも。しかし、それにしても意外ね。防弾は薄い特殊繊維だけで、プレート系は一切ナシ。『本物の脅威』と世界最強の魔法使いがぶつかる最前線で、自分が撃たれる可能性よりもカメラ映りを気にしているとでも？　あるいは防弾ジャケットで着膨れたくらいじゃどうにもならないとでも考えているのか……）

　脱衣かごの中身を一つ一つ広げて探りを入れていくが、スマホやタブレットといった通信機器、身分証、そして銃器のようなものは見当たらない。

（？　左手に何かあったはずなのだけれど）

『そちらを調べても何も出てきませんよ』

　と、すりガラスに映る肉感的なシルエットが話しかけてきた。

　車椅子の生徒会長はそっと息を吐いて、

「……貴重品はビニール袋に詰めてでもお風ふ呂ろ場ばに持っていくタイプ、か」

『基本です』

　ちなみに薬指にはめていた指輪も脱衣かごにはなかった。ただの仕事人間ではなく、それなり以上にプライベートも大切にしているらしい。

　キョウカは観念して衣服を奇麗に畳んで元の脱衣かごに戻しながら、

「手て斧おのなんか持ってきたの？」

『あら。モノを見ていないのに分かりますか』

「革のケースの形がかなり独特だから。折り畳みのスコップにしては柄が端に寄っているし」

『一つあると便利ですよ。個人的には、サバイバルナイフよりも使えます。銃を置いてきたのはこの国のルールへの配慮ですね』

　斧おのもナイフもこの国の法律ではアウトなのだが、本職の軍人に言っても仕方のない話か。このシャワーも含めて、どこまでやっても怒らないかという『テスト』なのだろうし。

　車椅子のキョウカはそっと息を吐いて、

「メッセージを受け取りましょう。多国籍連合軍からは何と？」

　がらりとすりガラスの引き戸が開いた。
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　湯気に混じって甘い香りがむわっと密度を増していく。

　おざなりにバスタオルを体に巻いたレトネーエが脱衣所に踏み込んでくる。貴重品を入れた小さなビニールバッグの紐ひもを口で咥くわえ、両手を後ろに回して濡ぬれ髪がみを簡単に束ねながら。

　小麦色の左手首にはスマホと連動したモバイルウォッチがついていた。

　ただし、だからと言ってレトネーエが右みぎ利ききだと考えるのは早計だろう。そういう刷り込みはいざという時に致命的な判断ミスを生む。

　メガネを掛けているのは入浴中でも五感を保って警戒していた証あかしか。

　邪魔な濡ぬれ髪がみをケアすると、メッセンジャーはビニールバッグを手で摑つかみ、口の自由を確保する。そのままレトネーエ＝クーレントが爆弾を投げ込んできた。

「我々、多国籍連合軍はあなた方のする事に横よこ槍やりを入れるつもりはありません」

「まさか、それだけ言って終わりって訳じゃあないでしょう？」

「ただし作戦続行不能とみなした場合は我々が引き継ぎます。ピナーカⅢの使用準備を進めている、と言えば大体の事情はお分かりになられるのでは」

「……、」

　陸海空の三軍から分離したインド宇宙軍が実戦配備している永久周回核魚雷だ。

　艦艇や潜水艦から海へ放たれたら最後、地球を何周でもできる驚異の探知不能兵器。動力源は地球を取り囲む三〇基の低軌道発電衛星で、ピンポイントで浮上する魚雷がマイクロ波充電を続ける限り半永久的に活動するゲテモノだ。当然、全世界を取り囲む三〇基の発電衛星が本命と囮おとりの両方を兼ねるため、照射海域から魚雷の位置を探る事もほぼ不可能とされている。

　もちろん、深い海の底を進んでいる間は対空レーザーに迎撃される心配もない。

　そしてここまでのゲテモノを用意しておいて、弾頭部分にただ火薬を詰めた通常弾頭を使おうなどとは誰も考えない。管制塔で無線をいじっていたキョウカも、沖の揚陸艦がクジラよりも大きなお腹なかの中に防護服や化学防護車をしこたま詰め込んでいる情報は摑つかんでいる。

「ピナーカⅢだとペイロードは魚雷としては破格のトン単位。水爆を限界まで積んだら破壊力はざっと一四〇メガトン級かしら。確か、インド宇宙軍は旧ソ連が打ち立てた世界記録を破るために相当無茶な計画を回していたよね。砂漠にあるポカラン、その地下深くで」

「良くご存知で。ただしそこまで特大の爆弾を実際に地表で炸さく裂れつさせたら、その一発で地球が氷河期になりますよ。それを避けるため、現場海域に到達後は小さな核弾頭を二〇発ほどばら撒まきます。一発の威力は四〇〇キロトン程度、影響は最小です」

「……直接の熱線と爆風だけで半径一四キロ、放射能汚染まで含めれば日本全域どころか全世界の成層圏をうっすらと覆い尽くすレベルの戦略核兵器を投入しておいて？」

「最小と言ったはずです。ゼロではありません」

　たとえ強烈な核攻撃にさらされても、致命傷でなければ水晶魔法の『修復』は容赦なく魔法使いの肉体を回復させる。皮膚が爛ただれ、肉がめくれて、骨が千切れても、三〇秒さえ耐えられれば元に戻れる。そう考えれば直接的な衝撃波や熱線は必ずしも即死条件とは限らない。

　しかし一方で怖いのは死の灰と呼ばれる放射性物質だ。特に取り除くのが難しい内ない部ぶ被ひ曝ばくの場合、体内で延々と『修復』が誤作動を繰り返して身動きが取れなくなる可能性が出てくる。水晶魔法使いは毒と薬に気をつけろ。鉄則である。放射性物質なんてその極みだ。

　レトネーエは水滴を垂らす銀の前髪を片手で軽くかき上げながら、

「よって、我々としてはグリモノア勢の作戦計画書をいただきたい。状況を眺め、どの時点で作戦の成否を判断して完全着弾兵器の発射ボタンに指を掛けるべきかを知るためにね」

（……カルタ君が勝手にやってる反攻作戦の詳細なんて、わたしに分かるはずないんだけど）

「拒否したら？」

「我々が勝手にタイミングを決めます」

　おくびにも出さずに質問する生徒会長に、しかしレトネーエ＝クーレントも調子を崩さない。いくつか用意しておいた会話のフローチャートを指でなぞるような予定調和ぶりだ。

「まだグリモノア勢にチャンスがあってもピナーカⅢ発射の判断を下してしまうかもしれませんが、それでもよろしければ」

「なるほど……」

「これは、あなた達のためでもあります」

　ぎっ、と車椅子が小さく軋きしんだ。

　キョウカが後ろへ下がったのではない。バスタオル一枚のレトネーエが前のめりになり、車椅子左右の肘掛けに自分の掌てのひらを乗せたのだ。

　半ば覆おおい被かぶさるようにしながら、銀髪褐色の美女が仕掛ける。イニシアチブを奪いにくる。

「誤判断の原因を潰す事は、ただでさえ重責の中にあるグリモノア勢の皆様をいらないリスクから守る事に繫つながります。ですから、グリモノアが全体としてどういうスケジュールを組んでいるのか、作戦計画書の提出をお願いしたい。拒めば全校生徒どころか、関西一帯、いいえ日本列島全域を核汚染の危険にさらしますよ」

　表おもて参さん道どうキョウカは鼻で笑った。

「……これで日本のルールに配慮する、ね？」

「この国の非核三原則を進んで破りたいとは思いません。どうか発射しないための協力を」

「カラダが火ほ照てってうずうずしているくせに」

（ようは、子供達から世界の手綱を取り上げた上で、世界最強としてイメージが固定しつつある水晶魔法の技術を奪いたい訳か。わたし達の作戦計画は水晶魔法の使用が前提。それはまあ、作戦が妥当か否いなかを判断するには水晶魔法の技術も理解しなくちゃいけないんだし）

　目と鼻の先に全人類を攻撃する『脅威』がいても、人間は汚い。どんな状況でも逆手に取ろうと考える者は出てくるものだ。

　とはいえ『脅しには屈しない』などと安易に返せば、レトネーエ達は本当に発射してしまうだろう。自分達の方法で『脅威』を倒すという理屈は大変ヒロイックだし、世界最強の水晶魔法使いが相手ならどんな暴力をぶつけても大丈夫だろうと考えてしまっても不思議ではない。ヒーローごっこに夢中な小さな子供が、罪悪感もなく怪人役の父親を叩たたいてしまうように。

　頂点とは異物だ。

　最強となった存在はその他の群衆から心配される事はない。かつての最強、『難なん問もん排はい除じよ』が『脅威』と戦わされる事に誰も疑問を持たなかったのと同じように。そして誰がどんな短慮で発射した永久周回核魚雷でも、実際に炸さく裂れつすれば傷つけられるのは現場で動くカルタ達だ。

　表おもて参さん道どうキョウカは、根本的な間違いを正す事にした。

「主導権を奪うのは構わないけれど、責任を取るつもりはあるのかしら」

「法的根拠は間もなく手に入ります。我々は連合軍、世界の意志そのものですよ？」

「そうではなくて」

　そっと差し込むようにキョウカは囁ささやいた。

　言葉で嬲なぶる、嗜し虐ぎやくの快楽を心得ている女の声で。

「あなたの、というより多国籍連合軍の総意は『核兵器を使えば人類を撃滅する「本物の脅威」を確定で始末できる』という仮定があってこそでしょう。仮に、核を使って散々汚染を広げて『本物の脅威』はぴんぴんしていました、じゃいよいよ立つ瀬がなくなるんじゃない？」

「……、」

「核爆発ってド派手よね。失敗した場合、流石さすがのあなた達でも誤魔化しようがなくなる」

　グリモノアが核武装していない事は誰でも分かる。

　このタイミングで全く別の核戦争がたまたま起きる可能性なんか皆無だ。

　起きてしまった核爆発に対し、多国籍連合軍はよそに責任を押し付けられそうにない。

「そしてそうなった場合、わたし達は単なる世界最強だけでなく、被害者代表という肩書きをいただく事になるのかしら？　普通に戦っていれば『本物の脅威』に勝てたのに、大人達が邪魔したからこうなった。残念、次はあなた達が滅びます。……少なくとも、これであなた達が世界の意志決定のイニシアチブを手元に置いておけるとは思えないけれど？　世界中で暴動が起きて、あなた達は暗くてジメジメしたシェルターから一生出られなくなる」

　つまりこれは、必ず成功させなくてはならない作戦だ。

　核は最大の交渉カードとなる。大抵の要求はゴリ押しで通せる。だけど核を撃っても『本物の脅威』を倒せなかった場合、多国籍連合軍は全てを失う。メンツを失い、信用を失い、権力を失って、後世の歴史書では正気まで疑われる羽目になる。

「オール、オア、ナッシング」

　ゆっくりと区切るようにキョウカは告げる。

　毒婦らしく、妖しく微笑ほほえみながら。

「そこまでハイリスクなギャンブルを、あなたの『上』は本当に望んでいるの？　富も権力も腐るほど抱えていて、放っておいても死ぬまで安泰な軍隊セレブの皆様が？　ギャンブルなんて、基本的に負けて先がない側が挑むものよ。スリルを楽しむ万引きセレブじゃあるまいし、退屈で満たされた人生を揺蕩たゆたって逆転の必要なんか一ミリも感じていない勝ち組の大人達がいったん成功してからわざわざリスクを抱えたがるとはとても思えないね」

「……それは」

　体に巻いていたバスタオルが外れる。

　まるで小こ賢ざかしい理屈が一枚一枚剝がされていくように。

　水滴を弾はじく褐色の裸身をさらすが、レトネーエは車椅子の肘掛けから両手を離さない。

　この程度では、退かない。

　メッセンジャーは背負っているものが違う。ここで個人の感情を優先して怯ひるんでしまえば、多国籍連合軍全体の意志が疑われてしまうのだから。

「『脅威』には核攻撃が通用しない、という前提があっての話でしょう？　ポジティブとネガティブ、我々は互いに中身のない仮定と仮定をぶつけて効力のない牽けん制せいを行っているだけです。そのような時間稼ぎで多国籍連合軍が行動を撤回する事はありません。絶対に」

「……、」

「ピナーカⅢは発射します、あなたが何もしなければ。根拠のない妄想はその辺りにして、現実のデータに基づく決断をしてください」

「根拠があると言ったら？　それもかなり具体的な」

　滑らかな即答に、今度こそレトネーエの息がわずかに止まった。

　核攻撃自体が寝耳に水だったのだから、表おもて参さん道どうキョウカには事前にフローチャートを作って身内相手に模擬論戦を繰り返す余裕などなかったはずだ。にも拘かかわらず、いつの間にか。万全の準備を進めてきたレトネーエ＝クーレントの身動きを封じている。

　見えない糸で獲物を搦からめて縛りつける、絡じよ新ろう婦ぐものように。

「言うまでもなく水晶魔法は世界最強の戦闘技術よ。今はそういう時代になっている。そんな最強の魔法使い達が束になって最前線に向かったのに、『本物の脅威』に対する撃破報告もないようだし。わたしの知る限り、唯一の成功例はついさっき海上のカルタ君がしれっとやった同士討ちくらいかしら」

「……、」

「デコイと本物の『脅威』は明らかに違う。……わたしの読み通りなら、今度の『脅威』は核兵器でも全滅させられない。そういう風にできているのよ。だから、人類の『脅威』となりうる存在なの」
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　かはっ、と。

　パイプの詰まりが抜けるような音が、自分の喉から鳴り響いたのだと気づくカルタ。視界が歪ゆがむ。頭が眩くらむ。どうして全身が激痛に包まれているのかを思い出すまで時間がかかる。

　セカンドグリモノアの脇腹に突っ込んだのだ。窓から奥へとぶち抜き、そのまま浅い角度でどこに突っ込んだか覚えてもいない。

　こちらは二つ並んだ校舎の内、中等部側か。

　かかった『時間』のせいか、すでに暗闇に目が慣れていた。

　ただの教室でもなさそうだ。奇妙に塩素臭く、水がちゃぷちゃぷ揺れる音が響いている。

　真っ暗な屋内プールだ。

「にえさま」

　冷静沈着に、プールサイドでぐったりした少年の体を抱き起こしながら水晶少女が囁ささやいた。薄い胸の辺りで抱えたビーチボールへ話しかけるように。アイネはずぶ濡ぬれのままだった。ぐっしょりと濡ぬれた衣服の感触の奥から少女の体温が伝わってくる。

「早く移動を開始しましょう。じきに『脅威』も気づきます」

「……じきに？　なに、やった???」

　何な故ぜ、時間的な猶予があるのだ。外壁という外壁を黒い光沢が埋め尽くしていたはずだ。海上の石油火災も関係なく、船内がやけに暗いのもそのせいだと思っていたのだが、

「何だあれ……。壁？」

「黒い金属の巨体で薄いガラスの上にそのまま張り付いても砕けてしまうでしょうからね。失敗の経験から、そういう『学習』でもしたのでは？」

　日光を大きく取り込むための一面のガラス壁は鉄板やパラソル、ビーチチェアなどで埋まっていた。船の補修材や甲板の設備を接着剤らしきもので固めているのだ。すでに、カルタ達がどこから入ってきたかもはっきりしない。

　フナムシ型だの脚の生えたオタマジャクシ型だの、あのうじゃうじゃした大小無数の『脅威』ごとアイネがその速度と体重を利用し、強引に蹴散らして船内に突撃した。それなら侵入者に気づいた船外の『脅威』が巣の中を襲われたヒアリの群れみたいに殺到してきそうだが。

　対して、アイネは水晶に似た素材でできた刀を軽く振って切っ先から透明な雫しずくを散らし、

「こちらにもレーザー狙撃ユニットがあります。『脅威』に致命傷を与えるには根拠が足りませんが、『目潰し』で使うのであればにえさまの懐中電灯より高い効果が見込めるでしょう」

　うっすらとものが見えるという事は、小さな隙間からわずかに光が入っているのだろう。

　半ば呆あきれたようにカルタは息を吐いた。

「……半分以上考えなしか。さっきのクラゲみたいに、超音波やマイクロ波で探すタイプだったら攪かく乱らんできなかった。その場合は即死だ」

「『本物の脅威』についてはデータが少なく、ある程度は推論を基に行動していくしかありません。余談ではありますが、一応赤いガラス質のレンズを持つ個体が密集している窓を狙って突撃したつもりです」

　安全の根拠と言うには弱い。蛾がの羽根にある目玉模様のように、全く機能性のない擬態という可能性だってあったはずだ。

　ただカルタとしてはそれ以上に驚いた事があった。

「余談、ね。意外だな、お前が𠮟られるのを嫌がって言葉を付け足すだなんて」

「……、ぅー」

「分かった、お前は命の恩人だアイネ。だから口をへの字にするな、拗すねられても困るよ」

「あくまでも論理的に推察しますに、がっつり煽あおってはいませんかにえさま」

　無表情でほっぺたを膨らませている水晶少女は髪も服もびしょ濡ぬれのままで、髪の先やドレスの裾からはぽたぽたと透明な雫しずくが垂れていた。単純な雨だけでなく、突入時に減速するためプールにでも突き刺さったのだろうか、何やら髪から塩素の香りがする。肌を見られる事に恥ずかしさくらいは覚えているようだが、かと言って『有効な対策がないから』というだけでそのまま放っておいている辺りはまだまだ人間味が薄い。なんというか、イエスとノーの矢印通りに進んで、条件が合致しないならそのまま放置といった機械的な処理に見えてくるのだ。

　あくまでも健全な少年であるカルタはそっと息を吐いた。

　それからプールサイドを歩いて更衣室を覗のぞき、適当なロッカーから乾いたタオルを拝借する。ここはセカンドグリモノアだ、普通の学校にあるものなら大抵全部揃そろっている。

「ほらアイネ、分かったからひとまず体を拭こう。これからどう移動するにせよ、濡ぬれた足跡をべたべた残す訳にはいかないだろ？」

「そうですね」

「……何な故ぜそこで両手を挙げてバンザイする？」

「にえさまがやりたいと仰おつしやったのでは？」

　真まっ直すぐ過ぎるアンサーに思わず頭を抱えそうになった。

　分かったからひとまず体を拭こう。誰が？　確かに主語は抜けていたが、そう解釈するか。

　というか根本的に、だ。

（……見られるのは恥ずかしいのに触れる分には問題がないのか!?）

　不思議なラーニングに目を白黒させるカルタだが、拘こう泥でいしても仕方がない。まず小さな子供にするように濡ぬれた髪を大雑把にタオルで拭ってから、両目を瞑つむり、極力意識しないように体の方に移る。……目を瞑つむった事で余計指先の感触が強く意識されただけな気もするが。

　そしてカルタは気づいた。

「そうだ。服の中に分厚いタオルを押し込んでおけば濡ぬれても透ける事はないんじゃ、」

「……、」

「すまんアイネ。一体何がそこまで気に障さわったのか知らないが無言で睨にらまないでくれ」

　人間でない水晶少女からデリカシーについて問われたらいよいよ人としておしまいだ。

　ともあれ、カルタとしてもこんな所で水晶少女とじゃれるのに夢中になって無駄に時間を浪費する訳にもいかない。今はアイネのレーザー狙撃によってスタングレネードのように『脅威』の感覚器官を眩くらませているが、根本的な殺害手段は構築できていない。この状態でも殺せるとは限らないのだ。連中が機能回復した場合、ただ囲まれて嬲なぶり殺ごろしにされるだけである。

（『本物』は凄すさまじいな。迂う闊かつに殺したら無尽蔵なカスタムで膨れ上がるどころじゃない、そこまで駒を進められない。そもそも数を減らす事すらできないなんて……）

　夢にまで見たセカンドグリモノア。

　ゲキハ達『一隻目』の旧友が水晶化した状態で深い眠りに就き、マリカ達も音信不通になってしまった死の迷宮。普段あれだけ見慣れた学校は、まるで深夜の病院のように強い死の空気で満たされていた。隣にアイネがいなければ濃密な闇に押し返されていたかもしれない。

　胸の水晶花を意識する。通信機能はあるのに、迂う闊かつに使えば自分だけでなくマリカの命まで危険にさらす。アンテナだらけのウニだか何だか知らないが、はた迷惑な事この上ない。

　見つかれば死ぬ。ここはそういう場所だ。

　カルタは自分の足で改めて更衣室側から廊下の床にゆっくりと顔を出して、

「……とにかく移動するぞアイネ。一度、追跡を完全に断ち切る。『脅威』に延々追われ続けて手一杯、なんて展開は避けたい」

「イエス」

「それから、マリカ達の安否だ。どこから入り、どう追われて、どこへ逃げ込んだか。中は暗いけど痕跡に注意。プロファイリングだよ、わずかな傷や汚れから心理を読み取る。六〇〇メートルもある船だけど、確実なデータを一つ一つ積み重ねれば必ず見つけられるはずだ」

「こちらは何の根拠もない無価値な推論ばかりで申し訳ありません」

「やっぱり不ふ貞て腐くされているなお前……」

　半ば呆あきれながらも、カルタは水晶少女を伴って船内を歩く。

　改めて意識すると、今自分がいる場所のいびつさを思い知らされる。保健室のベッドで安静にしていたと思ったらベルト付きの解剖台だったと後で気づかされるというか……。

　夜の学校は異界だ。

　なまじ見覚えのある人工物が、自然の森や洞窟とは違った恐怖を叩たたき込こんでくる。

　本当に誰もいない無人島には幽霊も現れようがない。何な故ぜなら人がいなければ死ぬ事もないのだから、由来を作れないのだし。自宅や庭の物置よりも学校、病院、駅などの公共施設を舞台とした怪談話がやたらと多いのは、大勢の人がいるはずの場所に誰もいない、というその空白を想像で埋めるために人は有機物でも無機物でもない架空の存在を当てはめて、ある種安心したがるのではないか。何だか気味が悪いけどそんな由来があるなら仕方がないよね、と。

　仕方がないよね。

　そんな一言で納得してたまるか。『脅威』を倒して必ずいつもの学校を取り返す。

　そのためには距離よりもまず身を隠す遮蔽物だ。実際に使っている波長は不明だが、アイネのレーザーで目が眩くらんだ以上、外に群がる『脅威』は視覚を使って獲物を捜索するはず。

　対処はかくれんぼで構わない。

　ざわりと廊下の空気が蠢うごめいたタイミングでカルタはアイネの細い肩を抱き、壁から出っ張った四角い柱の陰へ飛び込む。アイネは濡ぬれた水晶質の刀を切っ先だけ出した。角度はカルタに合わせてくれたらしい。鏡のような反射で確認する限り、廊下の突き当たりを何か大きな影が横切っていくのが分かる。丸まって転がるのは、パイプウニに似た『脅威』。四方八方にテレビのアンテナに似た長い棘とげを伸ばしている。キョウカが言う情報収集に特化した個体だろうか。

　肩を抱かれたまま、無表情でアイネは囁ささやく。

「マリカ嬢が仮に今も生存しているなら、無意味に『脅威』へ突撃したり恐怖に負けて船外へ脱出しようとはしないはずです。分厚い包囲の中で目立つ行動を取っても死亡リスクが高まるだけ。それくらいは自力で導き出していなければ、早々にリタイアしているはずです」

　マリカなら必ずそうする、ではない。

　これ以外の選択肢を選んでいればそもそも即死状況だから諦めろ。そういう意見だ。

　シビアにアイネは先を続ける。

「消極的な籠ろう城じようが唯一の生存策として、マリカ嬢の希望は何か。『本物の脅威』が食糧を摂取するか燃料を補給するかは不明、待ちに徹して我慢比べは未知数過ぎます。だとすれば？」

「自分で何とかできないなら、外からの救援に期待する？」

「イエス。そしてマリカ嬢が生き残るのに必死であれば、少しでも合流に成功するための努力を行うでしょう。つまり、偶発的ではなく意図的にサインを残している可能性があります。『脅威』側には分からず、アイネ達にだけ伝わる形で、です」

　ふむ、とカルタは手の中の軍用懐中電灯をくるりと回した。

　マリカが正しい行動を選んでまだ生存しているならば、彼女はきっとこう考える。

　まず、船内で水晶花やスマホなど長距離通信は自殺行為だ。大量の『脅威』を呼び込む。

　その上で、助けに来るのは世界最強の四人、『天てん外がい四し神じん』の誰か。さらに言えば、車椅子に頼りきりでまともに魔法を使えない表おもて参さん道どうキョウカの線はほぼない。

　つまりカルタか、カルタの命令なら何でも聞くアイネだ。この二人にだけ分かるサインを考えれば良い。少し思案し、少年は軍用懐中電灯のスイッチを押した。目潰し用の赤外線に換装してあるので分かりやすい光の円は生まれない。

　にも拘かかわらず変化があった。何もない廊下の壁に、夜光塗料のようにぼんやりと手形が浮かび上がったのだ。一つではない。等間隔につけて一本の道でも作るように、だ。

「ビンゴ。わざと少し滑らせているのはどっちが前か示すためかな」

「『修復』で使い終えた水晶片を粉末状に砕き、何かを混ぜたのでしょうか？　人工エメラルドに紫外線を当てると赤い光が浮かび上がるという話は聞きますが」

　詳しいレシピはマリカと合流してから聞けば良い。直線の廊下を覗のぞき込こんで人影の有無を確認していた『脅威』がよそへ離れたタイミングで、カルタとアイネは柱の陰から飛び出す。

「……それにしても、マリカ達も杜ず撰さんだな。レーザーなんて『脅威』側だって使うのに。少なくとも、校舎の屋上にはライオン型がいるんだぞ」

「『スパークル』が本当にライオンを参考にしているかは不明ですし、『スパークル』が励起した赤外線波長のレーザー光線を使っているかは確定が取れていません。にえさまこそ根拠のない推論に振り回されないようご注意を」

「教えてくれアイネ、どうすれば機嫌が直る。ガラガラや哺乳瓶でもプレゼントしようか？」

「あくまでも水晶魔法の一装備に過ぎないアイネに人間のにえさまと同等の知能や感性を求められても困りますが、ひとまずその減らず口に蓋をするところから始められては？」

　赤外線レーザーに反応して光る手形を頼りにカルタ達は慎重に廊下を進み、階段を上る。怖い。常に遮蔽物を意識して、『脅威』が近づいてきた場合は身を隠せるようにしておきたい。

　踊り場を曲がり、上の階層へ。

　相変わらず暗いが、改造軍用懐中電灯の赤外線が手形以外の何かをギラリと照り返した。ありえない可視光線の反射。それは廊下の真ん中に無造作に転がっていた。大きさだけで言うなら、一本丸々のフランスパンよりも長い。

「……、」

　歌うた貝がいカルタは無言だった。

　無言のままそれを見る。




　右足、だった。

　太ふと股ももの根元から千切り取られた女の子のしなやかな右足が、半透明に水晶化していた。
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　よいしょ、よいしょ、という内に籠った掛け声があった。

　両手で大きな寸胴鍋を運んでいるのは、長い亜麻色の髪の女教師ソフィア＝フィレンツェだ。一応タイトスカートのスーツを纏まとってはいるが、リクルートスーツのような初うい々ういしさがいつまでも抜けない。まさに歩く子犬系。見ている側が心配になるオーラが全身から出ている。

　炊き出しの準備らしい。

　丸ごと借りた国際空港の中でも、レストランから調理器具を引っ張り出してきている。レストランの調理器具と避難施設用のアウトドア用品が合体し、空港の一角がキャンプ場の炊事場にリフォームされつつあった。何しろ中高合わせて一千人以上の大所帯だ。一度に多く作るとなると、キッチンをそのまま使うのでは間に合わないのかもしれない。

　ジャージにタンクトップのムキムキ体育教師・清きよ沢さわハドメが声を掛けた。

「フィレンツェ先生」

「あっ、清きよ沢さわ先生！」

　大きな鍋を抱えたまま、パッと顔を明るくするソフィア。

　つい先日のクリスタルビーチ戦ではとにかく衣食住のインフラ欠乏との戦いだった。北極圏の猛吹雪の中、明日の食事すら担保のない状況でデコイの『脅威』と激突した経験からソフィアは色々学んだのだろう。武器と武器を突き合わせるだけが戦いではないと。

「こういう時はでっかいお鍋で一度にたくさん作れるものが良いいですよね！　やっぱり定番はカレーライスでしょうか。あるいはお肉いっぱいのビーフシチュー？　でもでも、お鍋以外でもバーベキューなんかも捨すて難がたい……」

「子供達のコンディションは千差万別です、ストレスによって受ける影響も違います。胃が荒れている生徒に備えて野菜のスムージーなども用意すると良いいでしょう」

「あっ、ですよね。ご馳ち走そうでお腹なかを満たして手軽に栄養補給、とても良いいアイデアです!!」

　社会人の常識ではあるのだが、ソフィアを前にすると普段は生徒達から恐れられている清きよ沢さわも上からの敬語になってしまう。悪いクセだと分かっていてもつい出てしまうのだ。

　ハドメはちょっと離れた場所を車椅子で移動していく生徒会長を横目で見ながら、

「それから大勢の生徒達に配る場合は食材と調理手順についてメモを取っておいてください。後になってから気ままに入れた秘密の隠し味が何だったか思い出せない、はナシです」

　何しろ世界中から稀き少しような才能を一ヵ所にかき集めたグリモノアだ。アレルギー、宗教上の関係、ベジタリアンなどの都合で食べられない食材というのも珍しくない。

　ソフィアがやる気なようなので、料理はそちらに任せる事にした。こういう考え自体が時代錯誤な『古い体育教師』かもしれないが、まあ元気ばかり有り余っている悪ガキどももムキムキ体育教師と新任女教師なら、どっちの手料理を食べたいかは想像できそうなものだし。

「ダージリンか……」

　清きよ沢さわハドメは清きよ沢さわハドメで、そこらじゅうにある調理器具や食材の中から紅茶の茶葉をいくつか確認する。有名過ぎる茶葉は名前だけ溢あふれ返かえるせいでかえって等級が分かりにくいものだが、そこはやはり国際空港、四角い缶の中を見る限り質の高いものを使っているようだ。

　紅茶は良いい。そのまま飲んでも良いし、デザートの味付けにも使える。お上品でありながらカフェインが含まれているので、多少ではあるが戦場での士気高揚にも繫つながる。ハドメの感覚的にはコーヒーよりも扱いやすい。

　ソフィアは首を傾かしげて、

「ふわあー……。テキパキしていますね清きよ沢さわ先生、こういうのお詳しいんですか？」

「これでも独り暮らしですよ。まあ、学生時代に鍋や料理を仕切りたがるクラスメイトに散々叩たたき込こまれたというのも事実ですが」

　ジャージのムキムキ教師はそっと息を吐いた。

「それから食欲がないと訴える生徒には胃腸薬などを与えるよりも、先に柔軟体操などを勧めてください。食欲なんて本来なら肉体的な信号です。内臓の動きが正しいサイクルで管理されていれば、勝手に発せられるものですから」

「えっ、みんな最前線でへとへとになるまで戦ってきたのに？」

「陸上、水泳、そして格闘技。目的ごとに使う筋肉は決まっています。運動の最中に意識するのは肺くらいのもので、手足を振り回すのに必死で意外と内臓系は放ほうったらかしという事も珍しくありません。呼吸のやり方一つで普段使わない筋肉はいくらでも刺激できます、例えば一回一〇分のヨガで五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを整えるだけでも体の感覚はかなり変わってきますよ」

「清きよ沢さわ先生って、もっと食事に厳しい人だと思っていました」

「無理なダイエットや試合前の減量でもない限り、食べない事で得する事はありません」

　ゴッ!!　と空気を震わす振動があった。

　空港の大きなウィンドウのすぐ外では、水晶装甲を纏まとう少年少女が空中で合流して最前線に向かっていくところだった。戦闘は生徒達の担当になりつつある。そんな『常識』などクソ喰くらえだと思うのだが、清きよ沢さわハドメが一人で歯は嚙がみしても大きな流れを変えられない。住人は退避したとはいえ、本物の『脅威』から市街地を守らなくてはならないのは事実なのだ。

「生徒達が文句も言わずに死地へ向かうというのに、こんな事しかしてやれん」

　紅茶の缶を手にしたまま、清きよ沢さわハドメはぽつりと呟つぶやいた。

　教え子達の前では決して表に出さない顔で。

「……死ぬなよ、悪ガキども」
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　う、というカルタの呻うめきがあった。

　自分の喉が意思とは無関係に蠕ぜん動どうする。頭の後ろがノイズまみれになり、状況を無視した絶叫の衝動が胸の奥で爆発するのが分かっていても止められない。

　震える掌てのひらがとっさに動く。ただし口を押さえるためではない。

　胸の水晶花。死の前提を無視してその通信機能を強く意識したところで、

「にえさま」

「ぐっ!?」

　アイネに膝の裏を蹴飛ばされてカルタの視界が垂直に落ち、頭の高さが下がったところで水晶少女の薄い胸元で抱き寄せられた。そのまま近くの空き教室まで押し込まれる。

　ぐしゃり、と。

　廊下側で聞こえた、重たく湿った音の正体はやはり『本物の脅威』か。アイネは壁に寄り添うと片腕で少年の頭を抱え込んで薄い胸元で口を封じ、逆の手で刀を摑つかみ直なおしている。

　見つかれば終わり。

　しかし濡ぬれた薄布を通して伝わるアイネの鼓動は柱時計の振り子のように正確だ。緊張で心拍数が上がる、といった生理現象は起きないらしい。どちゃり、べちゃり、という黒い金属にしてはやけに粘ついた音が廊下の奥から手前へゆっくりと流れていく。

　空き教室にいれば安全か？

　そんな訳ない。鉄板で塞がれた窓の向こうで、フナムシ型だの脚の生えたオタマジャクシ型だのがうじゃうじゃしているのがもう分かる。爪で引っかくような音はあまりにも多い。

　現実に、水晶化した少女の脚は転がっていた。

　安全地帯なんかない。当たり前なんてとっくの昔に崩れている。

　孤独だ。ただ仲間がいないのではない、徹底的に捕食者が全周を取り囲んでいる。無人の孤独ではなく、四し面めん楚そ歌かの孤独。ただ耐えているだけで心をすり潰されていくような。

「……だから、彼らは視覚に頼っていると進言したでしょう。窓についてはカーテンを開かない限りは問題になりません。鉄板の隙間や強度は未知数、不意の脱落に注意すべきです」

　しかしアイネが気にしているのは廊下側だった。

　そっと水晶少女が囁ささやく。

「廊下側のは情報がより少なく、捜索や移動にどんな方式を使っているのか断言できません。危険度はより大。『脅威』は床に潤滑油を撒まいて移動の助けにしているのかもしれません」

「……、」

「しかしヒルにせよナメクジにせよ、全身を粘液で包むのは外気との接触によって体表が乾燥するのを防ぐためであり、一般にそうした生物はむしろ足場との摩擦を増やす事でグリップを確保したがるものなのですが……にえさま？」

　カルタは答えなかった。

　がくがくという不自然な震えが止まらない。アイネの均一な体温にすがったところで安心を得られない。呼吸がひずみ、全身から冷たい汗が噴き出る。

　ぎゅっとカルタの頭を薄い胸元へ抱き寄せたまま、水晶少女が告げる。

「にえさま、何にせよ廊下側の『脅威』はよそへ行ったようですよ。窓の外は相手を刺激しない限り危険はありません。大丈夫、どちらもアイネ達に気づいた様子はありませんでした」

　違う、そうではない。恐怖の源はそこではない。自分の命なんてどうでも良かった。

　頭の中を埋め尽くすのは別の何かだ。

　いつまでも水晶少女の胸元にすがりながら、カルタは震える唇を動かした。

「女の子の脚だった……」

　ぽつりと呟つぶやく。

　否定してほしくて口を開いているのに、そのための材料を見つけられない。

「誰のだ？　分かり切っている。『本物の脅威』に占拠されたセカンドグリモノアで行動していた水晶魔法使いなんて限られているんだっ。だから、あれは、だからあれはっ」

「にえさま」

「マリカなら大丈夫、なんてルールはどこにもないんだ。人間なんていうのは死ぬ時がくればあっさり死んでしまうものなんだよ、このくそったれな世界じゃなっ」

「にえさま」

　もう一度。

　今度は少し強めに、遮るようにアイネが繰り返した。

「落ちていたのは人間の右足でした。形状から判断するに、高確率で女性のものでしょう」

「っ」

「しかし逆に言えば、落ちているのは右足だけでした」

「だから？」

　みっともなくすがりついたまま、顔を上げる。

　唇と唇の距離はわずか数センチ。餌をねだる雛ひな鳥どりのように、カルタは絶望の声を絞り出す。

「残りの体は建設重機みたいな『脅威』の大顎でバラバラにされたかもしれないだろッ」

「そういう意味ではなく」

　アイネは自分の薄い胸元で少年の頭を抱えたまま、後頭部を掌てのひらで撫なでる仕草をした。人間の少年と比べ頭一個は背の低い華きや奢しやな少女のくせして、小さな子供をあやす母親のように。

「靴下、革靴、制服のスカートや下着等は一緒に水晶化していなかった。でしょう？」

「あ」

　自分の半身、だけど水晶少女は自分一人では気づかない事を言葉にしてくれる。

　誰かと話ができる事がこんなにも救いになるだなんて、カルタは知らなかった。

「水晶魔法の『修復』は基本的に傷を癒やす仕組みですが、致命傷を負って全身水晶化する場合は身に纏まとう衣類ごと巻き込む形で半透明に硬化するはずです」

「つまり……。つまり、マリカはまだ死んでいないって言うのか？　あれは死体の脚じゃなくて、まだ生きている方の『修復』なんだって。頼むアイネ、そうだって言ってくれっ」

「脚が千切れた時点では。その後、別口で致命傷を受けたか否いなかは保証いたしかねます」

「……、」

「こうして実際に『脅威』から攻撃を受けている以上、マリカ嬢の潜伏は失敗しているようです。非常に危険な状況は継続しているとみなすべきでしょう」

　やはりアイネは、とことんまでシビアだった。

　感情に流されないというか、戦うためだけに生まれてきたというか。

　カルタはアイネの薄い胸元から顔を離すと、空き教室の天井を見上げて、

「ぷはっ、『脅威』に見つかっているって言ったって……派手に戦っているような音はないぞ」

「状況は不明ですが、『脅威』側に殺さずに捕らえる理由があるのかもしれません。あるいは『脅威』が行動阻害を目的とした麻酔ガス等を撒まいたものの効果が表れる前にマリカ嬢が逃走し、彼らの死角で気絶した可能性もあります」

「根拠はないな」

「もちろん。上述二つは、にえさまの希望に寄り添う形でバイアスをかけた意見です。ぶっちゃけ戦闘の気配がない以上、すでに戦いは終わったと考えるのが一番順当ではあります」

　カルタ達としてもやるべき事は変わらない。マリカが残したであろう、レーザーを当てると浮かび上がる手形を頼りに幼おさな馴な染じみを捜すしかない。

　改めて恐る恐る廊下に出て、痕跡を追う。

　リアルタイムではない、過去のシグナル。カルタ達がどんなに希望を注いだところで、これを刻みつけた人間はとっくに死んでいる可能性だって当然ある。

「……、」

「にえさま？」

　その時だった。不意に、カルタが廊下の真ん中で立ち止まった。棒立ち。彼は傍かたわらのアイネが話しかけるのも構わず、ただ一点を見つめている。

　暗闇の中だった。

　しかしほんのりと輝く細い手が一本、廊下の曲がり角から伸びていた。カルタの視線には気づき、ひらりひらりとしなやかな掌てのひらが手招きするように何度か揺れた後、奥へと引っ込む。

「にえさまっ」

　少年の体が力なく左右に揺れる。

　まるでそういう装置。蛾がが光に集まる性質を利用した誘ゆう蛾が灯とう、魚を喰くいつかせるためのルアー、あるいはアリに死の餌を喰くわせるための誘因物質。周囲からすれば一ミリも理解できなくても、狙った対象だけはレバーで動かすくらい的確に外から操れる、そういうサイン。

　滑らかな少女の手、誘いは一度だけではなかった。

　カルタが角を曲がれば、次の角に。あるいは階段に。明らかにおかしな所から手が伸びている事もある。階段については、天井から真下に掌てのひらが突き出していた。

　流石さすがに、だ。

　コレが真っ当な人間でない事は、カルタも薄々分かっている。

　分かっているから何だ。確かめる必要がある、コレが何を見せようとしているのかを。

　目的地は特別な部屋ではなかった。

　何の変哲もない、中等部校舎の廊下だ。ただ長い長い、冷たい床が延びているだけの場所。その真ん中でくすくすと笑う小さな吐息があった。

　歳としの頃は一三、四歳くらいだろうか。

　裸の女の子が無造作に突っ立っていた。外装を『脅威』に覆い尽くされ、窓も鉄板で塞がれて、元の色が分からなくなるほどの死の領域。そんな場所にはあまりにも不釣り合いだが、いるものはいる。光り輝く未成熟な瘦そう身しんには、傷らしい傷など一つもなく。

　風もないのに青い髪をなびかせて、少女は手招きする。

　変わらずゆったりと笑いながら。

　その足元……と呼ぶのは語弊があるか。青い髪の少女の両足は人魚のようにすぼまり、一本の細い糸となって床と繫つながっていた。とにかく真下の冷たい床に何かが散らばっていた。

　歌うた貝がいカルタはゆっくりと視線を下げた。

　コレが何を見せようとしているのかを、知った。




　腕があった。脚があった。

　　　　　胴体らしきものと繫つながっていた。




だけど色彩はなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　半透明の水晶でできていたからだ。

　　　　　　　　　　　　　鉄てつ錆さび臭い匂いなんか欠片かけらもない、まるでガラス細工の器を床に叩たたきつけたような冷たく鋭利な惨状。




　砕けてカタマリとなった胸部や足首の形状から、

　　　　　　　　衣類や履き物ごと

　全て水晶像に変質しているのが分かる。水晶魔法使いの死だ。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それが一体何人分の塊なのかはパッと見て数えられない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　明らかに一人分以上のパーツが散らばっていたからだ。




　ただし、だ。

　カルタは有象無象の残骸の中から見覚えのある部品を見つけた。

　ごろりと転がった丸いもの。メロンくらいの大きさなら『小さい』と評価すべきかもしれない。ただの映像が日頃の価値観によって味付けされ、望んでもいないリアリティが急激にこみ上げてきた時、そこで完全に彼の頭の後ろがスパークした。

　歌うた貝がいカルタは崩れ落ち、半透明の塊を抱き抱え、そこで絶叫した。




　くるくるツインテールが片方折れた少女の頭部。

　雨あま脚あしマリカだった。
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　太平洋、日本より南方、最前線たる神こう戸べ港こうより一〇〇〇キロ。

　青みを帯びた灰色の色彩が溢あふれていた。対『脅威』のために集められた、多国籍連合軍の統合艦隊だ。いくつもの原子力空母をベースに、巡洋艦や駆逐艦をちりばめた有り様は過剰も過剰だった。当然目に見えない水面下にも山ほど潜水艦が待機している。

　人が人を殺す技術、その粋。

『脅威』との戦闘に軸足が移った事により、時代の流れから置き去りにされ、手持無沙汰になってしまった精密機器の群れ。

　浅黒い肌にくっきりと整った目鼻立ちの男性誘導員は、学校の校庭よりも広い空母の飛行甲板の縁に腰掛け、釣つり竿ざおを振りながら呆あきれたような声を出した。

「……皮肉な話だ」

「アメリカや中国と肩を並べて船を浮かべている事がですか？」

　集めようと思えばこれだけの船を世界のどこにでも集められる事だよ。

　喉まで出かかったが、自分の子供よりも若い女性整備士に言っても仕方がないと壮年の誘導員は言葉を胸にしまった。機動艦隊と言えば聞こえは良いいが、実際には無補給で一日に進める距離は限られている。参考までに、各地の港で十分な補給を取る世界一周クルーズの場合、地球をぐるりと一周回るので大体七、八〇日くらいかけるだろうか。

　それが、こうもあっさり。

　セカンドグリモノアに『脅威』らしき影が大量に張り付いたのは、ゴールデンウィークとかいう日本の連休のおしまい辺り。そこから短時間でこれだけの船を海に浮かべている。当然チェンナイやサンフランシスコの軍港からのんびり軍艦を向かわせるのでは間に合わない。

「やれやれ……」

　協力して『脅威』と戦う。最新鋭の魔法使いへ協力を惜しまない。口では美辞麗句を並べながら、結局水面下では準備を進めていた訳だ。人は人を信じていなかった。

（それにしても用意が良過ぎる）

　壮年の誘導員は無言で思考を巡らせる。

（まさか最初っから、『脅威』の野郎がどこを襲うか決まっているなんて話は……）

「……なんてね」

「何がですか、先輩」

　理系女子からの質問に、当然のように誘導員は答えなかった。

「準備だ。メインディッシュは原潜から海中に発射されるピナーカⅢだが、空母に仕事がない訳じゃない。国産ステルスのF/Aヴァジュラは今回が初めての実戦だ、しかもピナーカⅢが不発の場合は小型核を積んで海面すれすれから侵入する事になる。自分でばら撒まいた大量の放射線で計器類に誤作動が生じるのは必至。離陸時についた小さな傷一つで命取りになるぞ」

「『決定』は出ますかね？」

「さあな。そいつは上が決める事だ」

「あれ？　気に喰くわないって顔ですねえ」

「ピナーカⅢは魚雷だっつーのに上の発電衛星を押さえてやがるせいで管轄は宇宙軍にある。現場なんか見た事もない、四六時中エアコンの効いたオフィスでキーボードを叩たたいているインテリどもだ。信用なんかできるか？」

「そもそもウチの核まわりは陸海空全部一本化されてるでしょ、宇宙軍のエリート様に」

「戦争の切り札が腕立て伏せ一〇回もできないモヤシ達に握られてやがる……」

　もちろん『上』というのは最前線で戦うグリモノア勢の話ではない。彼らの奮闘など関係なく、空母艦隊を指揮する『上』がやると言えば核兵器の発射コードは入力される。

（……経済の中心は大陸に移ったし、もはや日本なんか知らねえってか。イヤな時代だ）

　思いやり予算だの何だの死ぬほど払い続け、今まで日本が躍起になって守ってきた米系シーレーン。そこに展開した諸外国の大艦隊が内陸に向けて核兵器を突きつけるというのも皮肉な話だ。当然、日本政府からは文句くらい山ほど来ているだろうが、おそらくこちらの『上』に届きすらしていないだろう。一対一の対話などに駒が進む事もなく、どこぞの下したっ端ぱ役人があくび混じりで握り潰してしまっている。

　若い女性整備士は片手でひさしを作ると見えるはずもない水平線の向こうに目をやって、

「レトネーエさんは大丈夫ですかね」

「クーレント中佐とお呼びしろ」

「……ほんとにだいじょぶかな、レトさん。いくら日本での留学経験があるから言葉や学校制度に詳しいって言ったって、世界最強の魔法使い達に囲まれて孤立無援じゃないですか。交渉についてもそうですけど、時間内に無事に脱出できなかったら」

「まあ、その辺は心配いらねえだろ」

　浅黒い肌の誘導員はそっと息を吐いて、

「クーレント中佐は、人が人を殺す技術については一等だ。魔法ありの世界でもな。交渉とは言っちゃいるが、彼女がブチ切れるまでがグリモノア勢のリミットだろうよ」

　釣つり竿ざおに反応があった。

　リールを巻くと、自然界で暮らす魚介類ではありえないぬめった光沢を放つ黒い塊が顔を出した。水面下に潜む『脅威』がどこまで根を張っているかは誰も答えられない。驚いてひっくり返った年若い部下に抱き着かれながら壮年の誘導員が確かめると、ただの長靴だった。

　世界の秘密は、そうそう簡単には顔を出さない。

「……グリモノア勢がこんなヘマしてみろ、一発で発射だぞ。そしてお前も整備士なら分かるだろ。一つの作戦行動中に、たったの一度も些さ細さいなミスを犯さないなんて無理な相談だ」
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（あ）

　息を殺していた。

　薄暗い闇の中で体を丸めて、傷ついた仲間を抱えて、自分の汗とイソギンチャク型から浴びた粘液だか機械油だかで全身びっしょりになって。

　ちょっとでも身じろぎすれば即座に気づかれ、そして喰くわれる。それが分かっていたから、雨脚マリカはじっと息を殺していた。

（あ、あああ。あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???）

　いる。

　よりにもよって、歌うた貝がいカルタが。

　空き教室の引き戸の隙間。そこから覗のぞき込こめばもう分かる。またあの青い髪の少女に……実質的には高度な『擬態』によって周囲の風景と完全に同化するイソギンチャク型の『脅威』の網に幼おさな馴な染じみの少年がかかった。

　あの青い髪の少女は、疑似餌だ。

　例えばチョウチンアンコウが獲物を口元へおびき寄せるために自分の体の一部を発光させるのと同じように、あれに狙われたら拒めない。意志の力など関係なく、ただ人間は機能や構造の問題から少女型の疑似餌に囚とらわれてしまう。

　麻薬にも似た絶対性。少年は何もない廊下に跪ひざまずき、パントマイムのように何かを抱える素振りを見せていた。目の前に明らかに人間以外の『脅威』がいるのに身構える事もできずに。

　青い髪の少女。

（『ゲシュタルト』……っ）

　マリカ達がそう名付けた『脅威』は、狙った標的が渇かつ望ぼうするモノの影を見せる。ただし、楽観や思い出で補正される第一希望ではなく、妥協や予防線として考える第二希望を。期待し過ぎるな、現実はこうだ。そんな風に枝分かれした、美化なき思考を読み取って映し出す。

　マリカ達の場合は、友人の松まつ田だイミがやられた。現実に太ふと股ももの根っこから右足を喰くい千ち切ぎられた。人間の骨の中でも最も太くて強きよう靭じんと言われる大だい腿たい骨こつなどお構いなしに、一撃で。

　『障壁』ごと嚙かみ千ち切ぎった一撃は、電気を使った切断に似ていた。

　青い髪をなびかせ、眩まばゆい裸身をさらす少女（に見える何か）の前で状況を投げ出して棒立ちになったら最後、後は周囲の風景ごと全方向から『本体』たる巨大なイソギンチャクが獲物を丸まる吞のみにかかる。万単位の触手にイミが包まれる前にマリカとタヨリで躍起になって引き剝がしたが、根本的な解決には結びついていない。

　あれは、火力では勝てない。

　風景のどこに同化しているかは区別がつかないし、青い髪の少女が現れたらその時点で三人の誰かが引き込まれる。これでは強い弱い以前に、戦闘の図式を作れない。

　だから、待った。外に助けを求めた。

　手元にはスマホも水晶花もある。だけど無言で、躍起になって、深海でゆっくりと押し潰されていくような冷たい孤独に耐えながら。

　装備でも戦況は変わるかもしれない。この船にある道具だけでも爆弾くらいは作れる、センサーや遠隔起爆する装置さえあれば戦闘のカラーは丸ごと変えられるかもしれない。まだ逃げて態勢を立て直すチャンスはあるかもしれない。決してヤツの正面には立たず、離れた場所でヤツが勝手にダメージを喰くらう方法さえ構築できれば。

　だというのに、よりにもよって『ゲシュタルト』は助けにやってきた歌うた貝がいカルタを標的に選んだ。目には見えないレーザーを浴びせると浮かび上がる手形。雨脚マリカが残したサインまでそっくり擬態して、複数の順路から一点へ、一番の危険地帯へ彼を誘導した。

　雨あま脚あしマリカのスタンスは極めてシンプルだ。自分が守りたいものを守る。そのためなら自分の命を消費しても良いし、世界を全部ぶっ壊しても構わない。

「タヨリ……」

「だめよ、マリカ」

「イミを頼んだわ。私はカルタを助けないとっ」

「絶対にだめ。『ゲシュタルト』は、刺激したら負け。もう私達の間で結論が出たでしょう？」

　すでに廊下は真っ赤に歪ゆがんでいる。

　まるで半径数メートル大の広がりきった食虫植物。人ひと喰くいのひまわりのようになった巨大イソギンチャクの中心で、虚無と絶望に襲われた歌うた貝がいカルタは膝から崩れ落ちたまま。あそこから回避行動を取る事はもうできない。

　ざわざわと蠢うごめく無数の触手が、根元から先端に掛けてじんわりと輝きを変えていく。血のように鮮やかな赤から、植物の葉よりもくっきりとした緑へと。

　バヂッ!!　という空気の塊が割れるような音があった。

　海底でも見たはずだ。エネルギーが充塡されると、イソギンチャク型は色彩を変える。そしてヤツは仲間へ燃料を受け渡すだけでなく、自分自身でも攻撃的に振り回せるのだ。

　雨脚マリカなら大丈夫。そんなルールなんてどこにもない。

　だけど同じように、歌貝カルタなら何があっても絶対に大丈夫なんてルールはどこにもない。

　生き残るためにある一本道の道筋がどこかで一ミリでも途切れれば、どんな人間でも当たり前に立ち往生し、そこで死ぬ。善人でも悪人でも、世紀の発見をする偉大な科学者も病弱な妹も関係ない。人が勝手に決めた付加価値に、その生死を左右するほどの引力はないのだ。

　今やあれは電気的エネルギーの塊。

　万単位の触手でもってまともに包み込まれれば、切断どころかおそらく歌うた貝がいカルタは半端な『障壁』ごと全身丸ごと消滅する。古い電球のフィラメントが焼き切れるように。そこにお涙頂戴の奇跡なんぞが入り込む余地はない。

（理由を……）

　頭の裏は痺しびれていたけど。

　それでも少女は奥歯を強く嚙かみ締しめる。

（カルタのヤツが生き残れる理由を、何か一つでも作らなくちゃ!!）

　ぎゃりん!!　と。

　励起、という一言と共に雨あま脚あしマリカがレイピア型のデバイスを虚こ空くうから取り出す。

　その時だった。




「アイネ」




　膝立ちのまま、何かを抱える仕草をしたまま、街や州や国を撃滅する『脅威』へ無防備に体をさらす少年が、瞳の焦点すら合わせずに囁ささやいた。

　そう。

　人間ではない故に、人間だけを確実に惑わせる疑似餌に反応を示さないアイネへと。




「お前の判断で動け。俺の許可は待たなくて良い」




　水晶少女と疑似餌少女が同時に小首を傾かしげた。

　直後だった。

　アイネが横に振るう日本刀が空気を引き裂き、容赦なく首（に見える部分）を断ち切った。





９






　空港の管制塔には紅茶の香りが漂っていた。

　濃いめに淹いれているのはやはり軍人らしい眠気覚ましのお作法だからか。

　ケトル、陶器のポット、ストレーナー、砂時計……。知らない人には太古に栄えた錬金術の実験器具のように見える数々の茶器だが、レトネーエ＝クーレントの挙措に迷いはない。

「あなた。あの子はもう眠った？　えっ、寝る前にパンケーキ……。悪くはないけれど、下の子はヤキモチ焼きだから気をつけてくださいね。またお姉ちゃんばっかりって」

　これを、スマホのやり取りの片手間でやってのける辺りが玄くろ人うとっぽかった。

　通話が終わるのを待ってから車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカが少し感心した調子で、

「お詳しいのね」

「元々こちらのものですから。すぐそこの農園で作っているのですから、誰よりも楽しみたいじゃありませんか」

　熱いお茶を注いだカップが一つ、こちらに回ってくる。

　まるで試しているようだった。

　同じポットから注いだお茶をレトネーエが一口含むのを確認してからカップを手に取るキョウカを見て、かえって銀髪褐色の軍人は小さく笑ったようだった。

　その左手で、指輪とモバイルウォッチの文字盤が光る。

　生徒会長が注目したのは腕時計の方だった。

「古いモデルよね、それ」

「お気に入りですので」

　メガネの奥で瞼まぶたを下ろし、レトネーエは適当にあしらいつつ。

「休憩を挟んだら、話を戻しましょう。私としても冷静にまとめておかなくてはならない情報が出てきたようですし」

「ああ」

　空港併設の高級ショップから借りた品だろう。キョウカは焼き菓子の端を小さく嚙かむと添加物の匂いでも嗅ぎ取ったのか、さり気なく遠ざけつつ、

「『脅威』に核攻撃なんかしても逆効果って話について？」
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　はっ、と歌うた貝がいカルタは我に返った。

　一度瞬まばたきすると、両手で抱えていたはずの幼おさな馴な染じみの頭部はどこにもなかった。ただ周囲一帯が色を失い、ぐずぐずの黒い金属質に変じていくだけだ。『脅威』は基本的に金属でできているはずだが、その破壊はひどく柔らかで気味が悪い。細いワイヤーを網のように編んでいるのか、ビーズクッションのように小さな粒をたくさん詰めているのか。どうやって柔軟性を確保しているのかまでは答えが出ない。

　カルタは自分の側頭部を片手で押さえて顔をしかめながら、

（……色彩効果による意識の変調？　いいや、こいつはもっと強制的だな。化学式に準じたヒト系の誘因物質でも合成していたのか……？）

「アイネ。こいつを他の『脅威』に喰くわせたくない、完全な破壊はできるか？」

「可能ですが、相当の光と音と熱が出ますよ。おそらくそこらじゅうの『脅威』が気づいて押し寄せてきます」

「なら『毒入り』だ。爆弾か、強酸でも手に入れれば……」

「か、カルタ……？」

　すぐ近くからか細い声が聞こえた。

　少年はわずかに身構えたが、対して隣に立つアイネは無造作に片手で摑つかんだ刀をだらりと下げたままだ。直立不動で水晶少女は告げる。

「本物のマリカ嬢ですよ。攻撃しますか？」

　そっとカルタは息を吐く。

　向こうはまだこの戦果を信じられないようだ。レイピア状のデバイスを摑つかんだまま、限界まで両目を見開いて小刻みに震えている。

「どうやって、今、どうやって『ゲシュタルト』を殺したの？」

「ああ……。俺かアイネのどっちかが不調になったら無事な方の判断に任せるって命令してあるんだ。元々は人間の俺と人間じゃないアイネとで見えている世界が違うんじゃないかなって思って仕込んだコマンドだけど、そっちはあんまり役に立たなかった。ただ、これだって完璧じゃないよ。何しろ急に主導権を握りたくなったアイネが高圧電流や麻酔ガスでもばら撒まいたら、『反乱』を正当化されてしまうからな」

　ゲシュタルト、というのは青い髪の少女……じゃない、イソギンチャク型につけた暫定名称だろうか。正しくはゲシュタルト崩壊で一語なので、適切とも言いい難がたい。ＤＶという言葉が広まったおかげで、ただのドメスティックまで悪いイメージがまとわりついたのに近いのか。

　とにかくカルタはこう言った。

「ヤツは人間の認識しか操れない。だからアイネには効かない。あるいは『脅威』にとっても予想外だったのかもしれないな、人間以外の存在が向かってくるなんて」
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　絶句していた。

　メガネを掛けた銀髪褐色の軍人、レトネーエ＝クーレントはフロート統合空港の管制塔で開示された資料を眺め、呼吸すら忘れているらしい。

　紅茶はすっかり冷めていた。

「『脅威』に……」

　震える右手で自分の左手をぎゅっと包み込む。

　それでも現実から目を逸そらす人間ではないようだ。

　膨大な資料の中から一番重要なデータを的確に抜き取り、レトネーエは呟つぶやく。

「『脅威』の中に、核に耐える個体がいるかもしれない……？」

「実験した訳じゃないから確約まではできないけれど」

　車椅子の生徒会長は涼しい顔をしていた。

「でも、ウニにしてもライオンにしても、『クリスタルビーチ』のデコイと比べて今回はバリエーションが豊富過ぎる。尖とがっているのよね、属性みたいなものが。例えば神こう戸べ港こうでは『スパークル』の撃ったレーザー砲撃をまともに浴びてもピンピンしていた防御特化・カバ型の『脅威』がいたようだし。それを言ったらライオン型の『スパークル』本人もそうかしら。高エネルギーを取り回すという事は、内部で抑え込むための術を構築しているという事よ。他にもまだ見ぬ『脅威』なんてゴロゴロいるでしょうね」

「し、しかし。ピナーカⅢの弾頭破壊力を考えれば……!!」

「無理よ。『スパークル』の放つ光線、瞬間温度は核反応を超えているようだし。まともな撃破報告はない、つまりデコイと違って群れの物量で突っ込んでくるだけじゃないのよ。自分の性質を理解し、状況を見て互いの弱点を塞いでいく。なら、核に対してもそうするでしょう」

　キョウカは端的に言った。

　半分思考停止した軍人でも分かるように、はっきりとした声で。

「それと、忘れたの？　『脅威』は自軍に被害が出ると機能停止した仲間を喰くって永久にカスタムするのよ。『本物』ではアメンボ型とクラゲ型で確認されていたはずよね。核は絶大とはいえ、実際には倒せる『脅威』も生き残る『脅威』も出るでしょう。個体の強さはもちろん、中心か外側か、ぽつんと立つか複数が折り重なるか、地形や布陣でもダメージは変わるでしょうし。『脅威』は巨大怪獣じゃなくて無数の軍勢。被害規模にムラができて一つでも生き残りがいればそこから地獄のカスタムが始まってしまう。残骸の山から何が産うぶ声ごえを上げるかは、ちょっと想像したくないかな。あなたはどう？」

「……、」

「ヤツらの残骸に爆弾やウィルスを仕込んでカスタムを邪魔する『毒入り』作戦も、一度に核で大雑把にやられると数が多過ぎて、逆に全ての残骸を封殺するのが大変だしね。ベストはピンポイントで殺し、仲間に残骸を持ち帰らせない展開。そのためには高速戦闘で高火力を見舞い、なおかつその場で確実に仕留めたという確認作業や小細工までできる身軽さが絶対に欲しい。となると水晶の装甲で全身を包んだわたし達がベストでしょう。核に限らず威力にばらつきの出る広範囲攻撃なんて、成長のチャンスを与えるだけよ」

「じ、冗談じゃない……」

　わなわなという震えがあった。

　レトネーエの胸を焼いているのは、怒りか、焦あせりか、あるいは脅おびえか。

　とにかく小刻みな震えが一定を超えた時、銀髪褐色の軍人が爆発した。

「冗談じゃありません!!　水晶魔法はそんなに便利な特効薬ですか？　現にあなた達からもまともな撃破報告は上がっていない。もしそれが本当だとしたら、『脅威』を倒せるのは……!?」

「高等部三年生メインカテゴリレギユレーシヨン３」

　車椅子の生徒会長はそう答えた。

　滑らかに、即答で。

「『次元の跳躍』を手に入れても、それだけでは弱いでしょうね。高校三年まで上がれば誰でも習得できる技術程度じゃダメ。重要なのは、そこまで上り詰めても決して油断しない、実戦ではどんな可能性だってあると考えて身構える事のできる誰かだけ。こればっかりは、教科書を開いて覚えられるものでもないかもしれない。でもチャンスは誰にでもあるはずよ。地獄を見てきたのはわたし達『天てん外がい四し神じん』だけじゃないからね」

「そんな、そんな都合の良いい存在が……」

「いるじゃない。今だって、現実に一人は」

　表おもて参さん道どうキョウカは一つの希望を見据えていた。

「ここに来るまでの間、豪華な旅客機の中にＶＲゴーグルがあったの」

「？」

「都合が良かったから、カルタ君と模擬戦をやってみたのよ。わたしがまだ全盛期だった頃のパラメータを使ってね」

　ごくりと、レトネーエは息を吞のんだ。世界で唯一のレギュレーション３。今や誰も見る事のできなくなった、ある種の最強、その完成形。だが真の驚きよう愕がくはこの後にきた。

「どうなったと思う？　カルタ君、わたしに勝ったよ。それもアイネちゃん抜きで」

「どうやってッ!?」

「バグをつついたのよ。わたしにわざと『次元の跳躍』を使わせた直後、わたしのＶＲアバターがハングアップした。最初にＶＲではアイネちゃんを出せないって事に気づいた瞬間から即座に組み立てていったのね、シミュレータでは再現しきれない現象があるって。おかげですっかり身動きが取れなくなっちゃった」

　空白、だった。

　ぱくぱくと口を開閉させる褐色の軍人に、生徒会長はにこやかに笑う。

「あはは、普通そんな風には考えないよね。現実の水晶魔法でできる事を照らし合わせて、最高性能のわたしに勝つにはどうすれば良いかって組み立てていく。だけどカルタ君だけは違う。もっと大きなレベルで勝ち負けの条件を見据えている。……『脅威』との戦いは、吞のまれたら負けよ。順当の先に勝利はない。ああいう視点の持ち主でないと、精一杯努力しているつもりで自分から破滅に向かうレールを突き進む羽目になる。核攻撃を急いで『脅威』の成長を助けるあなた達みたいにね」

「……、」

「『難なん問もん排はい除じよ』の時も、『デコイの脅威』の時もそうだった。彼には、倒せないはずの上位ランカーを倒す力がある。今だって、現実に成し遂げてもいる」

　海上戦において、同士討ちによって『本物の脅威』を撃破した唯一の報告例。あまりにもあっさりしすぎていたが故に当の本人すら自らが打ち立てた偉業に気づいていない、そんな希望を生徒会長は見据えている。

「カルタ君が一番乗りだけど、本来可能性は誰にでもあるの。うちの生徒達はデコイ『脅威』に散々振り回されてパニックを起こした。でも『本物』の時はそうじゃない。この差は何？それは、帰る場所が目に見えているかどうかだとわたしは思う。目標ポジテイブがあれば人は考えて、策を練り、手を伸ばすの。機能的な不足ネガテイブを埋めれば強くなれると考える『脅威』とは違う」

　まるで核搭載のピナーカⅢを全ての穴を埋めるジョーカー扱いしている大人達を糾弾するような声でもあった。同時に、どこか自分自身への憂いのようなものまで滲にじませていた。

　キョウカはぺろりと子供みたいに舌を出してこう付け足したのだ。

「……わたしは悪いお姉さんだから、みんなと同じ夢は見られそうにないけれどね？」

　唯一の完全分離型。

　既存の神の名に頼る事なく水晶花の制御に成功した、真なるイレギュラー。おそらくは『真っ当に』水晶魔法を極めた表おもて参さん道どうキョウカにも辿たどり着つけない場所で、当たり前な顔をして自分の伸び代を不安に思って日々足あ搔がいている、規格外の少年。

　ここだけは裏切られたくない。

　そんな、絵本の中の王子様を待ち焦がれる少女にも似た弱さを覆い隠して。

　完璧な笑みは、何を引き出したいのか。




「もしも、グリモノアに飛び級カテゴリエラーするほどの本物の才能があれば。彼なら穴を見つけ出せる」














行間一









　冗談じゃない。

　銀髪褐色の軍人、レトネーエ＝クーレントはそっと唇を嚙かむ。

　管制塔を出たのは自分自身に冷静になるよう促すためだった。しかし一人になると余計に焦燥が膨らむ。まるで時計のない密室に閉じ込められたように、一秒一秒の感覚がズレていくのを感じるが、自覚したくらいでは止められない。

　職員用出入り口の横にある小さな喫煙スペースだった。煙草タバコを吸う人間ではないが、とにかく壁で囲まれた空間でテリトリーを区切りたい。そうでもしないと安心できそうにない。

「ふうっ」

　反射的に重たい息を吐いてから、乱れているなとレトネーエは自己判断した。

　スマホと連動したモバイルウォッチも赤く染まっている。

　すぐそこに休憩用の椅子はあるが、メガネを掛けた銀髪褐色の軍人は無視した。タイトスカートのまま床に直接座り込み、手順をなぞってゆっくりと体を動かしていく。

　息を吸って吐く。

　それだけだが、呼吸は全てに勝る。

　筋肉を、血流を、そこから全身の内臓を一つ一つ自覚的な管理下に置く事で心の方を強制的に落ち着けていく。彼女ほどになれば、それこそ見えないつまみでもひねるように。

　左手の手首に巻いたモバイルウォッチを見るまでもない。

　呼吸、脈拍、血圧、脳波、その全てが平静に収まっていく。

　そのまま考える。

（……知らない情報が多い。特に核攻撃の有用性については確かに一考する必要があります。この遅れは、最強を担かついで世界を管理する側としては由々しき事態ではありますが）

　複数の糸が錯さく綜そうしている時は、より多くの情報を求めがちだ。しかしその貪欲さはかえって自分を惑わす事になりかねない。

　こういう時は、むしろ一切の雑音を切って己の内面と向き合うべき。中心を見据えれば、自分が一番に成し遂げるべき事、絶対に譲れないものを見失わずに済む。

　そう、

（ただし私にとって重要なのは、そこじゃない）

「×××君……」

　左手を意識して、思わず呟つぶやく。

　軍人としてのレトネーエが、命を獲とり合あう最前線で絶対に聞かれてはならない言葉を。

　その時だった。

　レトネーエ＝クーレントは不意に顔を上げた。目の前を小さな羽虫が横切ったかのように。

　プロだけが分かる殺しの匂い。

　フロート統合空港は前線基地として貸し出され、グリモノア関係者以外に誰もいないはずだ。つまり、この匂いは教員生徒に向けられたものだ。

　このまま進めば、実際にそうなる。

　左手のモバイルウォッチがエラーを発する。機械的な計算だけではレトネーエの内面変化に追い着けなかったのだろう。呼吸、脈拍、血圧、脳波……。あらゆる値が真っ当な人間の領域から外れ、冷たい洞窟の地底湖のように平へい坦たん化かされた事を。

　直後だった。




　ゾンッッッ!!!!!!　と。

　銀髪褐色の軍人が横に振るった手て斧おのが、容赦なく空気を引き裂く。




　いいや、柄の先まで入れても五〇センチもない片刃の斧おのが引き裂いたのは空気ではなかった。

　何もない場所で灰色のノイズが散り、そして何かが浮かび上がる。直立しているのは重量二トンを誇る複合装甲と大小様々なセンサー群の塊、逆に人型へ畳む方が難しそうなパワードスーツ。インド海軍の港湾警備部隊が船内捜索用に導入したPsスダルシャナだ。右腕全体を包むのはムカデか何かの巨大な顎に酷似していた。報告にあった『デコイの脅威』の部品だ。

　風景の中に紛れていた機能もまた、本来のパワードスーツにはないものだ。そしてカメレオンやアマガエルの例を出すまでもなく、生物の構造を機械の中に取り込んだ『デコイの脅威』なら体色変化くらい珍しくもないはず。しかしこれは海軍仕様ではない。

「インド宇宙軍……」

　たとえどれほどの重要人物が不自然に命を落としても全部『脅威』の仕業という事にしてしまえる、安全な凶器。

　分厚い装甲に弾はじかれた手て斧おのをバトンのようにくるくると回しながら、彼女は囁ささやく。

「グリモノア勢の足を引っ張り、核攻撃を強行したい訳ですか。全軍を指揮する統合参謀本部の頭越しとは良いい度胸です。自分達だけは、陸海空の三軍の外にある特権階級だとでも？」

『錯乱しましたかクーレント中佐！』

　発言したのは虚空から浮かび上がったパワードスーツだった。最初に一撃を浴びた機体はすでに後ろに下がっている。

『その手にあるパラシュは復ふく讐しゆうのための斧おの。中佐には正しい標的を追う力があったはずです。この程度の欺ぎ瞞まんに惑わされるだなんて話はないはずです。中佐、今のは識別ミスによる誤射だったなんて話は通じませんよ』

「そちらこそ。我々の敵は『脅威』でありグリモノア勢ではありません。望まず核攻撃に巻き込んでしまう『事故』ならともかく、明確に命を狙う目的の『襲撃』は国際問題では？」

『……、』

「そのために私は特使として穏便に、グリモノア勢に作戦行動書やタイムスケジュールなど資料の提出を望むのですが……。強奪に舵かじを切ったのはインド海軍の判断ではありませんね」

　ピナーカⅢは潜水艦から発射される特殊な核魚雷だ。

　しかし一方で、核兵器は陸海空を全て宇宙軍が管理している。言わずもがな、核の運用は単発で行うのではない。全世界規模のレーダー網に依存しているからである。

　つまり、ここに綱引きがあった。

　海軍と宇宙軍。二つの組織を頭に浮かべ、レトネーエは静かに呟つぶやく。

　そっと息を吐けば、そこから乱れる。銀髪褐色の軍人はこの程度では呼吸を崩さない。

「とにかくさっさとピナーカⅢを発射したい宇宙軍にせっつかれた暗殺……失礼、特殊部隊か。あるいは、管制塔から電波情報を傍受されている事に気づいてピリピリしている諜ちよう報ほう部ぶか。いずれにせよ、その装備だと私ごと管制塔を『事故』で爆破する算段ですか。レーダーやサーバーシステムなど、管制塔は大規模な電子装備の塊ですからね。ちょっと配線をいじくれば電気火災なんて次元ではなく、機材の破裂やアーク放電も使えるでしょうし」

　誰も何も答えなかった。

　不快から口を噤つぐんだのではなく、機密に属する情報の開示を認められていないからだろう。つまり暗に認めたようなものだ。

『クーレント中佐、我々は無用な犠牲の拡大は言い渡されておりません』

「でしょうね」

『ご同行を。無罪放免は確約いたしかねますが、自ら現場を離れるのなら、少なくとも今あなたが不幸な事故に巻き込まれる事はないでしょう。グリモノア勢の教員生徒とは違って』

　斧を手にしたまま、レトネーエはそっと両手を挙げた。

「彼らは必要ですよ」

『判断は我々の仕事ではありません。ましてあなたはただのメッセンジャーでしょう？』

　すでに力を提示したはずなのだが、それでも最新鋭のPsスダルシャナで身を固めたパワードスーツ部隊は場を制しているのは自分達だと信じて疑わないらしい。手にしているのは全体で五〇センチもないアウトドア用の手て斧おのだ。火器はもちろん、向こうが次の一発を構える前に一〇方向以上から同時に『デコイの脅威』の兵装、ムカデの大顎を叩たたき込こめる。最新の装甲車を紙くずのように引き裂く必殺の一撃を。そんな風に考えているのだろう。

「警告はしましたよ」

『？』

　くるん、とレトネーエの両手で、バトンのように何かが回った。

　袖から飛び出したのは手て斧おのの柄と同じ太さの軍用懐中電灯だった。ねじるような動きで二つを連結させると、斧おのの柄がそれだけ長くなる。

「パラシュとは、破壊神のシヴァから授けられた復ふく讐しゆうの斧おのです。有名な品ですが文献によって斧おのの形や大きさはまちまち。それを逆手に取ればこういう魔法に応用する事もできます」

『中佐……。確かに柄の長さによって遠心力は稼げますが、それだけで我々の装甲を破れるとは思えません』

　メガネを掛けた銀髪褐色の軍人はいちいち答えなかった。




　ボッッッ!!!!!!　と。

　気軽な横よこ薙なぎと共に、容赦なくパワードスーツの首が切り飛ばされていく。




　固まっていた。

　理解ができなかったのだろう。

　棒立ちのまましばらく動かず、そのまま後ろに倒れていく最新のパワードスーツがごとんと音を立てた直後だった。

　周囲の同型機が一斉に銀髪褐色の美女へ飛びかかる。各おの々おの『デコイの脅威』の腕を備えた怪物達だが、何な故ぜか一滴の血もこぼれない。

　受け止め、弾いているのだ。ちっぽけな手て斧おの一つで。

　もはや残像を伴う鈍にび色いろの嵐だ。まともな動きではなかった。単にレトネーエの運動神経が優れているだけではない、手て斧おのの軌道は明らかにおかしい。両手で振り回している最中、まるで見えない馬にでも蹴られたように不自然に斧おのの軌道がねじ曲がるのだ。

「雷ですよ」

　くるりと手て斧おのをバトンのように回して銀髪褐色の美人は告げた。

「パラシュは暴風や落雷の破壊神、シヴァから授けられた斧おのですからね。雷撃の中でも轟ごう音おんを利用して金属を震わせるのは珍しい応用だとは思いますが」

　襲撃者達はようやく気づいたのだ。

　彼女は魔法を扱っている。もちろんインド神話の破壊神から授けられた武器そのものではない。手て斧おのは手て斧おので、懐中電灯は懐中電灯だ。神話と照らし合わせ、それらありふれた道具で一つ一つ記号を固めて力を通す事で超常現象を起こす技術体系。それが彼女の魔法だ。

「とはいえ振動や衝撃波で斬っている訳ではありませんよ。振動を均一ではなく意図してブレを作る事で、手て斧おの全体を内側から不自然に叩たたく事ができる」

　仰ぎよう神しん魔ま法ほうにも水晶魔法にもなれなかった誰か。

　オカルトな気圧に干渉なんてできない。せいぜいひしゃくで水を撒まいて涼をとる程度の変化。

　半はん端ぱ者もののレトネーエ＝クーレントはメガネの奥で片目を瞑つむり、びたりと分厚い刃を止める。

「結果、斧おのの刃を好きなように操れる訳です。説明だけでは納得できないようでしたら、ガトリング砲を持ってきてくれても構いませんよ？　正面から全て叩たたき落おとして差し上げます」

『……、』

「そして斧おのの背を叩たたいて加速させれば、腕の振りでは実現できない破壊力を発揮します。まあもっとも、やり過ぎるとこちらも肩の関節が心配になってきますが」

　追加の質問を放つ暇など与えなかった。

　大振りなナイフよりも気軽に、大砲よりも圧倒的な力で。力と速度、さらには精密さを稼いだ銀髪褐色の軍人が次々と最新装備を葬っていく。銃声を消した銃弾を弾はじき、余裕のなくなった爆発物の信管を正確に分解して、ムカデの腕を切断していく。切り取る、という方向性がなければ逆に空港施設が丸ごと内側から爆発していたかもしれない。

「……ここまでやっても最強にはなれません。それが魔法の世界なんです。かつての最強、仰ぎよう神しん魔ま法ほうの『大剣』はもっと便利だと聞いていますし」

　彼女は顔色一つ変えなかった。

「平気な顔して音速を超える水晶魔法の生徒達にも、正攻法では太刀打ちできないでしょう。ただし、一番になれなくても使い道はある。有用である事さえ分かれば無理して頂点を目指す必要さえない。戦争なんてつまらないものでしょう？」

　世界最強にはなれない。『脅威』との戦いにはついていけない。だけど同じ人間の足を引っ張る事にかけては右に出る者などいない。レトネーエ＝クーレントはそうやって自分の居場所を固めていった魔法使いである。

　ある勢力の死神。

　おだてて担かついだ上辺の最強が度を越した暴君ぶりを見せた場合に限り、世界的な計画を修正するために送り込まれる裏方の潰し屋。

　シヴァの斧おのを持つ女。

　それを軍のレベルで出力する怪物。

『……、───』

　最後に残った一人は、正面のレトネーエではなく視線を下へ下げた。

　すでにごっそりと抉えぐり取とるような裂傷でズタズタにされていた。

『何な故ぜ……』

「インド軍の書類上には存在しないありふれた暗殺部隊よりも、グリモノア勢の方が有益そうでしたので。今のところはね」

『互いに思惑こそ違えど、俺達は同じ軍の人間……。それをこうまであっさりと』

「はい？」

　最初、レトネーエは子供みたいにキョトンとした。本当に、思わず両手で斧おのを摑つかんだまま首を傾かしげてしまうほどに。

「……ああ、そういう事ですか」

　言われた事の意味が分かるまで数秒必要だったらしい。そして躊ちゆう躇ちよなく銀髪褐色の軍人は再び手て斧おのを握り直した。

「私が何な故ぜ、先ほどからインド軍インド軍と繰り返し言っていたと思います？　自宅をクーレント邸と呼んだりはしませんよ面倒臭い、『うち』で十分じゃないですか。なのに何な故ぜ、わざわざ区別をつけるように」

『？』

「つまりですね」

　彼女は言った。




「私の『上』は核保有国インドではありません。もっと『上』です」




　苦し紛れの連射と共に、最後の一機を両断する。

　存在しない部隊は誰にも気づかれずその存在を抹消された。

　モバイルウォッチの数値は全て平静で、わずかな波の揺らぎもなかった。

　音はさほど響かなかったはずだが油断もできない。複数の死体を運ぶためには清掃ワゴンがほしい、血痕には特殊な洗剤。斧おのと魔法を使えば挽肉にするのは容易たやすいが、外はむしろマスコミの望遠レンズで狙われている。裏方として彼女は冷徹にやるべき事をまとめていく。

　誰にも存在を証明できないのだから、殺してしまっても罪に問われる機会はない。永遠に。

　しかし悲鳴の一つも許さずに敵性分子を斬り伏せて排除したレトネーエ＝クーレントは今ここにいない少女の事を少しだけ頭に浮かべた。

　表おもて参さん道どうキョウカ。

（……秘密はあり、それを明かす事もできない関係ではありますが）

　己の左手。

　冷たい軍人以外のほんのささやかな何かを意識して、レトネーエは小さく呟つぶやいた。

「一つ、貸しですよ」














第三章










１






　ごうんごうん、というモーターの低い唸うなりがあった。

　セカンドグリモノア内部で得体の知れない最新兵器が動いているのではない。新型学園船の一角にあるランドリールームにずらりと並べられた大型洗濯機だ。スマホをかざして使えるコインランドリーそのものだった。

　そこらじゅうに『脅威』が蠢うごめく死の迷宮。しかしセカンドグリモノアはカルタやマリカ達のホームでもある。ここには教室も学生寮もある。学食だってシャワールームだってある。

　使おうと思えば、学校生活のインフラは使える。

　それがひどくいびつに見えるのは、やはり主導権を『脅威』に奪われているからか。

「ひゃー、ひどいひどい」

　雨あま脚あしマリカが思わず呟つぶやいていた。

　カルタとアイネは外で見張り中。こちらは女子三人組だけだが、松まつ田だイミ、橋はし先ざきタヨリと共に一いつ糸し纏まとわぬ裸体だ。設備を使いたい放題なので、下着、ブラウス、ブレザーやスカートと種類ごとに別々の洗濯機に放り込んでモードを切り替えるセレブっぷりを発揮していた。

　ギャル系の橋はし先ざきタヨリは（裸のまま）天井を見上げて、

「結構音は大きいけれど、『脅威』に見つからないものなのかしら」

「なんだかんだ言っても大きな船だからね。機械音なんてそこらじゅうで響いているわよ」

　何な故ぜこんな事になったかと言うと、

『マリカ嬢達の全身に付着している「脅威」の液体には、ジアリルジスルフィドの化学式に酷似した成分が確認されています。アイネやにえさまにはないので攻撃時の補助でしょうか』

　確認を取るように、薄っぺらな扉の向こうでアイネが囁ささやいた。

『本来はカラス除よけの忌避剤の成分ですが、猟犬のように鼻の利きく生き物と組み合わせると一本道で獲物を辿たどるためのマーカーとしても使えます。無色透明、薄めて使用する場合は人の嗅覚で分かるレベルの匂いもほとんどありません。一番の回避策は衣類を脱ぎ捨てて髪を含む体毛も残さず剃り落とす事ですが、全裸での移動を拒否される場合は化学洗剤による徹底的な洗浄を推奨します。今すぐに』

　タヨリは不思議そうに首を傾かしげて、

「何で人の嗅覚には判別できない匂いがあの子には分かるのかしら？」

「アイネちゃん、どうも五感自体は人間と同レベルらしいんだけど、頭の引き出しが違うみたいよ。塩を舐なめたらしょっぱいではなく、六種の味覚のどれが反応したっていうか。単純に値が少ない場合は見逃すけど、他の匂いに紛れている場合はくっきり分類するんじゃない？」

　一番の好物は純金と公言して憚はばからない水晶少女だ。何を見てよだれを垂らすか、価値観そのものが違う。

　そんな訳で、危険を承知で下着まで洗濯機へぶち込む羽目になった。『脅威』がびっしり張り付いている窓に面したランドリールームは避けているとはいえ、やはり大きな音は怖い。

　少女達も肌荒れ覚悟で洗剤を被る羽目になった。このマリカ様を前にして自信ありなのか、ギャル系のタヨリは特に体を隠す事もなく結っていた濡ぬれ髪がみを解いてバスタオルで拭きながら、

「それにしても、彼、斬ったわね」

「ええ……」

　マリカも神妙な顔で答えた。

『ゲシュタルト』の術中にはまったマリカ達とカルタにはどんな落差があるのだろう。

　想おもいを巡らせるマリカの耳に、タヨリの冷静な言葉が届く。

「事前にクラゲや、カエルにも通じるオタマジャクシを見てきた。だから色彩や模様で攪乱してくる『脅威』が現れるかもしれない。……歌うた貝がいカルタ。言われてみればって感じだけど、想像力が豊かというか用心深いというか。とにかく助けられた部分は大きいけれど」

　罠わななんて正面から踏み倒す。相手は必ず騙だましてくる。そして必ずどこかに穴がある。あの少年はそういう前提で準備を固めていく。

　タヨリの声にマリカはそっと息を吐いて、

「……ええ。だとしても、喜んでばかりもいられないわ。カルタのあれって、バランスが崩れると簡単に被害妄想とかに化けそうだし。そりゃ実際にできる人は自分のバランスをキープすれば良いんでしょうけど、肌感覚で、なんて言われたらこっちはお手上げじゃない」

　先は見えない。

　だけどひとまず、『脅威』は倒せる。これが確定しただけでも光明と言えるか。

　ギャル系なのに家庭的なタヨリは洗濯機の方へ目をやって、

「それと、制服の方に柔軟剤なんか入れていないでしょうね。あれ、裏地のタグを見るに一発で色落ちするわよ。白衣と一緒で、わざと染しみができやすくする事で毒物の存在を察知させやすくしているのかもしれないけど」

「へえ、意外と家庭的」

「意外は余計よ」

　と。

「ひっ、ひっ、ひっ、ひっ……」

　奇妙な呼吸音があった。

　マリカとタヨリは暗がりへ目をやる。ランドリールームにある長椅子にも腰掛けず、あちこち海水で濡ぬれたタイル状の床に剝むき出だしのお尻を直接押し付けるようにして、松まつ田だイミが部屋の隅で丸まっていた。壁に背中を押し付け、両手で頭を押さえている。

　様子がおかしかった。

　巨大なイソギンチャク型の『ゲシュタルト』を撃破した後も、ガタガタという震えはそのままだった。元々イミは無邪気で活動的な女の子だ。体育の着替え中にじゃれて抱き着いてくる事も珍しくなかったのに、今では世界の全てを拒絶して自分の中に逃げ込んでいる。

　明るくて外向的だからこそ、内側に籠る事に慣れていないのかもしれない。

　イミについては、服を脱いだのだって自発的ではない。ギャル系のタヨリのなすがまま、小さな子供が親の手で着替えを手伝ってもらっているようにマリカには見えた。あれだけの事があったのだ。実際に、多少は年齢が退行している可能性もある。

　ゲシュタルト。

　ヤツの『擬態』で何を見たのかは知らないが、まさか愛着でも湧いていたのだろうか。

　扉の向こうからも、カルタの声が控え目に飛んでくる。

『なあ……』

「違うわよ、そういう話じゃないわ」

　橋はし先ざきタヨリがドライヤーを手に取りながら気軽に否定した。

　そう、もちろんマリカには親友がこうなった理由が分かっていた。『擬態』だの愛着だの、ありえない可能性に逃げている場合ではない。

　イミはカルタやアイネの待つ薄っぺらな扉の方ではなく、雨あま脚あしマリカに脅おびえた目を向けていたのだ。気が合っていつでも一緒にいたはずの女友達に。

「……やだ……」

　声は小さかったが、抑揚が不自然だった。

　いつ爆発するか分からない不発弾でも見つけてしまったような緊張感。

「もうやら、わたしみんなのところに帰るう」

『何が……』

　扉越しにカルタから声が掛けられそうになったところで、マリカが静かに首を横に振った。振ってから、見えていないかと気づいて声を出す。

　裸身のまま、背中を扉にゆっくりと押し当てて。

「そっとしておいてあげて」

　当然ながら、マリカ達にはマリカ達のドラマがあった。カルタとアイネには想像もつかない、全く別軸のドラマが。三人娘は、ただ漠然と生き残ったのではない。その『なんだかんだ』の部分を自分で帳尻を合わせられなければ、誰だって普通に死ぬ。ここはそういう世界だ。

　声を出したのは、大人っぽいギャルの橋はし先ざきタヨリだった。

　ドライヤーで髪を乾かすと髪留めを口で咥くわえ、後ろに回した手で長い髪を複雑に結いながら、

「ねえ歌うた貝がい君。ここへ来るまでの間、どこかで『足』を見かけなかった？」

『あ、ああ……』

「あれ、イミのだったのよ」

　息を吞のむ音が、扉を挟んでいても分かった。

　だとすると、あまりの恐怖と激痛で完全に心が折れた、もしそうならある意味で松まつ田だイミの感性は正しい、などと甘っちょろくて真まっ直すぐなカルタは考えたかもしれない。機能的に戦える事と、意欲的に戦いたいと思える事はまた別だ。『プリセット』に『修復』があっても、怖いものは怖い。戦いを継続するとは、再び恐怖や激痛と向き合うという事でもある。何度でも背中を押す仲間の存在は、確かに間接的な恐怖を与えてくるかもしれない、と。そんな風に。

　だけど違う。

　結った髪を髪留めで固定しつつ、タヨリは続けてこう告白する。

「『障壁』ごと太ふと股ももを根っこからやられたのよ。股動脈は手首の血管同様かなり太いわ、普通に考えてここを真っ二つにされたら包帯を巻いたって止血はできない。致命傷ね」

『えっ……？』

　くぐもったカルタの声が痛々しさよりも疑問形が前へ出たのは、現に松まつ田だイミが生存しているからだろう。致命傷を負った場合は三〇秒の回復時間を待つ事もなく衣服ごと全身が水晶化していなければおかしいのに。

「だから」

　マリカはゆっくりと言った。

　正しい行いを。

「足の断面をレーザーで全部焼き潰して『修復』完了までの時間を稼いだ。そうしないとイミが助からなかったから」

「ひっ、い。ひいいッッッ!!!???」

　がくがくがくっ!!　と、ランドリールームの角で丸まる松まつ田だイミの全身が震える。あれだけ明るく笑っていたクラスメイトの少女が頭を抱え、再び自由を取り戻した二本の足を雑にばたつかせていた。女子しかいないとはいえ、体を隠すといった考えすら頭にないようだ。

　そっと寄り添った橋はし先ざきタヨリに抱えられたまま、ぼろぼろと大粒の涙をこぼしてイミが喚わめく。

「もうやらっ、もうベッドで休むう!!　こんなの絶対おかしいよ。話の通じない『脅威』がひどい事をするんじゃないっ、同じ人間が平気な顔してあんな事するだなんてえ……!!」

　歌うた貝がいカルタの懊おう悩のうが、扉の向こうから滲にじんでくるようだった。

　マリカは重たい息を吐く。

　命を失いつつある親友を助けた。それは事実だ。

　だけど謎を追い、真実を知ったところで救いになんかならない。『難なん問もん排はい除じよ』との復ふく讐しゆう劇げきや、クリスタルビーチでの『デコイの脅威』と戦っていた時に感じていた、目には見えないドロドロ。『あの空気』が再びまとわりついてくるのを、カルタもまた味わっているのだろう。

　と。

　そこでドアの向こうからアイネの無感動な声があった。

『にえさま。イミ嬢は生き残りたくなかったという事なのでしょうか？』

『アイネ』

『報告を聞く限り、他に生存の選択肢はなかったように思えます。これでマリカ嬢がマイナス評価を受けるのは不当です』

　マリカ自身が首を横に振って髪の先から水滴を散らし、自分の癖に小さく舌打ちする。

　今は声に出すしかないのだ。裸になったって、思うだけでは察してもらえない。

「やめて。お願いだから」

　正しいか正しくないかは、好きか好きじゃないかとイコールにはならない。

　感じ方は人それぞれだ。

　多くの子供達は、予防接種や虫歯の治療が絶対必要な事くらい頭では分かっている。だけど注射器や歯を削るモーター音を前にして、実際に体の奥から湧き出る恐怖を否定できるか。終始にこやかに笑って受け入れられるか。そういう話だ。

　タヨリは身を屈かがめて女友達を抱き締め、小さな子供をあやすように、裸のまま震えるイミの背中を優しく撫なでていた。

　そのまま言う。

「イミはもうダメだわ」

『……、』

「だけど帰る帰ると駄々をこねられたところで、今、闇雲に外へ飛び出したって無数の『脅威』に取り囲まれて貪られるだけ。下層に隠したサイレントダイバースーツに着替えて海の中に潜ったって、もうダメだと思うし」

　まあ、と扉の奥のカルタも控え目に認めた。

　アイネに抱えられたまま海面すれすれを高速飛行してセカンドグリモノアへ突っ込んだ時点で、海中から無数のクラゲ型が飛び上がってきた。

　幼おさな馴な染じみの男の子から、そういう説明を受ける。

　さらに船内では、今そこでイソギンチャク型───マリカ達の言う『ゲシュタルト』───も倒している。つまりカルタ達が内外を引ひっ搔かき回まわした時点で『脅威』側の布陣が大きく変わったはずなのだ、と。だとすると、一秒前までの定石はすでに通じないと考えた方が良いい。

　ややあって、扉の向こうのカルタはこう締めくくった。

『……このまま屋上のライオン型をぶっ殺して、夜空の安全を確保する。それでグリモノアのみんなを呼び込んだ方が確実だ。セカンドグリモノアの再起に、必ずしも俺達っていう「個人」は必要ない。こっちは「スパークル」のヤツを倒した時点で目的達成だ、逃げたい人はその大混乱に紛れてフロート統合空港まで撤退した方が良いい』

「でしょうね。戦意を喪失したイミはお荷物だけど、もうしばらく抱えさせてちょうだい」

『ああ』

　それは構わない。そんな断言だった。

　ライオン型にイソギンチャク型。ただ頑丈とか凶暴なんて話ではない。セカンドグリモノア船内にも今まで見なかった『脅威』がひしめいている。こんな中に安全地帯なんかない。よくもまあ断言できたものだと、マリカは感心というより本気で呆あきれていた。自分の足で恐怖に立ち向かえなくなったクラスメイトの女の子を、置き去りにできるはずもない。そんな考えには何の利もないだろうに。だから危なっかしくて放っておけないのだ、この幼おさな馴な染じみは。

　しかし、むしろ不思議そうな顔をしたのは提案したタヨリの方だった。

　ギャル系少女は自分の胸元で震える友人を抱き留めたまま、

「意外ね」

『何が？』

「あの生徒会長を除けば、世界最強が揃そろい踏ぶみでしょう？　その他大勢の意見がこんなにあっさり通るだなんて思っていなかった。ハードルの平均値が上がったっていうか、てっきり脱落者なんて切り捨てられると思っていたんだけど」

　これについては、扉の向こうのカルタもわずかに沈黙したようだった。

　マリカにはその意味が分かる。苦笑しているのだ。

　かつての最強、『難なん問もん排はい除じよ』はきっとそうだった。だからこそ、だ。

　甘っちょろい歌うた貝がいカルタなら必ずこう答える。幼おさな馴な染じみの予言は直後に的中した。

『……そんな最強にならないように努力している。マリカだってそれは同じだ』

　タヨリは小さく肩をすくめた。彼女はイミと違ってパニックまでは起こしていないと短い沈黙から察したのか。カルタが改めて聞いてきた。

『アンタは？　もう降りたいか』

「私は正しい方に従うわ」

　橋はし先ざきタヨリはドライだった。

　無機質で人間の感情を理解しないアイネとはまた違う声色で彼女は宣告する。

「この子と違って、好き嫌いでは選ばない。だからって安心はしないでね。逆に言えばあなた達が正しい行動をできなくなった時点で失望して降りるから、そのつもりで」

『……、』

　分かったと答えるまでに、〇・五秒の間があった。

　厳しいだろうな、と裸のままマリカはそっと思う。

　歌うた貝がいカルタが抱えた事情は同じ『一隻目』出身の生き残りであるマリカも大体理解できる。言葉を交わさなくても。風かざ向むきゲキハ達『一隻目』のすでに死んだ友達を助けるために、戦う理由を持たない『二隻目』のまだ生きている教員生徒を危険にさらす。命の勘定は明らかにあべこべ。カルタだって矛盾くらい気づいているはずだ。

　してしまった方が楽なのに。

　身内を守るために世界最強の全てを使う雨あま脚あしマリカと違い、カルタの生き方はもっと不器用だ。植木鉢にジョウロの水を注げば花が咲くのに、彼は広大な砂漠にばら撒まこうとする。

（だから）

　ぴーぴー、という電子音が鳴り響いた。

　大型洗濯機の回転が止まっている。排水し、乾燥フェイズも終わったようだ。

（だからこいつは、私が守らないと。たとえどんな手を使ってでも……）

　雨あま脚あしマリカはそっと息を吐き、ドラムの蓋へと手を掛けた。

　イミには届かなかった。

　だけど命を守ったという結果だけは出した。自分を嫌いになってくれる権利だけでも。

　死を美化して大切な人を見殺しにするよりは万倍マシだ。

　たとえどれだけシビアでも、マリカはそう結論付ける。めそめそした自分への言い訳ではなく現実にそれができるから、彼女は雨あま脚あしマリカなのだ。

　アクティブな少女は明るく言った。

「さあ、戦闘準備は終わったわ。もう一度地獄の底を覗のぞきましょう」
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　フロート統合空港の管制塔だった。

「いえ、ですから報告にあった通り『脅威』のリスクについては大きな変更が見込まれ、違います。そうではなくアップロードした資料番号４４９５にある通りピナーカⅢの使用には注意が必要で……っ」

　銀髪褐色の軍人、レトネーエが軍用規格のスマホに向けて説明を繰り返していた。

　車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカは肩をすくめ、通話が終わるまで待つ。

　赤毛お団子の書記がそっと耳元で声を掛けてきた。

「長時間にわたる生徒会活動ご苦労様です。この辺りで靴下を替えてみては」

「そう？　今日はそんなにむくんではいないと思うけど」

「疲れを覚える前に、そのおみ足を楽にしていただくのが肝要なのです」

　こちらの返事など待たず、赤毛お団子は床に片膝をつく。

　長い脚を組んだまま、キョウカは苦笑してそっと足首を上げた。ある程度は動かせなくもないが、やはり足が不自由だと靴や靴下の取り扱いに難儀する。本来の書記の仕事ではないが、こういう身の回りの世話を率先してくれる部下の少女がいる事は助かっていた。

　革靴と靴下を脱がせてもらう過程で、頼んでもいないマッサージまでしてくれる。足の裏からくる刺激にキョウカが足の親指と人差し指を開いたり閉じたりしていると、重たいため息が聞こえた。通話が終わったのか、レトネーエがスマートフォンをポケットにしまっている。

　銀髪褐色の人妻はこちらに振り返って、

「ダメですね。特使は本隊の意見を伝えるのが第一、君の意見は必要ないの一点張りです」

「でしょうね」

「……何が納得なんですか？」

　レトネーエは右手で自分の左手を包むようにしながら、若干棘とげのある調子で呟つぶやいた。

「『脅威』に核攻撃は期待できないと言ったのはあなたでしょう」

「ねえ、レトネーエさん。真実を共有する親愛の証あかしとしてのファーストネームだけど」

　にたりと生徒会長は笑う。

　跪ひざまずいた部下の少女に新しい靴下を履かせてもらいながら、

「わたしが『でしょうね』と言ったのは、どれだけ新しい情報を与えてもあなたの『上』が方針を覆くつがえさない事よ。つまり核攻撃は、最初から決め打ちで設定されている。状況がどうでも発射コードを入力するでしょうね。連絡の不備とか機材の誤判断とか、適当な理由をつけて」

「……何な故ぜ……？」

　メガネの奥で瞬まばたきし、レトネーエはキョウカを二度見していた。

　核攻撃は絶大だ。成功すれば多大な犠牲と引き換えに、人類を撃滅させる『脅威』を倒せるかもしれない。しかし失敗すればただ莫ばく大だいな負債を背負わされる。ハイリスクハイリターンな賭けとなるのだから、条件が変わればインド宇宙軍だって慎重に再計算を行うだろうに。

　キョウカはそっと息を吐いて、こう続けた。

「つまり、失敗しても良いんじゃないかしら」

「え……？」

「核攻撃を行った上で、しくじる事を前提に計画を組んでいる。そうする事で得をするようにあらかじめレールを敷いている。だから、再計算はしないのよ。発射の前に失敗するってデータが表に出ちゃったら流石さすがにやりにくいでしょ？」

「そっ、それこそ意味不明ではないですか!?　国全体が外交的な自殺でもしたがっている訳じゃあるまいし、何な故ぜ始める前からしくじる方に寄せなくてはならないんです!?」

「さあ？」

　子供のように生徒会長は首を傾かしげた。

「でも現実に、多国籍連合軍は明らかに成功させるつもりのないアクションを続けているよね？　あなたの目から見ても不自然に映っているでしょう。インド宇宙軍は無能な訳じゃない。考えれば分かるはずの道筋に敢あえて却下の判断を下している。それは何な故ぜ？」

「……、」

「答えを知りたい？　ただ考えてみれば、これもこれでおかしな話よね」

　キョウカはさらりとした調子で、

「外からやってきたあなたにとっては、疑問なんて日本を出てからゆっくり考えれば済む程度の話でしょう。インド軍として同じアジアの隣人を放っておけない、あるいは多国籍連合軍としての責任感？　でも現地では本物の『脅威』がひしめき、いつ味方の核兵器に巻き込まれるかも読めない状況よ。正直、広報向けの奇麗ごとが通じるような状況じゃないよねえ？」

「それは……」

「国を出てゆっくりお茶を吞のみながら考える事ができない理由でもあるのかしら。ふふっ、ごめんなさい。そうよね、あなたには絶対できないよね」

　ハッとレトネーエが顔を上げた。

　車椅子に腰掛ける悪魔は子供みたいに笑って言った。躊ちゆう躇ちよなく。

「その左手」

　無邪気であるが故に、的確。

　急所を抉えぐる事に迷いがない。

「指輪はともかくとして、モバイルウォッチは不自然よね。安っぽくてあなたのセンスじゃない、というかそもそも男物じゃない」

　古いモデルだと言及したのはキョウカだ。

　一〇年以上前、とっくの昔にメーカーサポートの切れた骨こつ董とう品ひんなのだ。

　お気に入りだから大切に使っている、というのはこの場合当てはまらない。この手のネットに繫つながる精密機器はメーカーのサポートが切れた時がそのまま寿命になるからだ。まして情報管理にうるさい軍人が自前のスマホと紐ひもづけておくなんていう事は絶対にありえない。現に彼女のスマホ自体は一般には出回らない厳しい軍用規格なのだから。

　それでも無理を通して。

　メーカーの管理が途切れたモバイル機器の面倒を見て、セキュリティ上の問題を手動で全部潰してでも使い続けるとしたら、その執念はよっぽどだ。ただ色や形が気に入った程度で続けられるとは思えない。

「指輪と他の贈り物を同じ左手で同居させているだなんて、不潔よね。でもあなたにはそうするだけの強固な理由があった」

　いくつかヒントは散らばっていた。

　例えば単純な年齢感。

　湿気や排ガスなど、日本の気候についても知識ではなく肌で知っているようだった。

　水晶魔法について論じる時にレトネーエは補足説明がなくとも生徒会長の言葉へ普通についてきていたのも気になる。

　呼吸を重視する考え方もそう。

　不安になると右手を使って自分の左手を包むのは、指輪にすがっての事ではなかった。彼女はあるお守りを、お風ふ呂ろの時にも外せない貴重品として扱っていた。

　そうなると、こういう推論ができてくる。

「インド軍への忠誠なんて、本当はどうでも良かった」

「……やめて」

「温かい家庭の中で素敵な旦那様と可愛い子供達に囲まれていれば、『脅威』や核攻撃に身をさらす必要はなかった。日本の事情なんて、インドで暮らすあなたには関係のない話でしょう？　だけどあなたは、わざわざここまでやってきた。ある目的を果たすために」

「やめてください!!」

　その不自然さは全てレトネーエの左手に集約される。薬指の指輪と手首のモバイルウォッチ。二つの贈り物を同居させる、不貞の左手に。

　つまり、こういう事だ。

　悪魔は悪魔に言った。




「清沢ハドメ。学生時代の知り合いかしら。結婚しても忘れる事のできなかった誰かを、あなたはどうしても最悪の現場から遠ざけたかった。それがあなたの本音じゃない？」




　ぺたん、と。

　心臓の真ん中を貫かれたように、レトネーエ＝クーレントが膝から崩れた。ぴー、ぴーという軽い電子音が響き渡る。左手のモバイルウォッチから鳴り響く、呼吸や脈拍の警報だ。

「ようは、最初から止めたかったのね」

　あれだけ外から意図して五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを管理する銀髪褐色の軍人が、全てを投げ出していた。

　だから、キョウカの言葉だけが続く。

「インド宇宙軍の核攻撃を。わたし達グリモノア勢から作戦行動書を取り上げようとしたのはどうしてかしら。プロの軍人の目線からこっそり添削して不備を全て潰し、まだ核を発射する段階ではないという説得力を与えるため？」

　軍は究極の縦割りで、イエス・ノーの完全なフローチャートに沿って話が進められていく。しかし逆に言えば、あらかじめ『分岐の条件』が全部分かっている軍人であれば、どうやっても核を発射できないよう詰め将棋のようにデータを整えてしまう事だってできるはずだ。

　どれだけ顔も見えない『黒幕』が感情で核の発射ボタンに指を置いたとしても、絶対に。

　車椅子の生徒会長はそっと息を吐いて、

「……別に、悪くはないと思うけれど」

「……、」

「結婚と初恋の間で板挟みだなんて、わたしからすれば羨ましいくらいの充実ぶりなんだけど。それに欲が分かっていれば、そこを担保にできる。軍の命令も温かい家庭もかなぐり捨てて思い出を守ろうとした今のレトネーエ＝クーレントなら、信頼できる」

「……こんな……」

　人を守るためでも、『脅威』を倒すためでもなかった。

　全てを暴露され、一〇代の小娘に人生の全てを打ち砕かれた軍人がぽつりと呟つぶやいた。

「こんな浅ましい私の、何を信頼できると？」

「唇を嚙んでここまでやってきてしまった、あなたの純粋さを。善性である事と純粋である事は必ずしも一致しない。そしてわたしは、謝罪会見をそつなくこなす権力者より唇を嚙かんで死地までやってきたあなたの方が好感を持てる。あなたがたとえどれだけ最悪な人間でも、清きよ沢さわハドメについて噓うそはつかない、絶対に。そうでしょう？」

　黙っていた。

　レトネーエ＝クーレントは放心してへたり込んだまま、両手で顔を覆っていた。

　表おもて参さん道どうキョウカは知っている。

　銀髪褐色の軍人は『黒幕』の一味だ。ナタレーナに近づいて復ふく讐しゆう者しやに仕立て上げ、身分を書き換えてまでセカンドグリモノアに送り込んできた悪女だ。

　だけど彼女は同じ船に清きよ沢さわハドメが乗っていると知った時、どう思っただろう？　アイスランドの人工リゾートでデコイ『脅威』に襲われている時、そして今度は日本で本物の『脅威』と核攻撃のリスクにさらされると知った時。

　彼女は『黒幕』だ。だけどエージェントの一人というだけ。もしも、大きな決定に異を唱えられる立場でないとしたら。

　キョウカはそっと片手を頰に当て、

「……清きよ沢さわ先生一人を連れ出す手もあったのでは。何だったら気絶させるか、薬でも盛って」

「できない……」

　両手で顔を覆ったまま、呪いのようにレトネーエは呟つぶやいた。

「できません。ハドメ君をさらって一人だけ危険域の外に逃がしたって、助けた事にはならない。あんな人だもの、絶対に死んだ生徒達を悔いて人生を壊す。彼は、私達のようにはなれません。その心が潰れてしまうのが目に浮かぶ……」

　軍隊の中でも家庭の中でも、決して誰にも相談のできなかった懊おう悩のう。

　だけど同じ悪女なら、善性に押し潰されそうになっている心を拾い上げられる。

　キョウカはこう囁ささやいた。

「レトネーエ＝クーレント中佐。これは通常手続きで『上』に質問を飛ばしても答えが返ってくる事のない疑問よ。だけどちょっと回り道をすればその限りではなくなる」

　両方とも革靴を履かせてもらったキョウカが、くるりと車椅子を回す。

　しなやかな手で取ったのは管制機材のヘッドセットだ。

「通信電波自体はひっきりなしに飛び交っている。そいつをキャッチする事もできる。ただし、暗号を解くための乱数表が手に入らない。レトネーエさん、インド海軍の深い所に属しているあなたなら持っているんじゃなくて？」

　顔を覆っていた両手を、外す。

　恨みがましいというよりは、拗すねた子供のような調子で銀髪褐色の軍人が呟つぶやく。

「……正気ですか？　世界は救われるかもしれませんが、私は反逆罪に問われますよ」

「ええ。だからこれはお願いよ、命令でも提案でもない」

　車椅子の生徒会長はそう言った。

「それでもあなたの選択次第では、守りたい人を守れる。あなたは危険を冒して想定核攻撃エリアまでやってきたんでしょう？　最初から、核発射を阻止するために」

「私を襲って奪うという選択肢は？　あなたは水晶魔法を使えないかもしれませんが、一声かければ飛びかかる猟犬くらいそこらじゅうにいるんでしょう」

　座り込んだままレトネーエが視線を振った先は、ゆっくりと立ち上がった赤毛お団子だ。彼女もグリモノア勢の水晶魔法使い。それもわざわざ生徒会長が傍かたわらに置く懐ふところ刀がたなである。

　しかしキョウカは首を横に振って、

「そういう方が楽かもしれないけど、そうはしない」

「何な故ぜ!?」

「わたしとあなたは、同じ秘密を共有する日陰者だから。襲って奪うだなんて、一人だけ悪者にされるのはごめんだもの。始めるからには同じ分だけの責任をあなたも抱えてちょうだい」

　銀髪褐色の軍人はメガネの奥で両目を瞑つむった。

　奥歯を嚙かんでそのまま天井に顔を向ける。放っておいたら地団駄でも踏みそうだ。

　生徒会長はそっと囁ささやいた。

「やっぱりできない？　勢いを失ってしまったあなたには。なら今すぐ日本を離れなさい、ありし日の未練を置いて。本物の『脅威』に核攻撃。今の日本は、理由もなくうろついていられるほど生易しい現場じゃないから」

「……今の私は多国籍連合軍全体のメッセージを伝える特使です」

　ちゃり、という小さな音が聞こえた。

　ドッグタグとは違う。首から細い鎖を取り外し、大きな胸元から取り出したのは口紅よりも小さなフラッシュメモリだ。それが一つの左手に指輪と腕時計を同居させる悪女の覚悟だった。キョウカに向かって放り投げながら、迷いを振り切るようにレトネーエは言った。

「インド軍単体の思惑は何であれ、核発射が連合軍全体の不利益に繫つながりかねないというのであれば情報を精査する必要があります」

「ふふっ。結婚して子供を産んでも初恋を振りきれない本音をそこまで包む？」

　キョウカは口元に手をやってくすくすと笑っていた。

　それから車椅子の悪女は躊ちゆう躇ちよなく言った。

「もしもこれがバレてインド軍をクビになったらうちに来なさい、セカンドグリモノアがあなたを雇う。少なくとも、多国籍連合軍よりは世界の中心に近い場所へ招待してあげる」

　悪女と悪女が握手する。

　人には言えない、胸を張って歩けない。そんな事は分かっている。

　それでも守りたいものだって、世界にはある。





３






「おーらい、おーらい。こっちですう！」

　ヨウ化銀の人工降雨に石油火災の煤ばい煙えんまでたっぷり吸い込んだ汚れた横殴りの雨の中。濡ぬれた亜麻色の髪を頰に張り付かせながら、女教師ソフィア＝フィレンツェは夜空を見上げて両手をぶんぶん振り回していた。オトナのくせに子犬系、元気いっぱいと顔に書いてある。

　誘導効果のほどは不明だが、生徒のナタレーナ＝ブラスト達は的確にフロート統合空港へ着陸していく。長い滑走路を使った旅客機というよりはヘリコプターやＶＴＯＬ機に近い、ほぼ垂直に降下するコースだ。

　ずぶ濡ぬれで（真っ白なブラウスから意外と派手な下着が透けている事には全く気づいていない）スーツの女性はにこにこ笑って、

「お疲れ様でした、皆さん。お風ふ呂ろや着替えは職員ロビーへどうぞ。それから炊き出しもしたんですよ、えっへん！　ご飯が欲しい人はカフェラウンジの方に集まってください」

　着替えと聞いてナタレーナはそっと息を吐いた。どうせ短い休憩を挟んで再出撃すればずぶ濡ぬれだろうが、それでも気分的な問題はある。

　彼女の後に続き人工のフロートへ着陸した山やま根ねデイリや猫ねこ海うみヒロスケの声が聞こえてくる。

「ちえっ、何が子犬系だよカルタの野郎！　何をするにもぎゃんぎゃんぎゃんぎゃん説教垂れやがって、ありゃどう考えても不機嫌な猫だ。家中の壁だの家具だのに爪を立てるヤツな！」

「う、歌うた貝がい君の前でだけ素直になるって事じゃないのかな。羨ましい……」

　先輩方？　と呟つぶやいてナタレーナがゆっくり振り返ると、びくっと飛び上がった高等部の男子達が蜘く蛛もの子を散らしたように逃げていく。がっかり男子、その極み。年上の男性に対する理想をガラガラと崩してくれるダメ人間っぷりにナタレーナはため息をついて、

（……ああ、カルタ先輩はほんとに頑張って大人の顔を作ってくれていたんだなあ）

　ともあれ、だ。

　小さな職員用玄関から裏方のスペースに入り、替えの制服と下着を受け取る。シャワールームの案内板を見てかなり真剣にぐらついたが、首を横に振った。どうせすぐに出撃だ。冷たい雨に打たれる事を考えると、あまり温度差を作りたくない。ロッカールームだけ借りて衣服を脱ぎ捨て、濡ぬれた髪と体をバスタオルで拭っておく。

　支給された下着を両手の指先で摘つまんで広げてみれば、

「う……。思ったより派手かな……」

　一体誰のセンスなのだろう。雨に打たれる事を考えると、あまり派手な配色は好ましくない。分厚いスポーツインナーのような気配りもないらしい。まあ、かと言っておばちゃん趣味丸出しでベージュの下着とか渡されても途方に暮れてしまうのだが。

　この辺りの『加減』が肌感覚で理解できないという事は、備品を納入したのはやっぱり（意外と派手派手だった）女教師ソフィアだろうか。とにかく手早く着替えを済ませると、プラスチックでできた小さな収納ボックスに濡ぬれた衣類を詰めて自分のクラスと氏名を記入したシールを貼り付け、ランドリー係に渡す。

（まあ私が選んだ下着じゃないなら仮に透けても私の秘密って訳じゃないし、いざとなっても絆ばん創そう膏こうの完全ガードもありますし）

　彼女も彼女で微妙にズレている事には気づかないままカフェラウンジに向かうと香辛料の匂いが鼻につく。濡ぬれ髪がみで首を傾かしげたナタレーナはドライヤーを忘れたと内心で思いつつ、

「……なに配っているんですかこれ。カレーライス???」

「あっ、ジェーンさん！　こっちです、こっち!!」

　ぴょこぴょこ垂直に飛び跳ねた女教師が、頼んでもいないのにおにぎりやサンドイッチを持ってこちらへ走ってきた。ジェーン＝イグニッションは復ふく讐しゆう者しや時じ代だい、セカンドグリモノアへ潜り込むために用意してもらった偽名だが、今ではあまり執着していない。話す機会がないから本名に訂正するきっかけがないだけで、呼ばれたナタレーナ本人がちょっと戸惑う。

　ソフィア＝フィレンツェはこれが本物の子犬系だという見本みたいな笑顔で、

「はいこれ、お夜食ですよ。ひとまず軽いものだけ。もっとがっつり食べたい場合はシーフードカレーとか、ロールキャベツとか、中華丼なんかもありますからねえ」

　多国籍というか、見事にグッチャグチャだ。どういうチョイスなんだろうと不思議だったが、遅れて気づく。ようは空港のカフェやレストランにある食材を借りているのだ。無駄に豪華で多国籍だから、おそらくビュッフェ形式のお店でもあるのだろう。

「オススメはあれです、とんこつラーメン！　お土産用のパックがかなりの数用意されているみたいでして。これが作ってみたら結構本格的っぽいんですよ、たぎるー!!」

　クリスタルビーチではこの先生、日本の名店が監修したちょっとお高いカップ麵に執着していたか。あの時食べられなかった分、弓を引くように欲求のゲージを溜ためていたのかも。

「えと、何で日本のお土産屋さんって全国どこでも均一にとんこつラーメン置くんですか？　あと、ナゾのサブレとか……」

「さあ？」

　大人にキョトンとされてしまった。まあ、ソフィアも日本人ではないのだから日本についてあれこれ質問されても困るか。全国各地のご当地駅弁が最も消費されるのは東京の駅だった、というミステリーの答えは歌うた貝がいカルタ辺りに尋ねるのが一番だ。

　ナタレーナはサンドイッチのパックを受け取ると、強化ガラスのウィンドウに沿って等間隔で並べられた一人掛けソファの一脚に腰掛ける。ソフィアせんせーい、と遠くから女子達に呼ばれてタイトスカートの女教師はそっちに走っていってしまった。割と人気はあるらしい。

　揃そろえた太ふと股ももの上に置いた透明なボックスに目を落とす。

　軽いものと言っていたからハムや卵くらいのイメージをしていたのだが、実際に摑つかんでみると分厚い。いわゆるクラブハウスサンドイッチなのだが、とにかく鶏とり肉にくの自己主張が激しかった。香辛料に隠れがちだが脂がすごい。

（女の子は食べて育てって考えの人なのかなあ……）

　ソフィア＝フィレンツェ、雨あま脚あしマリカ辺りと気が合いそうだ。そんな事を考えながら両手でサンドイッチを摑つかみ、三角形の角の部分から小さく嚙かんで胃の中に落としていく。飲み物がない、と気づいたが今から列に並ぶのも面倒だ。

　最後の方は苦行になりつつも、三つのサンドイッチをしっかり食べ終える。

『体を冷やすな！　休憩中も呼吸を意識して、体の内側をアイドリングさせておけ。モバイルウォッチなどで客観的に代謝を測るのも良いい。ただし目先の数字に振り回されるなよ!!』

　非常に暑苦しい筋肉教師、清きよ沢さわハドメの声がここまで飛んでくる。

　ちょっと離れた方で騒ぎが起きていた。どうやらマッサージチェアやエナジードリンクが人気を集めているようだが、ナタレーナには人だかりに合流する気は起きなかった。こういう時、静寂に安らぎを覚えてしまう癖を自覚する。

　姉のアナスタシアと同じように。

「……、」

　その時だった。

「ほら」

　横からの声と共に何か軽く投げつけられた。片手で受け取ると、コの字に膨らんだ枕だ。

　山やま根ねデイリはひらひら手を振って、

「ちょっと休んだらまた出撃だ。先は長いぞ、少しくらい眠っておけ」

「えと、そんなものですか？」

「こいつは短距離走じゃなくて持久走だよ。しかも途中で気を緩めたら対空レーザーで一発だ。集中を切らす原因を、作るな。一〇分でも一五分でも寝ておくと違うもんだぜ。こいつは経験からくる適切な助言ってヤツだ。先輩の言う事は聞いておきな」

「は、はあ」

「何しろ授業中に眠っておくと全力で昼休みに挑めるからな！　あっはっは!!」

　笑って山やま根ねデイリは立ち去っていく。

　一瞬でも年上男子に感心しそうになった自分が馬鹿みたいだ。しかし着替えと食事を終えてしまうと手持無沙汰になるのも事実だった。水晶魔法の場合、燃料や弾薬を補給したり、装備の点検やメンテナンスは不要なのだ。やる事がない。

（一〇分でも一五分でも、か……）

　ビチビチと横殴りの雨がぶつかる強化ガラスの向こうに広がる夜空では、今も断続的に緑色の閃せん光こうが暗闇を切り裂いていた。他の生徒達が対空レーザーを引きつけているのだ。ローテーション制なのでお互い文句はないはずだが、それでもこうしてのんびりしていると悪い気がしてくる。セカンドグリモノアに向かったまま音信不通となったマリカや、彼女を助けに行ったカルタ達だってそうだ。誰も彼も、自分の命を賭けて戦っている。だというのに。

　休憩も仕事の一つ。

　どっちみち、ここでヤキモキしたってできる事はない。『何もしないで起きている』よりはマシだろう。ナタレーナはそうやって自分に言い訳すると、コの字の枕を首の後ろにぎゅむと装着する。両手の掌てのひらをお腹なかの辺りで組むと、そのままゆっくりと体重を後ろに預けていく。

　瞼まぶたを下ろす。







　そして山やま根ねデイリと猫ねこ海うみヒロスケは、大きな椅子に全体重をぶん投げて爆睡している一二歳の少女、ナタレーナ＝ブラストの寝顔を静かに見下ろしていた。

「……うう、カルタ先輩……むにゃむにゃ……」

[image: ]

　二人して苦笑すると、持ってきたブランケットを掛けてやる。

　間もなく再出撃だが、そのままにしておく事にした。

　きびすを返し、山やま根ねデイリが呟つぶやく。

「……今まで頑張り過ぎなんだよ、クソガキのくせに」

「ち、中等部を守るのが僕達高等部の仕事だからね。それが女の子だとなお良いい」

「あとカルタのヤツ生きて帰ってきやがったら事情聴取だな？」

「中等部必勝法とかあるなら是非!!」

　自分からは決してトドメを刺す事のできない、それでいて常に自分の命を危険にさらす陽動役。考え方次第では貧乏くじだが、彼らの顔に不満はない。

　片腕をぐるぐる回し、首の関節を鳴らして山やま根ねデイリは野蛮に笑った。

「そんじゃまあ、ダチのためにももう一ラウンド行きますか」

「う、うん。高等部の格好良い顔を見せてやろう。フリーの先輩はここにもいますよってね」





４






　ぼふっ、という柔らかい音があった。

　アイネが正面からマリカに抱き着いている。大きな胸に顔を埋めるようにして、すぴすぴと整った鼻を動かしていた。

「ふむ、合格です」

「そ、それはどうも」

「これなら匂いを使って『脅威』側から足取りを追われる心配はなさそうですね。すーはー」

「ちちょっと待ってこれああアイネちゃんははは恥ずかしいーっ」

　人数が増える事は、プラスかマイナスか。

　今自分が置かれた状況にもよるか。単純に真っ向から衝突する合戦なら人数差には絶対の価値がある。一方で、誰にも見つかってはならない狙撃や潜入では露見のリスクを増やす。

　しかし実際に経験してみて、カルタに分かった事がある。

　少なくとも、人数が増えるとその分だけ心理的な負担は減る。一人称、二人称、三人称なんて言葉があるが、三人以上が集まると客観性が増すのかもしれない。これまで（元から人間でなく半身も同然なアイネと負担を共有するのが難しかったというのもあるのだろうが）妄想同然の重圧に押し潰されそうになっていた頃と比べると、カルタにも冷静に今ある状況を観察して吸収するだけの余裕が生まれる。そして客観性を高めようとするため、自分の中で生まれた意見を積極的に交換しようとする心の動きが表れる。

　つまり、おしゃべりになる。いっそ危険なほどに。

「……そう言えば、結局『本物の脅威』って何しに来たんだ？」

　カルタは身を屈かがめ、廊下の窓のすぐ下、壁沿いをゆっくり進みながらそんな風に呟つぶやいた。こちらの窓も『脅威』の手で鉄板や資材を貼り付けられているが、やはり感覚的には不安だ。

　ガリガリという爪の音に変化はない。気づいていないようだ。向こうは鉄板越しにこちら側の物音を聞いてはいない。うじゃうじゃしているのがフナムシ型やオタマジャクシ型だった場合、そもそも間に鉄板なんかなくても『下を覗のぞく』ようには体を動かせないかもしれない。

　つまり認めたようなものだった。

「だからアイネの推測に間違いはなかったじゃないですか、外壁組のフナムシ型やオタマジャクシ型は赤いレンズを使って視覚を頼りに捜索していると。えっへん」

「分かった分かった、後でおしゃぶりと粉ミルクを買ってやるからちょっと黙っててくれ」

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………じー」

「こっ怖いよアイネ、無言でこっち凝視するなよう……」

「命令に従って非難を受けるのは理不尽です」

　距離一〇センチでぷくうとほっぺたを膨らませるアイネの取り扱いに困るカルタ。

　彼は窓の方に目をやって、

「それより連中、どうして外に張り付いたまんまなんだろう？　ガラスの窓なんて簡単に砕けそうなものだけど。わざわざ強化ガラスの窓を鉄板やガレキで補強してまで……」

「入りたくても入れない、っていう訳でもなさそうなのよね」

　マリカが乗ってくる。

　セカンドグリモノア船内で『本物の脅威』が活動している事は、すでにパイプウニ型やイソギンチャク型の『ゲシュタルト』などで確認済みだ。ヤツらは遠慮をしない。にも拘かかわらず、実際に外壁を越える組と越えない組が明らかに分かれている。

　くるくるツインテールの幼おさな馴な染じみは屈かがんで塞いである窓の下をこそこそ進みながら、

「そうなると、何かしら役割分担ができているのかしら？　うーん、例えば外壁にびっしり張り付いている『脅威』は船内の様子を覆い隠している、とか」

「……中が本命で外が守りって考えるのは『人間の価値観』だぞ。案外、船の塗料や張り付いたフジツボを食べたいだけかもしれない。『脅威』の生態や思考は謎のままなんだ」

「外壁だけに限った話じゃないわ」

　ギャル系の橋はし先ざきタヨリがそっと息を吐いて、

「船の周り、海の底にはクラゲ型やイソギンチャク型の警戒網が敷いてあったのは事実。あれだけ広範囲に広がった外周部が本命とは考えにくいわね。やっぱり『脅威』にとっても、中心地はセカンドグリモノアなのよ」

　仮に海全体が本命だった場合、新型学園船はただの異物に過ぎない。全てを破壊する『脅威』が異物の排除に乗り出さないのも妙か。そうなると、

「『脅威』側には、セカンドグリモノアを沈めないで占領すべき目的がある？　単に俺達の移動拠点を破壊したいって訳じゃなさそうだぞ」

「でもカルタ、セカンドグリモノアって言ったって所詮は学校の船でしょ？　そんなに特別な資材なんて積んでいたかしら」

　船自体は豪華客船を買い取って中身を丸ごと改装したものだ。一般生活からすれば珍しいかもしれないが、クルーズ船くらいなら世界中どこの海にだって浮かんでいる。わざわざセカンドグリモノアを狙って襲うほどの理由にはならない。

「何を言っているのよ……」

　青い顔で松まつ田だイミの唇が開く。かちかちと寒くもないのに歯を鳴らしダウナーに呻うめいた。

「あるじゃん、この船にしかないものなんて。死んで水晶像になった魔法使いなんて、世界中捜したってここくらいしか保存されてないっしょ」

「っ」

「にえさま、一理あります。水晶魔法使いと戦うにあたって一番に確認したいのは、『プリセット』の『修復』の限度ではないかと。どこまでやれば撃破したか、また倒した個体が復活するリスクは。『脅威』側が集中的に調べたいと考えるのも妥当な思考手順ではないかと」

　現実の水晶魔法使いには『難なん問もん排はい除じよ』のスザニア＝エヴァンスのような不死の回復力はないが、条件を知らなければ永遠に起き上がるゾンビみたいに映ってもおかしくない。

　殺した程度では安心できない。

　だからどこまですれば安心できるのかを、知りたい。

（……理には適かなっている、か!!）

　クリスタルビーチではカルタ自身、『デコイの脅威』の死骸（？）を漁あさって構造を調べようとした事がある。自分がヤツらの立場ならそうする。カルタだって頷うなずいてしまう。

　かと言って、ここでゲキハ達の様子を見に行こうと提案するのは間違っている。

　彼らを安置しているのは三胴構造の船の内、真ん中の船体の最下層だ。対してグリモノア勢の仲間達を呼び込むために必要なライオン型『スパークル』の撃破には、中等部校舎の屋上まで上がらないといけない。明らかに方向が逆。カルタ達が合理性を無視して最下層にＵターンすれば、松まつ田だイミや橋はし先ざきタヨリの不信感が爆発する。

　ここで仲間割れは避けたい。

　単に実力の大小ではない。セカンドグリモノア船内を移動するとは言っても紙一重だ。例えばパンクした松まつ田だイミが絶叫して近くの窓ガラスを叩たたき割わったり、水晶花の通信で誰彼構わず助けを求めただけで、異変は『脅威』全体に知れ渡る。そうなればカルタ達は助からない。

（どっちみち……）

　動きを止め、瞳を閉じる。

　強く奥歯を嚙かみ締しめて、歌うた貝がいカルタは自分の奥底から卑劣な部分を引きずり出す。

　無理矢理にでも、思う。

（どっちみち、セカンドグリモノア占拠からかなり経ってる。もし『本物の脅威』が本当に水晶像を調べるのが目的だとしたら、ゲキハ達は無傷ではいられない。これだけ時間が経たっているなら、すでにちょっかいを出されていると考えるしかない……!!）

「アイネ、それからみんなも。目的地は屋上だ」

「はいにえさま」

「……クソ野郎どもを確実な方法で皆殺しにする、そのためにはまず屋上に陣取るライオン型の対空レーザーを無力化しないといけない。だから、」

　搾り出すように呟つぶやいた直後だった。

　カルタとアイネは壁から出っ張った柱の陰へ飛び込み、マリカは伏せて水飲み場の下にある狭いスペースに潜り、タヨリはイミを抱えて空き教室へ身を隠す。

　階段の方から何か大きな塊が顔を出した。

　パイプウニ型。どうもアレは複数いるようだ。ただしたまたま移動中に鉢合わせした、という訳ではなさそうだ。しばらく階段の出入り口でうろうろすると、再び引っ込んでしまう。上りか下りかは知らないが、おそらく一定間隔で往復を繰り返しているのだろう。

　巡回だ。

「階段はダメそうね……」

　水飲み場の真下で伏せながら、マリカがそんな風に囁ささやいてきた。

「別のルートを探す？　食事用ワゴンの小さなエレベーターとかもありそうだけど」

『飛行』が使えるのなら足で歩いて進む順路に限る必要はない。マリカの提案したエレベーターだって、馬鹿正直にボタンを押して電動のかごを動かさなくても、煙突みたいに上下に貫くシャフトの中を垂直に飛んだって構わない。

（ただ使えるショートカットって、具体的にどこだ？）

　いつまでも長い廊下に留とどまっているとそれはそれで別の『脅威』に見つかりそうだ。カルタ達はいったん近くの引き戸に取りつき、うっすらと開けて、鉄板や資材で外から窓が塞がれているのを確認してから内部へ身を隠す。

　広さは普通の教室二つ三つ分、といったところか。暗がりの中でも、電動の糸いと鋸のこやドリル、分厚い作業台に取り付けられた万力などが目を引く。（ある程度は授業を手伝っていたものの）中等部の間取りまで完全に覚えている訳ではないが、おそらく技術室だろう。

　恐怖については一番敏感なのだろう。ギャル系の女友達に横からすがりつき、松まつ田だイミが内股でびくびくしながら口を開いた。

「ど、どうすんの？　上に行かないとどん詰まりなんでしょ」

「にえさま」

　アイネが水晶の刀で頭上を指し示した。正確には天井近くの壁にある四角い金網状の蓋だ。

「必要なら、あの中を通るのはどうでしょうか？」

「通気ダクト？」

　見上げるマリカの声は疑問形だった。カルタも同じ気持ちだ。

「……ほんとに潜れるのか、あんな狭い所」

「臆測で選択肢を封殺するほど余裕はありません、実際に見ないと分からないでしょう？」

「仕方がない……」

　ただしカルタ側に対案がないのも事実だ。ダクトがあるのは技術室後ろの壁なので、壁に沿って並んでいる腰くらいの棚に上れば高さを稼げる。

　何な故ぜか幼おさな馴な染じみのマリカが両手を腰にやり、内側からほっぺたをぷくうと膨らませた。

「なんかこう、アンタはアイネちゃんのおねだりなら基本的に何でも聞くのよね」

「お前と違って提案に無駄がないからな」

　が、

「よっ、とっ……。くそ、背伸びしてぎりぎり手が届く程度だな。やっぱりここから入るのは厳しくないか」

「にえさま。肩車をしましょう」

　反射で頷うなずこうとして、カルタの動きがピタリと止まった。

「スカート女子」

「はい何でしょう？」

　眩まばゆい太ふと股ももをさらし、同じ棚に上がってきたアイネは首を傾かしげるだけだった。

　やはりこの水晶少女、肌を見られるのは嫌がっても触れられる事には頓着していないらしい。明らかにラーニングが偏っている。

　彼女が着ている白いドレスは機動性重視なのか、左右両方に大きなスリットが開いている。露出の度合いで言ったらチャイナドレス以上くノ一以下といった感じだ。

　気になる。

　非常に気になるが、アイネはカルタの両肩に小さな手を置くとぐいぐい下に押し込み始めた。どうやら彼女の中ではカルタが下で確定らしい。

「ちょっと待って、これっ、恥ずかしい！　このトンネルに頭を潜らせるの、ほんとに!?」

「にえさま。棚の上で暴れると転落しますよ」

「あっ、わあー……くぐったあ……」

　なんか新しい世界を見たような顔になるカルタ。右と左のほっぺを温かくて柔らかいものでぎゅっと挟まれながら、カルタは膝と腰に意識を集中させる。不安定な棚の上でゆっくりと伸び上がると、上段のアイネがもぞもぞ動いた。両手を使ってダクトの蓋を外しているらしい。

「んー……。蓋は外れましたが、ちょっと高さが足りませんね。これでは中を覗のぞけません」

　上を見上げようとしたら前垂れみたいなスカートの裏地がべろりとカルタの顔面を全部覆った。なんかほんのり温かくて甘い香りがした。

「ぷはっ。あ、アイネ、結局何がどうなっ……」

「もうちょっと高さを稼ぎましょう。『飛行』でふんわり垂直に浮かび上がれば」

　左右の太ふと股ももが少年の頭を挟んだままふんわり持ち上がった。

　太ふと股もも天てん国ごくが絞こう首しゆ刑けいに切り替わった。思わずばたつかせたカルタの両足が宙に浮いている。

「あごがぐぐぐぐぐぐぐっ!?」

「これは……」

「死っ!?　ぬっ、ぬける首が抜ける！　ぶぐえアイネ悪かった実はちょっとだけラッキーって思ってまじぶえ!!」

「あっはっは、天てん誅ちゆうだわカルタ」

　腰に両手を当てたマリカが何な故ぜか勝ち誇っていた。

　一〇秒なかっただろう。それでも息が詰まるよりは首の骨が引っこ抜けるかという激痛が怖くて仕方がない。膝をすりむくとか指先を包丁で切るとか、普段感じる痛みとは全く違う。

「て、ていうか『飛行』が使えるなら肩車の意味なかっただろう……」

　ゆっくり高度を落として少年の首を解放し、相変わらず肩車のままアイネは首を傾かしげる。

「中を進むのは難しそうですね」

「やっぱり狭いから？」

　下からギャル系の橋はし先ざきタヨリが尋ねると、アイネは首を横に振って、

「いいえ、蜘く蛛もの糸のようなものがびっしり張り巡らせてあるのです」

「くも……」

「のような、です。そういう形状の『脅威』がいるのかもしれませんが。おそらく通電した易溶金属製のワイヤーでしょう。推定強度は紙以下。迂う闊かつに指先で触れて一点でも切ってしまえば即座に察知されます。密度を考えるに、実質的に気づかれずにここを進むのは不可能です」

「排煙口の方にはなかったわよ、こんなの……」

　そんなに便利なものがあるなら何な故ぜ廊下や教室にもびっしり埋め尽くさないのだろうか。疑問に思うカルタだったが、当然ながらアイネとて全ての答えを持ち合わせている訳ではない。素材に限りがあるのかもしれないし、船内を行き来する他の『脅威』が千切ってしまうので通常順路に敷ふ設せつしても効果が低いと判断した可能性だってある。

　棚の上でカルタは屈かがんで太ふと股もも少しよう女じよを降ろしながら、

「一応キープだ」

「アイネの警告を無視してここを通るのですか？」

「違うむくれるな。他にルートがなかった場合は、時限装置か何かで糸を切って『脅威』の注意を引く。階段を巡回しているパイプウニ型が持ち場を離れるとしたらそれで進めるだろ」

　もちろん最後の手段だ。普段の持ち場が崩れる事で『脅威』と鉢合わせしてしまうリスクの方が高い。どうしても蜂の巣に近づかなければならない時は、そっと歩きたがるものだろう。わざわざ石を投げて無数の蜂を興奮させてから忍び足をしたいと思う人間は少ない。

（向こうはどうなっている……？）

　カルタは再び廊下側の引き戸に向かい、身を屈かがめ小さな隙間を開けて、そっと奥を覗のぞく。

　階段の方は静かだった。

　さらに身を乗り出そうとしたところで、カルタは慌てて首を引っ込める。鏡代わりのプラスチック定規だけ静かに出して確かめると、やっぱり例のパイプウニ型が顔を出す。

　一定間隔で隙がない。

　カルタの上から覆おおい被かぶさる形でマリカも廊下を覗のぞき込こむ。お団子みたいに頭を縦に並べる……つもりかもしれないが、こう見えて彼女は『ある』。何が？　この重み。カルタの頭の上に二つの塊がカンペキに乗っかっている事に、多分この無防備な幼おさな馴な染じみは気づいていない。

「やっぱり無理そうね。隙をついて廊下を突っ切るくらいはできそうだけど、あの階段を上がって屋上を目指すとどこかで『脅威』とぶつかるわ」

「あっ、ああ。多分きっと大体そんな感じ？」

「何で明言避けてんの???」

　気もそぞろだったカルタだったが、そこで彼は気づいた。

「ちょっと待った」

「？」

　カルタが注目しているものが、最初マリカは摑つかめなかったらしい。

　少年はさらに言う。

「何か聞こえる……？　廊下の奥、確か体育館だったよな。何ならあそこを通るって手も」

　空き教室の引き戸を薄く開けて、タヨリが小さく頷うなずいた。

「『スパークル』狙いで上を目指すならありじゃないかしら。体育館は高さを稼ぐために吹き抜けになっていたわよね。『飛行』なら屋上まで縦に直行。狭くて身動きの取れないエレベーターシャフトと違って、『脅威』に待ち伏せされた場合でも即死以外の選択肢もありそうだし」

　全員で頷うなずく。

　階段を巡回している『脅威』が再び顔を出し、引っ込んだのを確認してカルタ達は素早く動き出す。途中にある階段へ近づくルートだが、そっちは無視。今は引っ込んでいても、階段のどこかで鉢合わせするリスクがあるなら無む暗やみに突っ込まない方が良いい。

　それより廊下の奥にある両開きの扉。体育館だ。

　実際に近づき、ドアに張り付くようにしながら、カルタはわずかに呻うめく。彼が注目しているのは中央、両開きのドアの隙間だ。

「（……光が漏れてる。ここだけ明かりが点ついているぞ）」

「（どうにもまずそうな雰囲気ね）」

　口では言うが、マリカはむしろ挑みかかるようだ。これまでとは何かが違う。何かしら、『本物の脅威』の核心に迫るヒントが眠っていると予想しているのかもしれない。

「（『脅威』には一定以上の知性があります）」

　逆に、消極案を並べたのはアイネだった。

「（……暫定名称『ゲシュタルト』を見る限り、少なくともにえさま達人間を騙だまし、楽して勝利しようと考える程度には。これまでとは違った何かがある。戦場で地雷の上に軍用タブレット端末が捨て置かれているのと同じく、十分以上に罠わなの可能性もありますが）」

　どちらも一理ある。

　身を屈かがめて、両開きのドアに掌てのひらを置いて、カルタは瞳を閉じた。

　奥歯を嚙かみ締しめ、再び両目を開いて彼は言う。

　決断した。

「行くぞ。どっちみち、屋上のライオン型には用があるんだ」

「きっと呪われているんだよ……」

　タヨリに抱き寄せられた松まつ田だイミが頭を斜めにして虚こ空くうへ視線をさまよわせながら、誰に向かって言っているんだか分からない一言を呟つぶやいていた。

　カルタは押し当てた掌てのひらにそっと力を加える。音もなくゆっくりと扉を開けていく。




　光が目に刺さる。




　まるで正面から車のヘッドライトでも浴びせられているような力強さだった。体育館の照明はそれだけ強烈なのか。

　やがて感覚が戻る。

　カルタ達が入ったのはバスケットボールやバレーボールなどを行う大きな平面ではなく、二階部分だった。左右の壁沿いは連絡通路、後ろは試合観戦用のスペースとなる。カルタ達が静かに踏み込んだのは真後ろだ。

　屈かがんだまま頭上を見上げれば、規則正しく配置された鉄骨と、等間隔に並べられたハロゲンランプ。その先はもう屋上だから、例のライオン型が待っている。

　ただ、

「（やっぱり何かおかしい……）」

　カルタの視線は目的地の屋上ではなく、むしろ下に向けられる。

　二階後部は試合観戦用のスペースだが、一方で落下防止用の手すりに似た壁が一定の高さで線を引いているため、身を屈かがめていると階下の様子は見えなくなってしまう。せいぜい腰くらいの高さしかないが、このままでは何が起きているのか調べようがない。

　そう。

「（何かが起きている。でもこの音は一体何だ……???）」

　じりっ、と。

　歌うた貝がいカルタは身を屈かがめたまま、手すり代わりの塀の方へ向かった。目的に沿わない行動を取ればいたずらに作戦時間を長引かせ、それだけ命のリスクを増やしてしまう。カルタだけでなく、共に行動しているマリカ達、陽動に協力してくれるナタレーナ達まで巻き込んでしまう。そうと分かっていても、どうしてもカルタは自分の衝動を抑えられない。

　たっぷり二分以上かけて、塀の根元まで辿たどり着つく。

　腰くらいまでの高さしかない塀の下で体を丸め、ざわざわとした不気味な音を耳にする。

（何が……）

　いよいよ誰とも会話をしなくなった。

　ただ頭の中で疑問を膨らませ、ゆっくりと両膝に力を込める。屈かがんだ状態から恐る恐る伸び上がるようなイメージで、低い塀から覗のぞき込こむ。

　そして。

　歌うた貝がいカルタは、それを見た。
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　フロート統合空港の管制塔だ。

　あらゆる帯域の通信電波を傍受するだけの大規模な放送通信設備が備わっているが、今はそこにインド軍の暗号通信を暴あばくための乱数表が組み込まれている。

　結果、鮮明な音声とデータが目の前いっぱいに開示された。

　可視可聴化されたとして、専門用語やそれを覆い隠す隠語が多いので、それでもまともな人間には何を言っているのか嚙かみ砕くだくのさえ至難だろう。だが表おもて参さん道どうキョウカなら違う。

「なるほどね……」

「な、何がですか？」

　レトネーエ＝クーレントが恐る恐るといった調子で尋ねてくる。乱数表の入ったフラッシュメモリを預けた時点で彼女も無傷ではいられない。迷いは吹っ切ったものの、せめて何か収穫がなくては収まらないと考えているのだろう。

　正義の心さえ捨てた。

　結婚しても、指輪を交換しても、そこまでやったのにいつまで経たっても捨てられない初恋。清きよ沢さわハドメをこの危機から守る。銀髪褐色の軍人も、ここだけは絶対に譲れないはずだ。

　キョウカはヘッドセットを取り外して、

「インド宇宙軍は何があっても核攻撃に踏み切りたい。条件の変更や追加の情報を前にしてもスケジュールを再計算しないところから、おそらく発射した上で『脅威』は倒せない方にレールを敷いている。ここまでは話したよね？」

「ですから何な故ぜ!?　核攻撃をしたのに結果は伴いませんでしたでは、国際社会は猛反発するでしょう。インド軍は外交的な自殺でもしたいのですか!?」

「その自殺に、他の国を巻き込めるとしたら？」

　くすりと笑って先を続けるキョウカに、レトネーエは絶句する。

「核攻撃に失敗したとして、その責任を被かぶるのは誰？　インド軍っていう単体の枠組みじゃなくて、今は多国籍連合軍っていうでっかい組織でしょう。実際の舵かじ取とりがアメリカなのか中国なのかは知らないけれど、連合軍に属する一つ一つの国よりもてっぺんを張る超大国が槍やり玉だまに上げられる。現場に責任を押し付けるな、どうせお前達が背中を押したんだろうってね」

「つまり」

　指先でメガネのつるに触れ、銀髪褐色の軍人はごくりと喉を鳴らして、

「……全員ダメージは被こうむるけど、その量が違う？　ダメージ量が自国より他国の方が大きければ、インド軍は得をする。そういう勘定をしているという話なんですか!?」

「核削減条約ってとりあえず調印はするけど結局なくならないじゃない？　核兵器。それは何な故ぜか。例えば核兵器の三割を削減しましょうって話になったとして、元から一〇〇発持っている国と一万発持っている国とでは負担が全然違うでしょう？　だから、成功しない。まあ元々管理の邪魔だった分は処分するかもしれないけど。平和のための歩み寄り？　あんなもの、より大きな負担を相手国に押し付けるにはどうすれば良いかを熟考した上で正義感を盾に断れなくさせる、将棋やチェスに似た頭脳戦に過ぎないのよ」

　これが普通の核削減条約であれば、そこまで大きなダメージにはならない。

　結局は努力目標であり、履行できなかったとしても具体的なペナルティはない。毎度の二枚舌で乗り切ってしまえば済む話だ。

　だけど今回は違う。核攻撃を強行した上で『脅威』は倒せなかった。多くの人が無駄死にした。しかも責任はインド軍にあるのか多国籍連合軍全体にあるのかはっきりしない。

　こんなあやふやなまま決着させられるか。

　怒りに燃える世界は、間違いなくこう動く。ペナルティありの強制削減条約を。具体的な削減数が五割だか八割だかは知らないが、その場合は多い国ほど撤去費用は膨らんでいく。

　インドは公的に認められた核保有国だが、アメリカやロシアと比べれば保有数は少ない。自分だけダメージを低く抑えられれば、効果的に足を引っ張り相手国の国力を奪える。

「……一体何をしているんですか、私の母国は」

　呪うような声でレトネーエは呟つぶやいていた。

　指輪で誓った家族は大切だし、腕時計に残る初恋の思い出も捨てられない。

　板挟みになっている彼女は、同時に気づいているはずだ。世界中の人達が同じように誰かを大切に想おもっている。他には替えられない人と出会っている。そこが突き崩されようとしているのだ、数字の足し算や引き算の感覚で。

　しかしキョウカは肩をすくめて、

「無理もないと思うけれど」

「？」

「対『脅威』に必要な事です、人類が一丸となって戦いましょう。……今って言い訳一つで好きなだけ軍拡を推し進められる時代でしょう。でも『脅威』との戦いはいつか終わる。終わった時、山積みの兵器はどうなるの。わざわざ高い費用をかけて撤去なんかすると思う？　軍のお歴々は全ての利権を放り捨てて自分から無職になりたがるとでも？」

「そんな……」

「『脅威』との戦いなんかなくたって、兵器が必要とされる時代は残す。例えば災害と戦うなんていうのは？　強力なミサイルを使って広範囲に蔓まん延えんする温暖化ガスを自国の外に追い出す、地下核実験で起こした人工地震を利用してプレートの力を逃がす。いいえ、ミサイル農業でもドローン鉱山でもお題目なんて何でも良いいわ。みんな理由をつけて自分の暮らしを守りたいだけなんだから。……兵器の数が多い方が得する時代は、永遠に続くのよ。逆に言えば、今の内によその国から兵器を奪っておきたいと考える者が現れても不思議じゃない」

　今度こそ、レトネーエは息を吞のんだ。

　信じがたいレベルの陰謀が展開されている。一つ一つ精査していけば妥当性は分かるかもしれない。だけど実際に狙われているのは表おもて参さん道どうキョウカのいる日本なのだ。生まれ育った母国で、しかも共に背中を預ける仲間達が最前線で戦っている。それが、失敗前提の無意味な核攻撃を実行される寸前だというのに。

　なのに、認めた？

　インド側の思惑や彼らが手に入れるであろう利益について、この生徒会長は共感を示した？

「あなたは……一体どういう思考回路をしているんですか？」

　絶句しても、収まらなかった。

　疑問を留とどめておけない。言葉が勝手に溢あふれる。

「『脅威』との戦いとは無関係に、一般の人がどれだけ死ぬか分かっているんですか!?　直接の爆風や熱線だけじゃない、風に乗った死の灰はこんな小さな列島くらい丸ごと覆い尽くしますよ!!　書類の中で計上される数字なんかじゃない。人の手で消されようとしている命は、みんながみんな誰かにとっては何よりも重たい大切な人達なんです。たとえ正義や倫理を踏み倒してでもとっさに庇かばおうとしてしまうくらいの！　だというのに……!!」

「ええ」

　即答だった。

　表おもて参さん道どうキョウカは、この局面でもいつも通りだった。

「人物調査くらいはしていると思うから何を今さらといった感じでしょうけど、わたしの実家は京都にあるの。親が二人におばあちゃんが一人、それから弟もいる。ああ、昔ながらの使用人や運転手さんも家族同然って扱いにしちゃって構わない？　みんな揃そろって情報源なんてテレビと新聞くらい。後はご近所付き合いの井戸端会議とかかしら。心の底から平和ボケした『普通』の人達だから、一面に鳴り響くサイレンを耳にしてもきちんと避難しているかどうかなんてすっごく怪しい。ただこれでも一応、地元では少しくらい有名なお家柄かしらね」

「……、」

「わたしにとっては、自分の命より大切な人達よ。もちろん核爆発が起こればまず放射性物質をたっぷり浴びるでしょうね。水晶魔法が敗北して『脅威』がのさばった場合も、彼らの動き次第では関西一帯ごと消滅すると思うけど」

　それでも、不動。

　いつもの自分を保ち、最適の行動を目指す。

　白い軍服を纏まとっていても薬指の指輪を外せないレトネーエには辿たどり着つけない場所まで、キョウカの精神は上昇している。

「喚わめいたから何？　それで何か変わるのかしら」

　三日月状に、裂けていくように。

　生徒会長を見ていると、誰もが笑みにも種類があると思い知らされるだろう。

「死は平等だって『一隻目』で学んだ、それはそれはたっぷりとね。お祈りしたって願いを聞き届けてくれる神様なんかいない。神様は人間にとってそんなに都合の良いい奇跡の自販機なんかじゃない。水晶魔法を使う最強らしからぬ発言かしら？　だけどわたし達が今考えるべきは世の理不尽に対する抗議文の原稿ではなく、少なくとも現場にいていくつかの選択肢を選べるという幸運についてよ。わたし達なら変えられる、この結末を。だとしたら、できる事は何？　すべき事は何かしら？」

「あなたには……それが分かっていると？」

「『不幸な誤解』であれ『連絡の不備』であれ、インド宇宙軍は核発射のきっかけが欲しい。つまりグリモノア勢が敗北して、大人の軍隊が引き継ごうと判断するためのトリガーが」

「口実を奪えばトリガーを取り上げる事ができる、という訳ですか。だとすると……今すぐグリモノア勢が『脅威』に勝てば良い？　いえ、そんな確定が取れたら誰も苦労は……」

「ちがーう」

　車椅子の生徒会長は気軽に遮った。

　そして結論を告げる。

「今すぐ『脅威』に勝つ事はできない。だけど勝ったか負けたか誰にも判断をつけられないように、結果を誤魔化してしまう事ならできると思わない？」
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　体育館の二階部分から真下を見下ろしてみれば、だ。

『本物の脅威』がいる。あれは脚の生えたオタマジャクシだろうか。数は多い。ただでさえ大型トレーラーに匹敵する巨体。そいつらが一〇〇匹（？）以上ずらりと並んでいる。

　そう、整列。

　奇妙に思った。あれは何をしているんだろう？　暴れるのでも蠢うごめくのでもなく、みんながみんな同じ一方向を眺めたままじっとしている。待機、休眠、あるいは補給。いくつか可能性を頭に思い浮かべるカルタだったが、どれも合わない。

　壇上では照明下でも使えるホームシアター規格のプロジェクターを利用して、何かしらの映像が再生されていた。

　オタマジャクシ型は視覚に頼って索敵する。

　アイネの推測が正しければ、ヤツらは何かを見ている。

　それは、




『水晶魔法では宇宙から降り注ぐ力と地球中心核にある「原げん初しよの水すい晶しよう胚はい」の力のせめぎ合いが生み出す、オカルトな低気圧や高気圧に似た見えない圧力差を逆手に取って超常現象を起こします。風を読み、気候を知る事で船の帆を張ったり田畑を育む事で、かつての神官や巫み女こが人の身でありながら大衆の支持を受けて国や世界を支配するほどの力を得たのと同じく』




　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　息が。

　呼吸が、詰まる。

　歌うた貝がいカルタは目の前の現実を受け止められない。

　……あれは。あれは一体、何をしている……???　理解が追い着かないカルタをよそに、資料映像の中では女性の明るい声が響いていた。

『このため水晶魔法では神の名を利用し、神話や宗教の中に盛り込まれたオカルトなカレンダーや天球儀を駆使して「読み取る力」を獲得します。水晶魔法ではゼロから風を起こして奇跡を創る事はできませんが、風に乗って莫ばく大だいな力を利用する事で常人には不可能な現象を起こせるのです。例えば風車が小麦を挽ひき、グライダーが大空を舞うように、です』

「『脅威』が、『本物の脅威』が……学校で授業を受けている、ですって？」

　マリカもまた、信じられないものを見たかのように呻うめいていた。

『本物の脅威』は何な故ぜセカンドグリモノアを沈めず、占拠に留とどめたのか。彼らは新型学園船を襲って何がしたかったのか。

　答えがここにあった。

「まずいわ」

　ギャル系の橋はし先ざきタヨリが呟つぶやいた。単なるシュールな皮肉ではなく具体的なリスクが並ぶ。

「ただでさえ『脅威』の力は絶大なのに、あいつら、私達の水晶魔法まで解析にかかっているっていう事？　水晶魔法は人間の切り札なのよ。向こうも同じ事ができるようになったら、後は体の頑丈さが全てを決めてしまうじゃない」

（本当に、そうか……？）

　カルタには疑問があった。

　どうにかしてあの巨体で出入り口を抜けた『脅威』が、もしもコンピュータとケーブルを繫つないで機械的にデータをインストールしているだけなら同じ懸け念ねんを抱いていたかもしれない。

　でも違うのだ。

　体育館の空気は弛し緩かんしきっていた。ラーニングというお題目はあっても、向き合っているオタマジャクシ型の間を漂っている空気はそれとは別物に感じられる。

　そう。

　カルタ達だって『一隻目』では『脅威』と戦うための水晶魔法と教えられていても、具体的なビジョンなんか何もなかったではないか。日々の授業より昼休みはどうするか、ご飯は学食か購買か。そんな事ばかり考えていたではないか。

　こっそり居眠りしている個体がいた。何かのリズムに合わせて体を振っている個体がいた。脚でガリガリと床を削っている個体もいた。規則性のある落書きだ。ここのオタマジャクシ型は、分厚い紙のテキストでも渡したらページの端にパラパラ漫画でも描き始めそうだった。

　だとすると、これはまさか。

（目的が、ない？　このオタマジャクシ達、漫然としている……？　まるで授業が終わるのを待ち焦がれているように。だけど、そんなのただの機械にできるのか???　昨日の天気予報を観てデータを蓄積させているＡＩだって、ビッグデータを収集するという目的を設定しているから行動を起こせるんだ。機械は休憩するにも『機材を冷却する』とか『エネルギーの消耗を抑える』とか、目的を設定して理想のゴール地点を決めておかないと実行できない。本当にただ時間を潰せと言われてだらだらできるプログラムなんか存在しないんだ。じゃあこいつらは、ただの機械じゃない。俺達と同じ、）

「待て、待って!!　こいつらまさか無がｉ

　ばつんっ、という鈍い音がカルタの言葉を遮った。

　ギャル系のタヨリが抱えているイミだった。

　少女はぐらぐらと瞳を揺らしながら、右手を前に伸ばしていた。彼女が握っているのは銃剣の代わりにメスや鉗かん子しなどの医療器具をまとめた十徳ナイフを扇状に広げた、歪いびつな武器だ。

　すでに撃っていた。

　階下で脚の生えたオタマジャクシの頭（？）に一つ、風穴が空いていた。

　あれだけ硬かったはずなのに、こうもあっさりと。

　カルタ・アイネ以外では初となる撃破報告。

　だけど素直に喜べなかった。これは、何かが違う。

「いや、よお。これ以上はもおイヤぁぁぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　これ以上は一滴だって入らなかった。

　限界を迎えた少女の絶叫が体育館中に響き渡る。

「にえさま」

　水晶のような素材でできた日本刀を摑つかみ直なおし、アイネが冷静に言った。

　死刑宣告を。




「限界です」




　ぞわり!!!!!!　と。

　あらゆる殺気がカルタ達へと一斉に突き刺さってきた。

　目的もなく漫然と学んでいたとしても、その実力が劣っているとは限らない。『一隻目』から授業を受けてきたカルタやマリカだって、当時世界最強だった『難なん問もん排はい除じよ』を全員嚙かみ砕くだくほどの力を蓄えていたではないか。

「チッ！　テスカトリポカ、励起!!」

　即座に立ち上がったのはマリカだった。これ以上隠れていても仕方がないと判断したのだろう、全身から尖とがった水晶装甲が飛び出し、レイピア型のデバイスを虚こ空くうから取り出して摑つかむ。接近戦専用ではない。丸い鍔つばを裏返す事でレーザー狙撃用のユニットを展開できる。

　ガカァッ!!　と。落雷に似た閃せん光こうと共に、何発ものレーザービームが降り注ぐ。

　体育館の床が砕けた。

　散らばる、授業中にこっそり描いていた落書きが。

　歯は嚙がみしながらもカルタはアイネの目を見て、それから顎で塀の向こうを示した。

「常に自分の退路を意識して、死なない程度に引っかき回せ!!」

「了解しました」

　こういう時、アイネは躊ちゆう躇ちよしない。

　戦闘一辺倒のマリカでさえ階上からの狙撃に徹するところを、刀を手にしたアイネは迷わず手すりから飛び降りて階下の最前線に向かってしまう。

　その間に、カルタは松まつ田だイミや橋はし先ざきタヨリの方へ振り返った。

「アンタ達が水晶花の基板に入力している神の名前は!?」

「私は北欧神話の怪物フェンリル、イミはエジプト神話で医術を司つかさどる女神ネイト」

　ジャココン!!　と。

　太いバネが解放されるような音と共に、タヨリの水晶装甲が展開した。両手の甲を覆う形で装着されたのは太い爪に似た武器。タヨリはインファイト専門で飛び道具はないらしい。

　フェンリル。

　北欧の最高神を喰くい殺ころした狼の名を冠するのだ、その分一発の威力は絶大かもしれない。

「励起完了。私達に期待している事は？」

「こんな状況、長くは保たない。屋上にいる本命、対空レーザーを自在に扱う『スパークル』を今すぐぶち抜きたいけど……」

「難しいわね。ただ、気づかれなければ」

「？」

「接近戦特化の私が屋根に上がって、ライオン型を嚙み切る。……懐ふところに潜り込むまでが大変なのよ。そこさえクリアできれば」

　カルタが頷うなずいた時だった。

　階下から異常な音が響き渡った。硬くて重たい金属同士がぶつかり合う音とは違う。もっと甲高くて耳の穴から突き刺さってくるような、ガラスに似た大音響だ。

　ガラス。

　水晶。

「アイネ!?」

　嫌な連想に衝つき動うごかされ、思わず状況を無視して腰くらいまでの塀から身を乗り出し、カルタが階下を覗のぞき込こんだ瞬間だった。少年はそれを見た。

　大型トレーラーくらいの巨体を揺さぶる、脚の生えたオタマジャクシだった。しかし不思議な事にヤツらは頭上からのレーザー狙撃や日本刀を手に暴れ回るアイネへ反撃をしない。これも『役割分担』なのだろうか。下手に戦うよりも、まず安全圏に逃げて蓄えた知識を群れ全体へ伝達しようとしているらしい。言い方を変えれば無抵抗なオタマジャクシ型へ追いすがり、背後からアイネの刀が容赦なく斬りかかる。少年達が戦おうとしなければ、この地獄は自然消滅する。そのはずなのに、いつまで経たっても地獄の光景が終わらない。

　まるで、こちらが『元凶』ではないか。

　カルタ達は自分の学校を、いつもの日々を取り戻したかっただけなのに。

　脚を一本切り飛ばされ、オタマジャクシ型がごろりと転がってお腹なかを見せた。

　そして『飛行』の応用だろう、アイネがトドメを刺すため垂直に跳んだ。

　その時だった。

　オタマジャクシ型が変な動きをした。ユーモラスな楕だ円えん形けいの体を無理に折り、長い尻尾のようなパーツをお腹なかの前へと曲げて、守りの構えを取ろうとしたのだ。痛みに脅おびえるように。

「……待っ……!!」

　とっさに何を叫ぼうとしたのか、カルタは自分でも理解できない。そして口頭命令が放たれる前に、アイネの刀が容赦なく襲いかかった。お腹なかなんて分かりやすい場所ではない。仰向けになったオタマジャクシ型の巨大な顎から頭までを一刀両断していく。

　黒い巨体から絶叫があった。口が裂けた事で悲鳴まで歪められていく。

　啞あ然ぜんとするカルタの眼前で、マリカがさらに階上からレーザーを撃ち下ろす。それでトドメは刺せないが、散り散りに逃げようとした別のオタマジャクシ達を怯ひるませるくらいはできる。そして足を止めた『脅威』達へ、次々とアイネが襲いかかっていく。眉一つ動かさずに。

　分かり合えた、と思った。

　ほんの少しくらいは。

　肌を見られるのを恥ずかしがるようになって、だけどラーニングが偏っているのか肌を触られる事はすっぽり抜け落ちていて。どんな窮地でも常にカルタの側に立って刃を構えてくれて、一口チョコのご褒ほう美びを効率的でないと言いながらも受け入れて。カルタが醜態を見せても薄い胸元に抱き寄せ、母親のように少年の不備を指摘してくれた。そんな女の子のはずだった。

　だけど、その刀に躊ちゆう躇ちよはなかった。

　刈り取りが始まった。




（なんだ……）




　呼吸が詰まった。

　気がつけばカルタは両手で頭を抱えて絶叫していた。ただしそれは明確なコマンドではない。特に追加で命令されない限りアイネは現状を続けるだけだ。そして、『常に自分の退路を意識し、アイネ自身が死なない程度に場を引っかき回せ』と命じたのはカルタ本人なのだ。

　歌うた貝がいカルタがこうした。

　学校を壊す、命を奪う。

『一隻目』をメチャクチャにして、カルタ達から平和な学校を奪った『難なん問もん排はい除じよ』とどう違う？

　あるいはそれ以下だ。凶暴な大型犬の鎖を外し、休日の穏やかな公園に解き放つような愚行が目の前いっぱいに広がる。

　アイネと違い、マリカは牽けん制せいに専念するつもりのようだ。斬り飛ばされたオタマジャクシ型に他の『脅威』が取りついてカスタムを始めないように。しかしそもそも必要な努力なのか。現実に、彼らは襲われてなお逃げ回るのに専念して反撃すらしてこない。




（何だ、これは。俺達は何をしている???）




「イミの暴発っぽかったけど、それでも正しい事だわ」

　ギャル系の橋はし先ざきタヨリが断言した。

　正しい事をする限りは従う。あくまでも、タヨリのスタンスにブレはない。

「彼らには高速無線インターネットという考え方はないようね。でも体内に蓄えた知識が持ち運ばれて、アリのフェロモン信号みたいに群れ全体へ波及していった場合、その時点で私達に勝ち目はなくなる。多くのゴキブリ達が耐性を獲得する前に繁殖を阻止するにはどうしたら良いいか。殺虫剤を掛けても動き回る耐性持ちは見つけ次第、叩たたき潰つぶすのが最善よ」

　最善。

　本当にそう思うのなら黙っていれば良い。わざわざ口に出して共感を求めた時点で、心の奥底にある後味の悪さを認めただろう。言い訳めいた正しさなどカルタの耳には届かない。

　バジュウワッッッ!!!!!!　と。

　体育館の天井が大きく切り裂かれ、均一に組み上げられていた鉄骨がバラバラと降り注ぐ。人工の遮蔽物を砕いて落ちてきたのは、対空レーザーを自在に扱うライオン型だった。

『スパークル』。

　誰よりも守られるべき戦略の要かなめが、自らの意思で落ちてくる。

「チャンス!!」

　マリカが叫び、レイピア型デバイスの矛先を変える。

　何が嬉うれしいのかカルタには理解できなかった。

　めきめきという音が響き渡る。光の雨が降り注ぐ中、場を支配するのは理不尽に対する怒りだった。そしてライオン型の形状が変わっていく。すでに何度も言ったはずではないか、『脅威』は仲間の死骸（？）を貪ってさらに強大な個体へとカスタムを繰り返していく、と。

　オタマジャクシ型を、喰くらう。

　無抵抗で斬られる仲間達。何より守りたかったものを無残に殺され、その亡なき骸がらを貪り、取り込んで、ヤツは形状を変えていく。ライオン型に涙を流す機能はない。だけど何も感じていないとは限らない。

　修羅を生み出すいびつなサナギが、破れる。

『次世代の世界最強、その最有力候補とも目される水晶魔法は国家や民族の境を越えて、公共の福祉のために使われなくてはなりません』

　場違いに明るい女性の声があった。

　いつまでも壇上に映し出される間抜けな資料映像だ。

　全身から灼熱の圧を放つライオン型は四足歩行をやめていた。全長三メートルほどの金属の塊。人間と同じく二本の足で床を踏み締め、人間よりもはるかに強きよう靭じんな肉体を誇示する。

　一体何を取り込んだのか、色自体が違う。

　その姿はまるで赤紫に輝く甲かつ冑ちゆうを纏まとい要所を黒いベルトか何かで固めた和洋折衷の鎧よろい武む者しや。背中側に翼のようなコンデンサ群の名残を残すだけで、頭部やたてがみといった分かりやすい獅し子しの痕跡はない。アイデンティティを捨ててでも、目的を果たす。武装から思想でも滲にじんでいるようだ。新たに獲得した兜かぶとの奥で、燃え上がるような一対の赤い瞳が爛らん々らんと輝いている。

　その手に握るのは、一振りの刀。

　人間には到底扱えないほどの、赤紫に輝く甲かつ冑ちゆうの全長よりさらに長い、あまりにも重く長大な刀。ただし奇妙な点があった。特に鍔つばの部分だ。正面に向けて長く延びている反面、ミネ側はほぼない。全体でいびつなトの字に似ていた。代わりに何か、手前側には金属の輪がある。最初、オシロスコープのようなものを連想したカルタだが、すぐに間違いだと気づかされた。

　トンファーに、手錠。

　アイネの構える刀に十手の意匠が盛り込まれている事への対抗意識……なのだろうか。ただしレーザー狙撃用の短銃ユニットと違って、合理性があるとも思えなかった。そこまでして毟むしり取とりたいのか、とカルタは歯は嚙がみした。正義という言葉を。

　あまりにも滑らかに、金属の五指が刀の柄を握り込む。やはり鎧よろいに見えても、構造が違う。中が空洞だったらあそこまで細くしなやかな指先を動かせない。装甲ではなく肉体なのだ。

　長大な刀の中でも、その刃の部分が溶接にも似た凄すさまじい閃せん光こうを発する。神こう戸べ港こうで見かけたオタマジャクシ型の乱らん杭ぐい歯ばもバチバチ鳴っていたが、あれよりさらに苛烈だ。刃の波紋が浮かび上がる格好で白い閃せん光こうが迸ほとばしっているのだから、もしかすると切っ先で発生させたプラズマの流れを自らの刃に掠かすめ、鍔つば側がわで吸い込んで安定させているのかもしれない。逆に言えば、あの長大な刀はそれだけの高温を浴びせても暖簾のれんに腕押し、という事なのだろうが。

　ぶわりと。

　力を解放しただけで、物理現象が壊れた。破れた天井から降り注ぐ雨粒のせいでびしょ濡ぬれになっていた建材の瓦が礫れきが、重力を無視してヘリウム風船のように浮かび上がったのだ。

（電気……イオンクラフト……？）

　ヴン!!　という不自然な唸うなりが空間全体を震わせた。

　虫の羽音を大きくしたような、高圧電流を扱う変圧器や誘ゆう蛾が灯とうのような。

　もしも溢あふれ出でた余剰エネルギーだけで周囲に影響が出るとしたら、ヤツが蓄えている力はあまりに絶大だ。迂う闊かつに体内に触れただけで人間くらい消し炭にされてしまうほどの。

　それほどの力をヤツは鎧よろいの中で醸成し、全身にみなぎらせ、そして武器の形に整える。わざわざ複雑な五指を形成した上で、さらに刀剣としての別パーツを用意して握り込んでいるのだ。何な故ぜ、最初から腕と一体化しない？　そもそも腕を用意する必要さえあったのか？　もはや効率や合理性などでは語れない。どう考えてももっと別の選択基準が横よこ槍やりを入れている。

　刀に、光。巨大で強きよう靭じん。そして金属の文化。まるで正義の記号化。善なる戦争の主導者だ。

　もうこれは、ライオン型の『スパークル』なんかじゃない。

　もっと別の『脅威』。

　言い換えるならば、それは鎧よろい武む者しや型がたの、

「『ウォリアードール』……」

　カルタは思わず呟つぶやいていた。

　泥のように粘つく悪夢の中を迷いながら、誰の耳にも届く声で。

『あなた達は水晶花の選抜に合格しました。しかし胸を張るのは合格した事にではなく、選ばれた力を実際に振るって弱き人々を守るところにあります。一人一人が自覚を持って、強きよう靭じんで高潔な魔法使いとなる事を目指しましょう。救いを求める人々の声を聞き分け、誰よりも早く馳はせ参さんじる。そのような、人々の希望となる誰かに。世界は明るくなりました。あなた達が水晶魔法を学ぶと決意してくださった瞬間にです!!』

　安定性の悪い二足歩行に、高い重心、わざわざ複雑な五指を作ってから武器を握る回り道。

　とてもではないが、戦うため『それだけ』であれば、合理性に基づく進化とは思えない。あるいはそういった美的感覚も、セカンドグリモノアから学んで形にしたのかもしれない。

　海の底から見上げて、カルタ達が出ていったタイミングで船に乗り上げ、正義を学んだ。

　鎧よろいを纏まとい、刀を手に取る意義を知った。

　警棒に手錠、とにかく手当たり次第に正しさで自分を染め上げようとするこの『脅威』は、ある意味では人間を尊敬していたのかもしれない。水晶魔法という『力』にではなく、その『力』を自ら摑つかんで振るう生き様に。当の世界最強は、無抵抗な命を躊ちゆう躇ちよなく斬り捨てていくクソ野郎どもだったというのに。

「は、」

　歌うた貝がいカルタは思わず笑っていた。

　もう、笑うしかなかった。

　自分の立ち位置を改めて思い知らされる。そうだ、正義の側にいるなんてちゃんちゃらおかしい。歌うた貝がいカルタはただ薄汚れた復ふく讐しゆうを成し遂げただけの、粘ついたストーカーだ。ちょっと人類におだてられたところで根っこの本質が変わる事なんてありえない。

　少年が立ち上がれば、正義が刃を向けてくる。

『難なん問もん排はい除じよ』の時はそうだった。クリスタルビーチで『デコイの脅威』を操っていた中等部の三人娘だってそうだった。そして今度もだ。三回も続けばもう偶然じゃない。

　世界を救うだって？　友達を助けるだって？

　彼は常に、正義を殺す者だった。

　認めろよ。

「はは。あはははは、ハハハハハはははははははははははははははははははははははははははははははははははははヒヒはあはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!!!!!」

　笑って。

　笑って笑って笑って。

　だから視界が滲にじんでしょうがない。激しく笑っているんだから目尻から涙が溢あふれて当然だ。

　涙は床に落ちなかった。

　それより先に空中で縫い止められ、浮かび上がっていたからだ。

　そして歌うた貝がいカルタは体を動かす。ギョッとしたマリカが制止するのも聞かず、腰くらいまでの落下防止塀を飛び越えて、高所から勢い良く落下していく。合理性なんかない。アイネに指示を出せる距離さえキープできていれば、むしろ身を隠していた方が安全に決まっていた。

　どうなろうが知った事か、とカルタは思った。

　鈍い音を立てて階下の床に体を叩たたきつけられる。激痛という激痛が、皮膚というより背骨を通じて全身に行き渡っていく。どうして死なないんだよ。歌うた貝がいカルタは自分を強く呪いながら、のろのろと身を起こしていく。

　これだけの事が起きて。

　全てを失ってでも。

　それでも『ウォリアードール』は長大な刀を両手で構えながら、じっと動きを止めていた。不意打ちはしない。真正面から堂々と叩たたき切きる。今度は『ゲシュタルト』の時のような擬態とは違う。赤紫の鎧よろい武む者しやからは、明確な意志を感じられる。

　内側で力を込めるだけで降り注ぐ雨粒が空中に縫い止められ、水に濡ぬれた瓦が礫れきが重力に逆らってふわりと浮かび上がる。

　鉄より重たい三メートルもの塊。

　鎧よろい武む者しやの『脅威』が、具体的にそういう言葉を知っているかどうかは関係ない。

　とにかく共通の概念として、カルタの胸にはこう突き刺さった。




　我、正当なる報復の権利に基づき貴殿に仇あだ討うちを申し込む。

　いざ尋常に勝負しろ、人間。




　いっそ。

　羨ましいとさえ、カルタは思った。

　あんないびつでおぞましい、強くなるために仲間の共食いすら辞さない怪物を前にして。

　真っ当な怒りさえ向ければそれで筋が通ってしまう……いくらでも正義の側に立ち続けられる鎧よろい武む者しやを眺めて、こう思ってしまう。

　眩まばゆい、と。

　自分自身の矮わい小しようさに、少年は歯を食いしばって震える。死ねない自分が嫌になる。向こうの方が正しいなんて、それこそ人間の敗北だ。歌うた貝がいカルタは、最強としての責務を果たせなかった。正義を守れず、ただ明け渡した。自分一人だけの話ではない、五五億人を全て貶おとしめた。

　轟ごう!!　と。

　刀の曲線に沿って白き光の刃が噴き出す。おそらくプラズマジェット。太陽の表面温度を超える高熱源に彩いろどられた得物は、真まっ直すぐ突きつけられる。自らの正しさを証明するように。

　彼我の距離など関係ない。

　両足の膝裏に、兜かぶとの後ろ。いくつも重ねられた装甲がめくれ上がったと思ったら、その隙間から緑色の爆発が炸さく裂れつしたのだ。そう思った瞬間、すでにヤツは歌うた貝がいカルタの懐ふところ深ふかくまで踏み込んでいた。

　何かしらのブースター。

　衝撃波すら伴って襲いかかる三メートルの巨きよ軀くは、刀などなくともその肉体自体が砲弾と同じ凶器と言える。

　歌うた貝がいカルタは、もはや呆ぼう然ぜんと立ち尽くすしかなかった。

　だからこれは少年がもたらした結果ではない。

「にえさまっ!!」




　理解、できなかった。




　鈍い音が響き渡った。

　とっさに割り込んできたのは小さな白い影だった。三メートルもの巨きよ軀くを誇る鎧よろい武む者しや相あい手てにはあまりに不釣り合いな少年の水晶魔法。彼女は冷たい刃をかち合わせ、『ウォリアードール』の刀を食い止めようとしたのだ。

『ウォリアードール』の恐ろしさは、ただの脚力だけではない。ヤツは緑の光を噴射し、超重量の甲かつ冑ちゆうをいくらでも加速できるのだ。

　爆発的な突進の力は、戦闘機を凌りよう駕がする機動性を赤紫の甲かつ冑ちゆうに与える。刀がなくとも単なる体当たりだけで軍艦をへし折るに足る破壊力を持つ。殺すための技術で最適化すればどれほどの斬撃に繫つながるか。刀の切れ味はいかに自分の重さを速度に乗せられるかで決まるのだ。

　ぎゃりんっ!!　という甲高い音が響き渡った。

　音速を超えているのだ。

　少年と『ウォリアードール』の間に無理矢理華きや奢しやな体をねじ込み、水晶に似た刀でとっさに受け止めただけでもアイネの性能は極めて優れていると評価できるだろう。

　しかしそこで第二の爆発が巻き起こった。

　鎧よろい武む者しやの長大な刀の刃に沿って点火された白い溶接じみた閃せん光こう。そいつが勢い良く破裂して、鍔つば迫ぜり合あいに持ち込もうとした水晶少女の全身を正面からまともに叩たたいたのだ。

　アイネが刀を持っていた事から、カルタは武器について調べた事がある。確か、鍔つば迫ぜり合あいから面で潰す攻撃は武士の世界にもあったはず。大量の針を顔にぶつける吹き針などだ。

　いくらか威力は落ちるとはいえ、刀を構えても熱や衝撃波は押さえ込めない。

「っ!!」

　それでも。

　それでも構わず、少女は強引に歯を食いしばる。みしりという音がカルタの耳まで聞こえる。ドライヤーを浴びせ過ぎたような、何かが焦げる臭いがあった。アイネは少年を庇い水晶の刀を摑つかみ直なおすと、自らのダメージを無視して再度目の前の『ウォリアードール』へ切りかかる。

　らしくなかった、いっそがむしゃらだった。もちろん鎧よろい武む者しやへ刃は届かない。長大な刀で受け止められるたび、多大な爆発が起きてアイネの小さな体が削られていくようだ。

　何だ？

　何が起きている？

　カルタは目の前で起きている事が信じられなかった。断言する、歌うた貝がいカルタはこんな命令なんか出していない。退路を確保して適度に引っかき回せ。なのにこれでは正反対だ。

「ああ……」

　そして、その小さな背中を眺めている内に、少年には気づいた事がある。

　だから、もう力なんて残っていなかったけど。それでも不格好に手足を動かして、濡ぬれた床からのたのたと起き上がっていく。そう、少年は気づいたのだ。




　カルタの心が折れたから？

　アイネは自分が抉えぐってしまった少年の心を、どうにかして埋め合わせようとしているのか？




「あい、ね……」

　その小さな背中は、まるで躍起になって証明しようとしているようだった。

『二隻目』のセカンドグリモノアを取り返そうとするのは悪い事じゃないと。

『一隻目』のゲキハ達を助けようとするのは間違ってなんかいないと。

　車椅子のキョウカの分も戦って、マリカ達を捜すためにここまで来た事だって、絶対に。

　どこまでいっても水晶魔法、その少女は戦う事でしか行動を示せないけれど。

「アイネ」

　いっそ頑かたくなで。

　自分が何をしでかしてしまったかも理解していないで。

　だけど。

　その女の子の背中は小さかった。背を向けているのだ、カルタから表情なんか見えない。もちろん分かりやすく俯うつむいたり唇を嚙かんだりはしていないはずだ。だけど、何かが滲にじむ。極限の戦闘を何度も繰り広げ、『爆風の壁』に叩たたかれ、少しずつ削り取られていきながらも。壮絶でも鬼気迫るでもなく。その背中は迷子になった子供のように寂しげだった。

　悪いのは、本当にアイネだったのか。

『脅威』と戦うためにセカンドグリモノアへ乗り込んだのは誰だった。

　体育館での直接の引き金だって松まつ田だイミの暴発だったはずだ。

　アイネが始めた事なんて一つもなかった。なのにこれでは小さな少女は鋭い刀を摑つかんだまま、一人で置いてきぼりではないか。

「もうやめろ、アイネ!!!!!!」

　なけなしの力を振り絞って、歌うた貝がいカルタは小さな背中に追い着いた。

　後ろから抱き締める。

　水晶の刀の動きが、わずかに止まっていた。その華きや奢しやで小さな手に重ねるようにして、カルタは自分の掌てのひらで包み込んでいく。

「……すまない、『ウォリアードール』」

　荒い息を吐いて、もう一度鎧よろい武む者しやと向かい合う。

「アンタの怒りはもっともだと思う。俺は明らかに、この子の使い方を間違えた……」

　向こうにとっては知った事ではないはずだ。

　にも拘かかわらず、鎧よろい武む者しやは切りかかってはこなかった。プラズマジェットを伴う長大な刀を構えて切っ先をこちらに向けつつも、カルタの言葉を待っている。

　人語なんて通じないだろうに。

「悪いのは全部俺なんだ……。そもそもセカンドグリモノアでマリカ達を無事に見つけた時点で、いったん引き返す選択肢だってあったはずだ。帰りのコースなんか決まっていなかったけど、少なくとも体育館にさえ近づかなければこんな事にはならなかった。ここは、必ず通らなくちゃいけない場所って訳でもなかった。俺が見つけてショートカットしようって言った」

　ぐらりと、カルタの体が横へよろめく。

　いいや、ボロボロなりにアイネの隣へと並び立つ。自らの武器である、ちっぽけな改造軍用懐中電灯を取り出しながら。

「一心同体だから、結局アイネも一緒に戦う事にはなる」

　悪いのは全部自分。たとえ一心同体であっても、ここだけは譲れない。

「……でも頼む。頼むよ。どうか、この子を恨まないでやってくれ。アンタが戦う仇かたきは、この俺だ。ここだけは頷うなずいてくれ、頼む」

　気がつけば、頭を下げていた。

　この復ふく讐しゆうからは逃げられない。だけど『ウォリアードール』側も理解しているはずだ。正面からの真剣勝負である以上、道理に叶かなわぬ返り討ちの可能性だってあると。理解しなくて良かったのに。カルタ達の時は『難なん問もん排はい除じよ』の情報をこそこそ集め、いくらでも卑ひ怯きような奇襲を繰り返してきた。返り討ちのチャンスなんて残すから、カルタはつい思い浮かべてしまう。

　アイネに済まなかったと言いたい。きちんと生き残って。

　そのためには。

　そのためだったら、彼は顔を上げられる!!




「いざ尋常に勝負しろ、『ウォリアードール』!!!!!!」




　今一度、であった。

　浅ましい挑戦者の位置まで転げ落ちた歌うた貝がいカルタが、泥の中から頂点を見上げて吼ほえた。

[image: ]














行間二









　懊おう悩のうしていた。

　苦悩していた、絶叫していた、慟どう哭こくしていた。




　人ではないモノの痛みを思い浮かべて、人ではないモノの苦しみを連想して。歌うた貝がいカルタは喉の奥から吼ほえていた。

　本来ならそれは、痛々しい光景だろう。

　一刻も早く止めなくてはならない状況だったのだろう。

　だけどこの少女は違った。

　水晶少女アイネ。

　後ろから抱き寄せてくれた少年がいた。何かを引き止めてくれた彼が並び立った。水晶少女は刀を構えながらも、横目で彼の横顔を見据えていた。思ってしまったのだ。

（もしも……）

　掠かすれるようなノイズ。

　完全に本題から外れた雑念。

　それでも、確かに。

（もしも、にえさまが人間ではないモノでもそのように扱うというのでしたら。それが許されてしまうというのでしたら）

　空白。

　そして、恐る恐る。

　小さな手をゆっくりと差し伸べていくように、考えを進めていく。

（まさか）

　ある水晶魔法。

　世界最強、その手中に収まるべき水晶花としての少女は、確かにこう思った。

　考えてしまったのだ。




（にえさまは、アイネの事……も……？）














第四章
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「おっ、どうした？」

　空中で待機する山やま根ねデイリがちょっと驚いた声を出した。

　ライオン型『スパークル』の対空レーザーが飛んでこなくなった。警戒しながら頭の中で一〇を数えるが、やっぱり何もない。

　向こうで何かあったのか、それともこちらのタイミングを外すための罠わなか。一瞬の油断もできなかった。何しろ扱うのはレーザー、チカッと光ってから動いてももう遅い。

「ヒロスケ」

「お、屋上が崩れたっぽい」

　十分な高さを稼いでいるとはいえ、三〇キロ向こうの暗闇なんて肉眼で捉えられるものではない。にも拘かかわらず水晶装甲を展開させる猫ねこ海うみヒロスケは躊ちゆう躇ちよなく言った。

「例のライオン型がいない。お、大穴に落ちたんじゃないかな？」

「それってチャンス？」

「どこが。『スパークル』のレーザーなら船の外壁くらい簡単に貫通するでしょ。威力なんて何にも変わんない、むしろ照射の予兆が見えなくなった事で危険は増したよ」

　確定が取れない限り予測はネガティブに、表おもて参さん道どうキョウカの教育はこんな末端まで行き渡っていた。対空レーザーがこなくなった。ただ、それだけでは一斉突撃はできない。

　と、

「やっ、山やま根ね先輩！　猫ねこ海うみ先輩も!!　再出撃の時間になったのなら起こしてくださいよ!?」

「……出やがった発情期の猫ちゃんが」

「誰が猫ですかまったく!!」

　ナタレーナは顔を真っ赤にしてぷりぷり怒りながら、高等部と同じラインに並ぶ。適当に話題を逸そらしても収まる気配がない。山やま根ねデイリと猫ねこ海うみヒロスケはこっそり視線を交わす。

　答えは決まっていた。こういう時は欠席裁判、今ここにいない人に責せき任にん転てん嫁かするに限る。

　山やま根ねデイリは土砂降りの中で肩をすくめて、

「だって仕方ねえだろ、アンタの肌に傷の一つでも許してみろ。俺達がカルタの野郎に殺されちまうんだよ！　こいつは水晶魔法の『修復』のありなしなんか関係ねえ!!」

「えっ？」

　ナタレーナはわずかに思考停止させる。

　真っ赤の意味が変わる。

「い、いや、カルタ先輩の名前を出したって誤魔化されませんよ!!　それとこれとは話が違います。私だって戦えるんですからね!!」





２






　屋根が破れて、ズタボロにされた体育館に人工降雨のひどい雨が降り注ぐ。ワックスで保護されていた木の床はもう使い物にならないだろう。辺りには元天井だったひしゃげた鉄骨や、ひっくり返って動かないオタマジャクシ型の死骸が転がっている。目的もなく学び、無駄を楽しむ心を持っていたはずのもう一つの学生達。その無残な骸むくろ達たちが。

　人間にとっても、『脅威』にとっても、地獄絵図であった。

　少年は唇を嚙かむ。

　正義の奪い合いに失敗したのに、そこで死闘が終わってくれない。戦って勝たなくては、カルタは自分の命よりも大切なものを全て失う羽目になる。

　だけど、もう投げ出さない。自分は間違っていると分かっていても、ここから勝っても負けても明るい未来なんかやってこないと理解してしまっても、なお歌うた貝がいカルタは全長三メートルの赤紫に輝く鎧よろい武む者しやを見据えて、その人差し指を手前に引いた。

　冷たい雨に打たれて血の気を失った、ズタボロの顔で。

　かつての最強、自分達で寄ってたかって殺した『難なん問もん排はい除じよ』と同じ道でもなぞるように。

「アイネ」

　それでも傍かたわらに立つ水晶少女のアイネを守るためなら。

　少年はここに修羅と化す。

「絶対に勝つぞ。たとえ間違っていたとしても」




　ゴォッッッ!!!!!!　と。

　風が唸うなり、躊ちゆう躇ちよなく『ウォリアードール』がカルタ目がけて突っ込んでくる。




　彼我の差は絶対的だ。砲弾のような速度で瞬時に距離を詰め、長大な刀を振るえば恐るべき切れ味が襲いかかる。カルタの懐中電灯では受け止める事もできず、アイネの刀で止めたとしてもプラズマジェットが爆発すれば面を埋める『爆風の壁』で体を叩たたかれる羽目になる。

　触れてはならない。

　だから触れない、が通じるような相手でもない。

　刃に真っ白なプラズマジェットを乗せた『ウォリアードール』の刀なら、カルタの胴と同じ太さの劣化ウラン合金の柱でもゼリーやマーガリンのように切り裂くだろう。

　防御してもしなくても人間なんか即死状況。

　爆発的な緑の閃せん光こうを利用した超高速戦闘を実現する鎧よろい武む者しやに対し、後ろに下がって距離を取れとか、刃の軌道を全部目で見て回避しろというのも現実的ではない。アイネの耐久力だって未知数で、もしかしたら次の爆発であっさり砕け散ってしまうかもしれない。

　咆ほう哮こう。

　そして躊ちゆう躇ちよなく赤紫の鎧よろい武む者しやは最大威力で長大な日本刀を振り下ろす。警棒や手錠など正義の記号を組み込んだ得物。周囲の空気を焼きつけ恐るべき切れ味を作り上げていく。

　終わりだ。

　にも拘かかわらず。

「アイネ、寄れ!!」

　ドォアッッッ!!!!!!　という、地下鉄の列車がトンネルを突き抜けるのにも似た暴風の塊は、何な故ぜか歌うた貝がいカルタのわずか一メートル横を突き抜けた。空いた手で彼が水晶少女を抱き寄せていなければ、相棒は一刀両断されていたはずだ。

「カルタ!?」

　どこかからマリカの叫び声が響き渡った。

　カルタ達の方から横に避けていたが、それだけでしのぎ切れるとは思えない。

　ヤツは十分に距離を取り、『助走』を許さなければ音速は超えないようだ。それでも亜音速、無音で空気を引き裂く暗殺用銃弾と同じ世界を自由自在に疾走する死の甲かつ冑ちゆうだ。

　どのような達人であれ、何もできずに粉々にされるのが当然。

　なのに少年は生存している。

　手にしているのは改造した軍用懐中電灯。それなりの硬さと重さがあるので警棒代わりにはできるかもしれないが、逆に言えばその程度の代物だ。だがそれが生死を分けた。

「お前は赤く光る眼めのある『脅威』だ」

　返答なんか期待していない。そもそも言葉が通じているとも思えない。

　それでも笑って、カルタは改造軍用懐中電灯を小さく振ってちらつかせる。

　不良少年のケンカじゃあるまいし、至近距離からの睨にらみ合あいなんぞに何の意味がある。カルタが正面から『ウォリアードール』の赤い瞳と向き合ったのは、このための確認だ。

　分かっている。そうやって平気な顔してここを吐き捨ててしまうから、カルタは正義から見放された。苦い味を嚙かみ締しめながら、追い詰められた小悪党の顔で歌うた貝がいカルタは宣告する。

「つまりオタマジャクシ型やフナムシ型と同じで、視覚に頼る。そういうヤツなら、これが通じる。赤外線による妨害がな!!」

　じじ、という誘ゆう蛾が灯とうに似た唸うなりがあった。

『脅威』は振り下ろした刀を手前に引きもしなかった。

　莫ばく大だい過ぎるエネルギーというのもそれはそれで良よし悪あしだ。例えば大技を繰り出す前兆が、ぶわりと浮かび上がる瓦が礫れきの形で表に出てしまう。

「アイネ!!」

　今度は逆に水晶少女の方が少年の手を引っ張った。二人して身を翻ひるがえし、食い破られたオタマジャクシ型の裏へ飛び込む。

　直後に周囲で小さな瓦が礫れきが宙に浮かび上がり、『ウォリアードール』の全長よりも長大な刀身の刃が純白の爆発を巻き起こす。ジリジリジリジリ!!　と、物陰に隠れたはずのカルタの肌に日焼けのやり過ぎに似た薄い痛みが走る。直撃すれば衝撃波の壁どころか、その放射熱だけで全身の皮膚が爛ただれて溶けた制服と融合しかねないほどの火力。しかしカルタは笑っていた。

　壮絶に。生き残る事だけしか頭にない、惨みじめな敗残兵の笑みを。

　……今ので二発。本来であれば刃が動き始めた時点で即死確定。一度目の刃か二度目の壁か。三メートルの鎧よろい武む者しやの放つ『必殺』の流れから、カルタ達は現実に逃げ延びた。

　感覚的には闘牛が近い。

　速度やパワー、重量で負けていたとしても、的確に相手を妨害して狙いを外す事で、生き残る事はできる。失敗して突撃を許せばたった一発で即死というひりついた状況だが、それでもこちら側も交差の瞬間に刀の切っ先を突き刺すくらいの可能性が見えてきた。

　ちっぽけな人間が、実力以上の怪物に挑むチャンス。『脅威』は共食いによって次々カスタムしていくが、元のライオン型も取り込んだオタマジャクシ型も共に視覚に頼る場合、ただのダブりが発生する。それではマイクロ波や超音波など新たな感覚器官は獲得できない。

「……確かお前も短銃ユニットで『脅威』の目を攪かく乱らんしていたよな」

「今さら気づきましたか。ただし暫定名称『ウォリアードール』に対してはモードを切り替えている暇がありません。レーザーで狙っている間に接近されて切り伏せられてしまいます」

　やはり役割分担をイレギュラーに交代する、といったフェイントは使えないか。同じように、負傷したアイネをカルタの体内に格納して傷を癒やすといった余裕もなさそうだ。

　今のまま行くしかない。

「アイネ、アシストは任せろ。思い切りやれ！」

「にえさま自身のスペックをおだてられても反応に困りますが」

　身を翻ひるがえして物陰から飛び出し、竜巻のような勢いでアイネが赤紫の鎧よろい武む者しやへ切り込んでいく。『ウォリアードール』側も長大な刀を斜めに振るう。刃と刃の激突に、身を隠したまま軍用懐中電灯を握るカルタの心臓がぐっと縮む。

　とんっ、と。

　安易にプラズマジェットを爆発させず、即座に鎧よろい武む者しやが長い刀を立てて防御の構えを取る。真横、右手側から振るわれた二撃目の水晶の刀がぶつかった直後、改めて光が膨らむ。

（あいつ、わざとタイミングを外したっ!?）

「隠れろアイネ!!」

　軍用懐中電灯で赤外線を浴びせつつカルタが叫ぶと、アイネは転がるように後ろに下がる。爆発があったが、彼女は切り飛ばされて床に落ちていたオタマジャクシ型の脚の裏へと飛び込んでいる。かえって物陰から身を乗り出したカルタの方が危うく肺を焼かれるところだった。

（……一つ一つか）

「マリカっ、頼んだ！」

　少年が叫ぶと同時、横合いから『ウォリアードール』に鋭い光が襲いかかった。レイピア状のデバイスを摑つかんだまま空中を突っ切ったマリカが、長大な刀の間合いに入るギリギリで真下に落ちて濡ぬれた床を両足で捉え、改めてその懐ふところ深ふかくへ鋭く体をねじ込ませたのだ。

　遠から近、極限のマニューバ。ほとんど真横に倒した落雷だ。

　しかし直後に響いた鈍い音は、マリカからだった。鎧よろい武む者しやがトンファーのように突き出た刀の鍔つばでマリカの水晶装甲を打擲ちようちやくし、その体をずぶ濡ぬれの床へ叩たたきつけたのだ。

「があ……ッ!!」

　転がるクラスメイトを見て、離れた場所で見ていた橋はし先ざきタヨリ達も加勢しようとは思ったらしい。だが、ぶわり……!!　と鎧よろい武む者しやの周囲の瓦が礫れきが不自然に持ち上がったのを見て少女達は立ちすくむ。イオンクラフト。『脅威』の中に恐るべきエネルギーが集約されていく証あかしだ。タヨリの方は、恐きよう慌こう状じよう態たいに陥ったイミを押さえ付けるだけで手一杯なようだった。

「ご、ごめんなさい、カルタ……」

「良いいんだ」

　分かりきったフォローではない。横から鎧よろい武む者しやとの間へ割って入ったカルタは床から起き上がれないマリカの方は見ないまま、唇を動かさずにこう続けたのだ。

「予定通り」

「……？」

　かさりという乾いた音があった。このためだ。水晶花やスマホを使った通信はパイプウニ型に傍受されるかもしれない。鎧よろい武む者しやの前で堂々と内緒話をするのも愚の骨頂だ。

　カルタの陰で小さな紙を開いた少女は、確かに短い文章に目を通したはずだ。

『表面を焼いて溶接か、できなければ空気を焼き続けて気圧差を作って吸盤』

　そう、体育館以外にもセカンドグリモノアの内外には大量の『脅威』がいる。これだけの騒ぎを起こしたのだ、そちらも対処しなくてはならない。

　マリカの水晶魔法なら、メモに書いたどちらか片方は狙えるはず。

　そして暴走している『ウォリアードール』以外、今のところ船の壁や出入り口を壊した『脅威』はいない。あの『ゲシュタルト』さえも。通路にみっちり押し寄せる『脅威』に狙撃用の強烈なレーザーを浴びせれば、小さな隙間にある空気が焼かれて吸盤みたいに働くはずだ。永遠には無理でも、足止めくらいはできる。

　小さく頷うなずいて、オタマジャクシ型の裏へと移動するマリカを鎧よろい武む者しやの赤い眼めが追う。だがその前にカルタは身を割り込ませた。意地汚い笑みを作り、無理にでも絞り出す。

「よそ見している余裕があるのかよ、『ウォリアードール』。アンタの怒りは、目移りする程度のものなのか？」

　改造軍用懐中電灯を摑つかむカルタと、その隣で水晶の刀を構えるアイネ。

　ほとんど見よう見まねに近い素しろ人うと同どう然ぜんの構えで、プロの闘牛よりも万倍恐ろしい勝負へ挑む格好になるが、それでも挑む資格くらいは自力でもぎ取った。

　歌うた貝がいカルタは静かに深呼吸する。

　覚悟を決めて、オタマジャクシ型の陰から少年は一歩、自分から表に出た。

　言葉など通じない。合図なんていらなかった。

　今度こそ、五分と五分。

　互いに睨にらみ合あい、そして歌うた貝がいカルタと赤紫の鎧よろい武む者しやはお互い真正面から突っ込んだ。

　人間と『脅威』。

　それぞれを代表する最強同士が、全てを賭けて。





３






「インド宇宙軍は『独自の判断』でわたし達グリモノア勢は『脅威』に敗北したと結論づけてから、核兵器の発射コードを入力する必要があるの。そうなればみんな死ぬ。わたしの家族も、あなたが忘れられない初恋の人もね」

　フロート統合空港の管制塔で、表おもて参さん道どうキョウカはそう言った。

　前提の確認を。

「彼らは何としても核を撃ち込みたいけど、それだって最低限の辻つじ褄つまを合わせる必要がある。つまり情報収集機能を奪えば勝ち負けの判断はできずに足止めを喰くらってしまう」

「具体的には？」

　赤毛お団子の書記からの質問に、キョウカはそっと息を吐いて、

「軍事衛星のトラブルを装よそおいましょう。今現在、真上を通過中の衛星の数を把握した上で通信を妨害する。ああ、『脅威』のせいにしておいてちょうだい、アンテナだらけのウニとかいたでしょ。この管制塔から妨害電波が放たれているなんて判断されちゃダメよ？」

　聞きながら、メガネの軍人レトネーエ＝クーレントはそっと息を吐いた。




　この辺りが限界だ。




　己の左手をちらりと見る。指輪と腕時計。どちらも大切で、裏切れない。

（公式に発表されているだけで全部だなんて思わない事です。いくらでもありますよ、未登録の衛星くらい。例えばピナーカⅢに動力を与える三〇基の発電衛星だって、公的な記録上は『民間の通信衛星』扱いですし）

　今から表おもて参さん道どうキョウカからグリモノア勢の作戦行動書を借り受けて不備を潰していったところで、おそらく核攻撃は食い止められない。

　銀髪褐色の軍人はそっと管制塔を抜け出すと、無骨な階段を下りながらスマートフォンを取り出す。ただでさえ一般市場には出回っていない軍用規格だが、レトネーエはタイトスカートの裾からもう一つ別の装置を取り出した。全く別個の無線機をケーブルで接続する。

　言うまでもなく、彼女はインド海軍の人間だ。

　しかしここでインド軍全体を利する行動を許しても、国際社会全体が大きな混乱に見舞われては意味がない。そう、対『脅威』のために核を含む徹底的な攻撃をするのは構わない。だけど、目的さえあれば同じ人間同士で核攻撃をしても構わない、なんて前例を作ってはダメだ。そうしたらインドだって自分達に突きつけられる核兵器を非難できなくなる。

　誰かにとって大切な人を殺あやめた者は、大切な者を奪われたくない他の全ての人から憎ぞう悪おと不信を抱かれる。死んでも文句を言えない、なんて状況を作ってはならない。絶対に。

　よって。

（ハドメ君。あなた……!!）

　この窮地でとっさに二人も顔を思い浮かべるのは、間違いなく不貞なのだろう。それでもこんな風にしか生きられない。レトネーエは舌打ちして鉄てつ扉ぴを開ける。人工降雨で土砂降りの中、彼女はコンクリートの壁に背中を押し付けた。無線機と不自然に接続させたスマートフォンに、履歴には残らない番号を手押しで入力していく。

　ここでは『別の顔』を出す。真っ当なインド軍の命令系統の中では核攻撃を止められない。

　もっと大きな力でもって彼らの頭を押さえてもらうしかない。

「……、」

　精密機器を耳に当て、コール音を五回待つ。この先の手順は頭の中に入っていた。表向きは誰も知らない小さな通信販売の会社に繫つながるが、音声ガイダンスを無視して秘密のコードを入力すれば窓口が開く。国家の代表ごときではない、真なる支配者達との。

　しかし、だ。

　小麦色の指を動かして番号を入力しても、女性の自動音声が止まらない。

　彼らに繫つながらない。

『入力情報を認識できませんでした。もう一度、最初から入力をお願いします』

　次などない。

　今のは隠語であった。事前に伝えられた対応表だと、今のメッセージの意味はこうだ。




　君は傍受されている。今すぐ端末を完全に廃棄して潜伏しろ、君がどこにいようが次の連絡手段は我々から送りつける。




　きぃ、というわずかに軋きしんだような金属音があった。

　レトネーエ＝クーレントはゆっくりと振り返って、そして顔をしかめた。

「……な、ぜ？」

「エレベーターで。まあ、そういう話をしているんじゃないでしょうけど」

　表おもて参さん道どうキョウカがにこやかに笑っていた。彼女は空いた手でモバイルルーターを弄んでいた。いいや、あらゆる無線電波を拾い集めて解析する、『流砂』と呼ばれる不正デバイスだ。

　読み取られた。世界の一番奥までに繫つながる一本のラインを、丸ごと。

（『流砂』……）

　確かに、だ。レトネーエの属する集団には絶大な力がある。だからこそ、大小様々な勢力がその正体を探ろうとしているのは分かる。分かるのだが、

（管制設備でも捉えられない例外帯域でもお構いなし。あらゆる暗号を自動解析する仕組みがあるのなら、私に協力を仰ぐ必要さえなかった？　あれは最初から、私を自分の懐に引き込んで仲間意識を持たせる、つまり油断させるためだけのブラフ……!?）

「何な故ぜ、このタイミングで？　本来の所属はどうあれ、私はあなたに協力した!!　この国を助けるために、彼らの力を使いインド宇宙軍の核攻撃を阻止しようとしているんです」

　震えていた。銀髪褐色の軍人は、遊園地で迷子になった子供だってそこまで取り乱さないだろうという顔で震えていた。

「失敗したら、全部失うんですよ。足の引っ張り合いなんてしている場合じゃあないんですよッ!!　私はハドメ君の秘密を明かした、あなたの家族の話だって聞いた。認めてくれたじゃない、こんな悪女を……。私達の所属、根っこの部分はどうあれ、今は協力すべきってところだけはお互いに分かっていたはずです。それなのにどうしてここで!?」

「どうして？」

　車椅子の生徒会長はにこやかに笑っていた。

　笑ったまま、彼女はこう言った。

「一番の不幸を作るのは、わたし達から全てを奪っていくのは、いつだってあなた達だったじゃない。『本物の脅威』がわたし達に何をしたの？　インド軍だって『まだ』何もしていない。具体的にあくび混じりでわたし達の人生に消えない傷を刻みつけ、その罪から逃げているのはどこの誰。決まっているでしょう、これは仇討ちの話なのよ」

「……、」

　無、だった。

　レトネーエの頭の中が空白で埋まる。その割にはじわりと目尻に涙が浮かび、呼吸や脈拍を測るモバイルウォッチは先ほどから警告の電子音ばかり撒まき散ちらしているが。

「じゃあ、いまも家族がきょうとにいるっていうはなしは……？」

「どうかしらね」

　肩にかかった長い髪を片手で払いのけ、生徒会長は涼しげに言った。

「世界最強の魔法使いを担かついでコントロールしたがっているあなた達に、姉の死に打ちひしがれた一二歳の女の子に甘言を吹き込んで都合の良いい復ふく讐しゆう者しやに仕立て上げたあなた達に、自分からわざわざ弱みを話すとでも？　そりゃあ虚実くらい織り混ぜるんじゃない？」

　その顔には、憎ぞう悪おすら乗っていなかった。

「思えば、あなたのスタンスは最初から謎が多かった」

　表おもて参さん道どうキョウカは語る。がちゃり、という音があった。だが車椅子からではない。

「レトネーエ＝クーレント。そもそもの所属はインド軍？　多国籍連合軍？　そういった国々さえ手玉に取る黒幕？　グリモノア勢を核爆発に巻き込むのも辞さない態度を取っていたのに、実は作戦行動書の不備を潰してインド宇宙軍が動かないよう仕向けるためだった。仕事にプライベート、あちこちひらひら掌てのひらを返していたけど、それは何な故ぜ？」

　弓矢だった。それも機械的な、西洋のアーチェリー。

　武器と呼ぶには心こころ許もとないが、それでも武装している時点で明白だ。友好の意志はない。セカンドグリモノアを束ねる生徒会長自身がそう示した。

　誰に？　何に？

「もちろんこれは、わたしとあなたがお恥ずかしい恋バナをしている間に情にほだされたとかお互いの実力を認めてチームワークに目覚めたとか、そういう話は絶対にない。ナタレーナ＝ブラストの口からあなたの名前が出てきた以上、あなたは一二歳の女の子に機密情報を吹き込んで復ふく讐しゆう者しやに仕立て上げたクソ野郎の一員で、わたし達最強四人が未熟な復ふく讐しゆう者しやの処遇を巡り仲なか違たがいして自滅する事も辞さないと考えていたはず。そんなトロイの木馬、ナタレーナさんが不発に終わって、次にあなたが派遣されてきた。つまり明確な『二の矢』は存在した。清沢ハドメの件の、その前から。ではそれは、具体的に何？」

　清きよ沢さわハドメを助けたい、という線は一見説得力がある。

　ただしもちろん、それとは別に『黒幕』全体の思惑がある。どこまでいってもレトネーエは彼らの流れに逆らわない形でハドメを助けたがっていた。グリモノアや水晶魔法使いそのものがどうなろうが知った事ではない。

「あなた達のやり方は最初から一貫していた」

　レトネーエ＝クーレントはそっと奥歯を嚙かむ。

　構わず車椅子の生徒会長はこう続けた。

「ナタレーナさんを送り込んできた時だって、彼女に期待していた訳じゃない。彼女の処遇を巡って最強四人が内うち輪わ揉もめを起こさないか、という話だったものね。つまり今回の核攻撃も一緒。『脅威』を倒すためなら核を容認するか、拒否するか。これでわたし達四人を仲なか違たがいさせて、適度に力を削そぎたかったんじゃない？」

「……、」

「核のカードをちらつかせれば、わたし達グリモノア側がひとまず阻止に動くのは容易に想像がつく。『脅威』より核兵器が優先される。と思った？　まあそうなれば軍っていう枠組みに水晶魔法を収めて、『脅威』との戦いまで大人達の手でコントロールできるようになるものね。……でも実際にはそうならなかった。わたし達が『脅威』に集中したせいで空回りし、大人達はポーズで済ませるはずだった核攻撃を止めるきっかけを見失ってしまった。でしょ？」

　先ほどから銀髪褐色の軍人は口を挟む事をやめていた。一つ一つがこちらの牙が城じようを崩しに来ている。リカバリーを考えるよりも、一足跳びで『次の手』に備えるべき。ただ後ろから逃走者を追い回すのではなく、脇道に入ってショートカットでもするように。メガネを掛けた銀髪褐色の軍人は心の中でスイッチを弄んでいる。呼吸、脈拍、血圧、脳波……。モバイルウォッチで計測されているあらゆる数値が洞窟湖の湖面のように平へい坦たん化かされていく。

　殺しのコンディションに変化していく。

「つまり、清きよ沢さわハドメのためにレトネーエ＝クーレントが思い悩んで核攻撃を止める……というところまで含めて、組織の思惑に沿うものだった」

　そして、表おもて参さん道どうキョウカはわずかに黙った。

　ゆっくりと息を吸って。

　そして言った。




「だってあなた達はその時代その瞬間の最強を手玉に取って利益を貪る『黒幕』だもの。ついうっかりで最強を全滅させたら困るよね？　だから、自分で始めた核攻撃を自分で止める必要が出てきた。違う？」




　決定的。

　レトネーエもまた、心の中のスイッチに強く力を込める。

「あなた達は」

　ゆっくりと、しかし抉えぐり込こむような生徒会長の告発だった。

「セカンドグリモノアや神こう戸べ一いつ帯たいを『脅威』から取り戻すよりも、自分の安全を優先した。別に、ここで負けたって自分が死ぬ訳じゃない。それよりわたしに尻尾を摑つかまれる方が怖い。だから、見送った。一回くらい負けたって構わないだろうって」

　レトネーエ＝クーレントから全ての表情が消えるのと同じように。

　表おもて参さん道どうキョウカも、うっすらと笑っていた。

　最悪、の一言であった。手当たり次第に全ての指揮権を取り上げて自分ルールで戦おうとしていた連中は、最初から誰も守る気がなかったのだ。

「だからあなたは、日本の風土や水晶魔法の仕組みを知っている素振りを見せた上、腕時計をわざわざつけて学生時代を匂わせながらわたし達の懐ふところへ潜り込み」

　きっとその笑みが、車椅子の生徒会長にとっての覚悟なのだろう。

「だからあなたは、誰にも言えないプライベートをさらけ出せばそれ以上奥に秘密はないと思い込ませる事ができると考えた。……『脅威』と戦う事も忘れて、互いの足を引っ張り合って適度にヘコんだ最強を手の中で飼い慣らすためにね」

　つまり、端から端までこうだった。レトネーエ＝クーレントは制御が利きかず、目の上のたんこぶになりつつある水晶魔法使いの手綱と握りたい。人の命を掌の上で転がしてでも。そのためならいくらでも努力は惜しまない。

「そういえば、あなたは道ならぬ恋の話をする割に清きよ沢さわ先生と直接話すところを見た事がないね。本物の『脅威』に核攻撃。極限状況に足を踏み入れてまで助けに来たはずなのに」

　笑って、キョウカが指摘する。

「仕事とプライベート、本当に大切なのはどっち？」

「……、」

「まあ、思わず『使える』と考えてしまった時点で、あなたもわたしと同じ悪女かしら？」

　最優先目標として設定されていた少女は言った。

　笑って。

　反撃の牙を剝むいて。ギブアンドテイクで引きずり出す。

「ハロー、人間達の黒幕。初めまして」




　ガシャガシャ!!!!!!　と。

　レトネーエ＝クーレントの手元からおかしな金属音が連続的に鳴り響いた。




　銀髪褐色の軍人が使うのはパラシュ。

　破壊神のシヴァが与えた斧おのの伝説を利用しているが、もちろん『そのもの』ではなくそういう名前の魔法だ。特にレトネーエの場合、シヴァの落雷、その轟ごう音おんを利用した振動に意図したブレを設け、内側から叩いて変幻自在に手て斧おのの軌道を曲げたり極端な加減速を実行する。

　正面からならガトリング砲の斉射なんて怖くない。手て斧おのの間合いに入れば最後、急激な加速を利用して銀行の大金庫すら切り飛ばす。

　そのはずだった。

　なのに。

「がっ!?」

　呻うめいたのはレトネーエの方だった。

　おかしい。車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカは眼前で微笑ほほえんでいる。だが真横から飛来した長い金属矢がレトネーエの右手の甲に突き刺さった。伏兵もいない、計算が合わない。

　柄の底に取り付けた軍用懐中電灯は砕かれ、手て斧おの本体は床に落ちてしまった。もちろん屈かがんで拾うのを許すほど相手は間抜けではないだろう。

　そしてレトネーエは気づいた。

「……そうか。そういうっ、」

「トリック自体は単純なんだけど。先入観って意外としつこくまとわりつくものよ」

　声は、あくまでも横から聞こえた。傷ついた右手を押さえる銀髪褐色の軍人が眼球だけ動かして睨にらみつけているのもそちらだ。

　すでに、真正面の幻影は消えていた。音もなく。

　生徒会長は車椅子に腰掛けたまま、静かにアーチェリーを構えていた。

　指輪にモバイルウォッチ。

　戦術的な理由とは別に、敢あえて左手は狙わなかった少女は笑って告げる。

「見ての通りの車椅子。今ではたったの一％だって当時の力は振り回せないけれど、それでも微弱な『次元の跳躍』を使えば光や音の到達時間を遅らせる事はできる」

「唯一の、レギュレーション３……」

　ようは、夜空の星と一緒だ。今瞬またたいているように見えても実際には数年も前に放たれた光を眺めているだけ。だけど地上の人には実感を得る事はできない。たとえ知識として光年という単位を知っていても、実感は覆くつがえらない。

　こんな時代になっても、未いまだに夜の学校への漠然とした怖さを捨てられないのと同じく。

「自分の体を飛ばすなんて分かりやすい効果がなくたって、イロイロできるのよ？」

「たかが数秒間幻を生み出すためだけに、そこまで世界を歪ゆがめますか。他に方法なんていくらでもあるでしょうに……!!」

「あら。仰ぎよう神しん魔ま法ほうのアナスタシアはもっとひどかったって聞いているけど」

　キョウカの口調はむしろ寂しげですらあった。彼女にとってはかつて使えたはずの力の出で涸がらしでしかないのだ。光の到達時間を個人の意思でねじ曲げる、そこまでやってでも。

（現役時代は波打った大剣フランベルジェを使っていたと報告されていましたが……。必要なら弓でも何でも後追いで極めますか、この天才が!!）

「どうする？　『黒幕』の話、ここで全部吐くなら長引く事もないと思うけど」

「っ」

　にたりと、表おもて参さん道どうキョウカは笑った。

　さらに上の毒婦の笑みで。

「あるいはベルトで椅子に縛り付けた上で、尋問にはハドメ先生でも呼びましょうか？」

「がああッ!!」

　吼ほえ立たて、真正面に立つ敵のタイミングを外す。

　苦痛よりも恐怖よりも、まず羞恥が褐色の顔を埋め尽くしていた。

　その隙に足元に転がっていた手て斧おのを蹴り上げ、左手一本で摑つかみ取とる。だが短くなった柄を握り込む事も、予備の軍用懐中電灯を取り出す暇もなかった。二度目のアーチェリーがパラシュの分厚い刃に直撃し、レトネーエの手の中から大きく弾はじき飛とばしたのだ。

「……そんな目に遭うくらいなら死んだ方がマシ、か。素敵な人ね、あなた」

　生徒会長が笑う。

　でも、分かっているから、そうはさせない。

　殺さずに決着をつけられた時点で、彼我の実力差は絶対であった。

　世界の裏側にいたレトネーエは『難なん問もん排はい除じよ』戦の詳細も知っている。その中には、彼女が特殊な大型拳銃を使っていたらしき未確認情報もあった。この天才は、一度折れたくらいでは止まらない。固定の文武両道や武芸百般などというレベルではない。不足を感じればそこからいくらでも継ぎ足しのできる才能。挫折を恐れず、プライドに邪魔されず、必要と感じれば際限なく努力ができる天才ほど恐ろしいものはない。

「……私を、どうすると？」

　矢で貫かれた右手を逆の手で押さえ、くの字に体を折り曲げて、苦痛に耐えながらレトネーエ＝クーレントは声を搾り出した。

「人を糾弾するのは構わない。だけどあなただって、目の前の『脅威』を放り出し、着々と進む核攻撃の準備だって放ほうったらかしで追い回しているじゃないですか！　誰にも相談せず、混乱すら起こさないで。そこまで独断で世界を危険にさらして何をどうすると!?」

「ええ、わたしはあなた以上の悪女だもの。それに決まっているでしょう、全部話してもらう。世界の黒幕、あなたの所属について。家族と初恋、どっちも守りたいのよね。だったら切り捨てる先なんて一つしかないじゃない」

「それは……」

「もっとも、わたしがどうして水晶魔法を使えなくなったのか、いいや、この局面になってもまだリミッターを設けているのか、その理由まで理解はできていないでしょう？　となるとまだまだ下したっ端ぱかしら。前に、カルタ君の見舞いに来たエージェントはわたしの秘密について匂わせていたようだし」

「？」

　これについては本当に怪け訝げんな顔をするレトネーエ。言われても見当もつかないという顔をしてしまった事が一つのサインだという結論に、銀髪褐色の軍人は気づいていない。

「さて」

　表おもて参さん道どうキョウカはすらりと伸びた脚を組んだ。

　ひらひらと、振り子のようにその足首を揺らす。一体何のサインかはすでにレトネーエ＝クーレントも学んでいるはずだ。

「こうすれば、失わずに済むと？　道を踏み外してでも守りたいものを、全部」

「わたしは善人じゃない」

　車椅子の悪魔は告げる。

「だから、そういう理由であなたの大切な宝物を奪う事もない、とだけ言っておこうかしら。悪人からできる担保なんてこの辺りが妥当でしょう？」

　唇を嚙かんで。

　今のままでは逆転どころか逃走もできないと思い知らされる。そうなれば、取るべき選択肢は一つしかない。傷ついた右手の手当ても後回しにして、ゆっくりとレトネーエが動く。

　生徒会長の目の前で片膝をついて、その靴下を替えるために。

　屈服の瞬間だった。

　笑みを広げ、毒婦を飼い慣らした少女が甘く囁ささやく。




「もうわたし達は、汚れ役ね？」
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　刀と刀が交差する。

　十手のように根元で枝分かれした水晶の刀と、トンファーや手錠を盛り込む金属の刀。

　水に濡ぬれた瓦が礫れきが不自然に浮かび上がり、閃せん光こうが瞬またたき、そして衝撃波と爆音がいっしょくたになって体育館全体を派手に震動させる。

　普通に考えればたった一太刀すらカルタやアイネには対処できなかったはず。だけど現実に歌うた貝がいカルタは三メートルもの巨体を動かす赤紫の鎧よろい武む者しや『ウォリアードール』の、ギロチンよりも重く飛行機より素早い刃をすんでのところでかわし、アイネはむしろ自分から水晶の刃を当てに行っている。

　イメージは闘牛。

　水晶の刀と同じくらい、改造軍用懐中電灯の赤外線も重要。

　当然ながらセカンドグリモノアの教本で紹介された基礎戦術ではない。松まつ田だイミや橋はし先ざきタヨリは吞のまれるだけで、もはや加勢できる状態ではなさそうだ。

「っ、綱渡りに成功したからって安心するなよアイネ。鎧よろい武む者しやの余剰エネルギーで周囲の濡ぬれた瓦が礫れきが浮かび上がるとはいえ、あまりヤツのサインを鵜う吞のみにし続けるのも危険だ」

「すでに把握済みの情報です。仮にフェイントが可能なら一回の判断ミスで即死ですからね」

　攻撃がくるタイミングを見極めた上で、惑わして、こちらから切りつける。何しろ相手は緑の閃せん光こうを利用して高速移動を繰り返す『脅威』、迂う闊かつに助走を許してしまえば音速以上で突っ込んでくるほどの怪物だ。生身の人間が力比べできる限度なんかとっくに超えている。相手の動きを削そがない限りカルタは即死してしまう。

　それでも致命傷には程遠い。

　また一発、だ。赤外線で視界を潰されながらも右手側を守る『ウォリアードール』の防御をすり抜けてアイネの刀が手足や胴体に向かっているのだが、浅い。甲高い音と共に弾はじかれてしまい、赤紫の鎧よろい武む者しやにはさしたる傷もついていない。

　不毛だ。

　だけど途切れず、続いている。

「はあ、はあ……!!」

　この肩に乗っているのは自分の命だけではないと、とカルタは理解したから。

　風かざ向むきゲキハ達『一隻目』の旧友も、雨あま脚あしマリカや山やま根ねデイリら『二隻目』のクラスメイト達も、そしてグリモノアの外に広がる大きな世界で暮らす人達だって。ここで世界最強が倒れれば、その全てが失われる。

　それから、運命共同体のアイネ。

　思い浮かべる事ができるから、歌うた貝がいカルタは斬殺されない。衝撃波の壁にすり潰されない。プラズマジェットの放射熱で全身の皮膚がチーズのように焼やけ爛ただれたりなんかしない。むしろ自分からアイネより前に出て、本来なら絶対に回避のできない『ウォリアードール』の斬撃、そのタイミングをズラしていく。

　改造軍用懐中電灯の赤外線を使って『脅威』の目を焼き、斬撃のタイミングを外す。爆発については可能であればオタマジャクシ型の陰に隠れてやり過ごし、それが不可能なら（おそらくこれも『脅威』の部品だったであろう）金きん属ぞく箔はくのシートを大きく広げ、せめて莫ばく大だいな熱線だけでも弾はじき返かえす。

　体をくの字に折り曲げる。カルタの体内でバキボキと乾いた音が連続する。

　ただし衝撃波を喰くらっても、そこで終わりという訳じゃない。

「アイネ……」

「……、」

「自分が前に出て時間を稼ぐなんて考えるなよ、っ、リズムを乱せばむしろ総崩れになるぞ」

『ウォリアードール』は止まらない。こちらから出向かなければ、鎧よろい武む者しやがオタマジャクシ型の裏まで回り込んでくるはずだ。向こうが仕掛ける側になって、主導権を握ってしまう。

「お前は、確かに間違えた……」

　それでも、だ。大事な事を話す。バキバキと水晶の破片が剝離していく音を耳にしながら、カルタはもう一度改造軍用懐中電灯を摑つかみ直なおした。

「だけどそれは俺のせいでもあるんだ。いいか、アイネ……。これが終わったら、一から学び直そう。寮の部屋に帰って、馬鹿みたいに眠って、ご飯を食べて、そうしたら暇な授業を受けるんだ。そのために生き残る方法を全力で学んでくれよ……」

　水晶魔法の『修復』は、致命傷以外のあらゆる傷を三〇秒で回復させる。『回復中にさらなる攻撃を受けると仮置きの水晶を砕かれて二度と回復できなくなる』という細かい条件まで知られた場合は連続攻撃で畳みかけられる恐れもあるが、『脅威』は今体育館で整列して水晶魔法の詳細を学び始めたばかり。完全に習得していないのなら、その知識が誰にも伝わらずに消失したのであれば、誤魔化せる。そう信じてカルタは手の甲で口くちの端はしから垂れた血を拭う。

　それから思わず笑ってしまった。

（……致命傷以外なら大丈夫、か。自分も慣れたもんだ。一度でも味わった時点で人生おしまいなはずの致命傷とやらの輪郭を、外から撫なでて確かめられる程度には）

　切断された足の断面をさらに焼かれて人間不信に陥った松まつ田だイミが懐なつかしかった。今のカルタは普通にありがとうと言って終わりだ。当然、真っ当な神経の持ち主はイミの方。『脅威』と戦い、一つ一つ力をつけるごとに、カルタは人間の枠組みから離れていく自分を感じる。

　無駄を楽しみ知識を育んでいたオタマジャクシ達だってそうだった。体を切り裂かれれば叫んで暴れたって当然なのだ。それなのに。

「……たとえこいつを倒す事ができても、その時俺はただ人間の恐ろしさを証明するだけかもしれないな」

「はあ」

　漠然とした予感のようなものを感じながら、カルタは切り込んでいくアイネの後を追う。『脅威』の方はカルタ達と違って傷が塞がるような機能はないようだが、とにかく赤紫に輝く金属が硬くて歯が立たない。アイネはオタマジャクシ型を切断していたはずだが、同じ刀でも鎧よろい武む者しやは斬れない。

　一進一退。

　互いに小さな傷を重ねて疲弊していきながら、カルタと鎧よろい武む者しやは睨にらみ合あう。

　言葉なんかない。それでも疑問に似た空気が鎧よろい武む者しやから滲にじんでいた。

　考えられるだけの正義を詰め込んで最大の攻撃に集約しても、まだ足りないのか。『ウォリアードール』の全身からはトドメを刺せない自分への苛いら立だちが浮かんでいる。

　カルタは鼻で笑った。化け物のくせに随分と気位が高い。その怒りは殺せるはずの相手を殺せない事に対する不安や焦あせりの裏返しだ。追い詰められた『難なん問もん排はい除じよ』のエリシアやユキノも、最後は半ばパニックに陥りながら思い通りにならない世界のルールを糾弾していた。

「全ての行動に……」

　水晶の刀と改造軍用懐中電灯。

　ふらつく足で水晶少女に寄り添いながら、カルタは赤紫の鎧よろい武む者しやを見据える。

「意味なんかあるとでも思ってんのか？　人間なんて無駄の塊なんだ。いかにして無駄を極めるかで人生ってものが作られていく。効率だけを極めたアクションなんて、つまらない最強だよ。そんなの、そこからディストピアの始まり始まりだ」

　返事なんかない。

　人語を介するほどの複雑な舌や喉があるのかどうかも分からない。これだって無駄の塊だ。

「お前だって分かっているとは思うけどな」

　にやりと笑って。

　小手先ばかりの少年が軍用懐中電灯を突きつける。

「そんな二本足で突っ立って、鎧よろいを着て、複雑に作った掌てのひらでわざわざ武器を握り込んで」

　重ねて言う、おそらく『脅威』は人の言葉など理解していない。

　だが何な故ぜかこの時、『脅威』の赤い眼めがその輝きを増した。

　燃えるように。

　ぶわり!!　と並みの乗用車よりも大きな瓦が礫れきが重力を無視して次々と浮かび上がる。




「仲間の仇討ちなんて何も生み出さない無意味な行為のために全力を注ぐ。これ以上ないくらい学んでいるじゃないか、人間のもたらした無駄の楽しみってヤツを」




　咆ほう哮こうと共に、鎧よろい武む者しやから最大威力の刀が振り下ろされた。
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　もう何度目になっただろう。

　水晶少女のアイネが摑つかむ刀が風を切る。右手側を守る防御をすり抜け、その刀が『ウォリアードール』の胴に叩たたき込こまれる。しかし甲高い音が鳴り響くだけだった。表面に削ったような傷はつくが、それでも致命傷には程遠い。

　アイネに自分の不備から目を背ける機能はない。だから少女は率直にこう考える。

　足りない、と。

　そして水晶少女が自分のスペックを補強するために何を求めていたか、『一隻目』がまだ無事だった頃からずっと一緒にいたあの少年なら分かっているはずだ。

　誰もが最初から見ていた。

　見えていたのに見落としていた。

　ひっくり返って動かないオタマジャクシ型を横目で観察する水晶少女アイネの、その頭部。そこから二本突き出たツノとも髪の毛を固めたものとも言い切れない装飾。おそらく歌うた貝がいカルタすらそれが何であるかはっきりとは分かっていないだろう。

　それが。




　ざわざわと。

　まるでクワガタの角やアリの顎のように、ひとりでに蠢うごめいている。




　すでに周知のはずだ。

　その少女は、精密機器の基板を構築する純金を食べて成長する。そして『脅威』とはつまり何だったのか。

　金属由来自律発祥高次生体戦闘兵器。

　二本の何かだけでなく、アイネの頭部全体がぎちぎちと音を立てる。何かが大きく開こうとしていた。

　強くなる方法は、ある。

『一隻目』が沈んだファーストアウト事変の前から、アイネは散々口に出してきた。

　人間はアイネのスペックに不足を感じ、分かりやすい強さを求めている。

　そうしなければ歌うた貝がいカルタは守れない。

　ならば。

『お前は、確かに間違えた……』

「……、」

『だけどそれは俺のせいなんだ。いいか、アイネ……。これが終わったら、一から学び直そう。寮の部屋に帰って、馬鹿みたいに眠って、ご飯を食べて、そうしたら暇な授業を受けるんだ。そのために生き残る方法を全力で学んでくれよ』

　アイネのざわざわが、止まる。

　二本の角よりも、可か憐れんな二つの瞳が今一度悪夢のような世界を見据える。

　歌うた貝がいカルタは自分で改造した軍用懐中電灯を振るっていた。『ウォリアードール』の五感を潰してタイミングを外せるとは言っても、彼自身の得物ではプラズマジェットで彩いろどられた長大な刀を受け止める事もできない。避けられなければ両断される時だ。なのに迷いもなく。

　アイネを信じている。

　彼は、自分の中の何かを見据えている。

　最短の答えはもう分かっている。だけど歌うた貝がいカルタが命を削ってまで期待しているのは、その答えではないような気がする。

　水晶少女の思考が、合理性を超えた。

　アイネはもう一度、頭の中で少年の言葉を反はん芻すうする。

　彼が本当に期待している、背中を預けているものは……。





６






　こんな一進一退は、永遠には続かない。

　歌うた貝がいカルタだってそう思っていた。

　だけど、だ。まさかこうなるとは思ってもいなかった。さらにいくつかの斬撃を回避して、少年がアイネの攻撃に合わせて改造軍用懐中電灯を構えた時、だ。それは起きた。

　ふっ、と。

　赤紫に輝く鎧よろい武む者しや『ウォリアードール』の兜かぶとの奥で、一対の赤い光が消えたのだ。トンファーや手錠の記号を盛り込んだ長大な刀の動きは元から正確だった。それがさらに、無慈悲なほどにブレをなくす。

（まさか……）

　嫌な予感がした。何かこちらで用意した網から手応えが消え、相手が潜くぐり抜ぬけてくるような。完璧に思えた作戦が崩される瞬間に感じる、胃袋にのしかかる重圧。『難なん問もん排はい除じよ』のエリシアやスザニアとぶつかった時にも味わわされたあの感覚が再びカルタへ襲いかかってくる。

　つまりは、

（まさか、目を閉じた!?　感覚器官に頼らず勘だけで斬りかかってくるつもりか!!）

「アイネっまずい!!」

　赤外線で視覚を潰せなかった場合、闘牛のような戦い方もできなくなる。直撃すれば即死、受け止めても『爆風の壁』で確実に叩たたかれる下り坂から抜け出せなくなる。

　惑わされるなら見なければ良い。

　自分を信じて大きく一歩踏み出し、その感性に任せて斬りかかれば良い。

　確かに、だ。

　シンプルだがそういう結論に辿たどり着つく事もあるだろう。特に、論理以外の根拠で普通に動ける人間なら。だけど、例えば機能が不調をきたしているからと言って、大空を舞う無人機が映像やレーダーを全部切ってしまうなんて話はあるか？　何もない真っ暗闇の中で、ただの電子回路が論理や根拠のない『勘』に頼って爆弾やミサイルを落とすなんてありえるか？

　こいつは。

　クリスタルビーチを襲った『デコイの脅威』とは何かが違う。この鎧よろい武む者しやは、自分の中に己が信じるに足る芯がある。『ウォリアードール』は、兵器というより生き物の方が近い……!?




　轟ごうッッッ!!!!!!　と。

　今度の今度こそ、最大加速で赤紫の鎧よろい武む者しやが斬りかかってくる。




　止まる。

　一面の雨粒が、真ん丸の宝石でもばら撒まいたように。歌うた貝がいカルタの中で、体感的な時間が止まっていた。だって、ここからどうしようもない。カルタ側のイメージは闘牛だ。自分より明らかに強きよう靭じんな怪物を赤外線でいなしつつ、的確にかわして隙を突き、初めてアイネと連携を取って刃を振るえる。もしも暴れ牛が目を閉じて真まっ直すぐ突っ込んできたら大きな布をいくら広げたって惑わされない。それでは闘牛士だって避けようがない。そして一発まともにもらったら、そこでジ・エンドだ。受けるダメージは闘牛どころではない。最大級の重さと硬さ、そして莫大なプラズマジェットを音速以上の速度に乗せて最適の角度で斬りかかってくるのだ。集約されたその破壊力は、真正面から戦闘機に突っ込まれた方がまだマシと呼べるほどの惨状を生み出すはずだ。

（ちく、しょう）

　今度こそ。

　今度の今度こそ、どうやっても避けられない。

（……この野郎。ちょっと、格好良いじゃないか）

　もう認めざるを得ない。カルタが奥歯を嚙かみ締しめた直後、体感時間が戻った。

「ッ!!」

　せめて横から、すでに刀を振るってしまったアイネの肩にぶつかる。

　無理にでも突き飛ばす。

　卑劣な臆病者らしからぬ行動に、カルタは自分で笑ってしまう。もしかしたら『ウォリアードール』にあてられたのかもしれない。

　鈍い音。

　上から下への縦一直線。改造軍用懐中電灯がくるりと回る。

　腕よりまずいものを切られた。

　今度こそ攪かく乱らんのための得物を失う。赤外線によるタイミング外しがなければアイネはプラズマジェットの斬撃と爆発で一方的にすり潰されていくだけだ。

　しかし再び赤い眼めを開いた鎧よろい武む者しやはそこで怪け訝げんに思っただろう。

　体をズタボロにされながら、歌うた貝がいカルタは壮絶な顔で笑っていたからだ。

（……俺は剣客や武将になりたい訳じゃない。お前みたいに格好良い真ま似ねをしようとしたって不発に終わって、無様な屍しかばねを転がすだけだ。そういうのは柄じゃないっていうのは分かってる。どれだけ強く憧れて、できない自分に後悔を繰り返したってな）

「強過ぎるんだよ、アンタの攻撃は……」

　そして赤紫の鎧よろい武む者しやも気づいたはずだ。己の迂う闊かつさに。

「だから無意識にこう思い込む。当たるか外れるかの二択しかなくて、当てればそこでおしまいだってな!!」

　歌うた貝がいカルタに一撃を浴びせ、その武器を切り飛ばした程度で決着がついたと思って満足してしまった自分自身に。

（だから、俺の仕事はそうじゃない……）

　無意味なんかじゃなかった。

　たとえ仮初めの安全を手放してでも、この隙を引き出せたなら。。

（……鎧よろい武む者しやにまともな斬撃は通らない。だけど決まって、アイネをプラズマジェットの爆発で弾はじき飛とばそうとするのはお前の右手側からから水平に刀を振るおうとした時だった。必要以上に刀の防御が堅かったのは、脅おびえの裏返しか。『ウォリアードール』？）

　そして歌うた貝がいカルタは確かにこう言っていたはずだ。

『お前は、確かに間違えた……』

　安全策を手放した最も危険なこの瞬間。

　あれだけの激戦の中でも、アイネに向けて。

『だけどそれは俺のせいなんだ。いいか、アイネ……。これが終わったら、一から学び直そう。寮の部屋に帰って、馬鹿みたいに眠って、ご飯を食べて、そうしたら暇な授業を受けるんだ。そのために生き残る方法を全力で学んでくれよ』

「なあ、そうだろう！　アイネ!!!!!!」




　入れ違いだった。

　カルタの横をすり抜けるようにして、水晶の刀を摑つかんだ水晶少女アイネが獲物目がけてその懐ふところへ鋭く飛び込んでいく。




　そういう命令だった。

　生き残るための方法を学べ。言われた以上、アイネは徹底的にそこへ集中してくれるはずだ。

　途中で余計な脇道に迷い込まない限り。

『ウォリアードール』は即座に長大な刀を手前に引こうとしたようだが、すでに振り下ろした後だ。そして鎧よろい武む者しやは、振るう時は必殺の速度を実現するが戻す時には隙ができる。元々はそれを潰す意味での『爆風の壁』だったのだろう。

　そして防御が間に合わなければどうなるか。

　水晶少女アイネが、懐ふところ深ふかくからさらに身をねじる。ヤツの右手側へ強引にでも体を潜らせる。そして全ての勢いを刃に乗せて、横よこ薙なぎに刀を振るう。

　人の顔とは違う、兜かぶとの奥にある瞳からは見えない死角。

　なおかつ複数の『脅威』を貪って繫つなぎ合あわせたカスタム故の、明確な継ぎ目。

　いつでも弾はじかれてきたはずの水晶の刀が、ずっ、と深くめり込んだ。
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　鎧よろい武む者しやの首に。

　そう、アイネの刀はオタマジャクシ型なら斬れたのだ。ヤツが取り込んだ部品であれば。




　ザン!!!!!!　という鋭い音と共に時間が止まった。




　鎧よろい武む者しやの首が横にズレる。

　兜かぶとに似た頭部がそのまま落ちていく。

　歌うた貝がいカルタもまた、受け身も取れずに体育館の床へ叩たたきつけられた。疲労困憊の中、そこへさらなるダメージ。痛めつけられた体の中心で何かがへし折れるような音さえ聞こえた気がしたが、まだ死なない。死なない限りは『修復』が働く。それが救いかどうかは分からない。少年の修羅の道は終わらない。

　一方、だ。

　互いの必殺と必殺をぶつけ合い、首を斬り飛ばされたはずの鎧よろい武む者しやの兜かぶとの奥で、何な故ぜか赤い光が瞬またたいた気がした。それもまた、人間らしい無駄な機能を学んだからか。その時、『脅威』は感情表現というものを覚えたのかもしれなかった。

　そう。真っ向勝負に引きずられて雰囲気に流される事なく、それでも最後の最後まで自分を貫いた少年を見て。

　邪道でも道は道。

　己とは決して交わらない道を迷いなく貫いた。

　その生き様を、瞳に焼きつけて。

　斬り捨てられた化け物ウオリアードールが勝ニン者ゲンを認めて小さく笑ったように、カルタには見えた。














終　章









　レトネーエ＝クーレントより報告。

　新型学園船セカンドグリモノアは同校生徒達の手により復帰に成功しました。

　通称『ウォリアードール』が撃破されたタイミングで、海底の複数箇所に点在するイソギンチャク型の『脅威』が連鎖的に崩壊したのが大きいようです。こちらは『擬態』に軸足を置いた直接戦闘以外にも、他の仲間達へ動力を供給する補給スタンドの役割も担になっていたようです。鎧よろい武む者しや型がた『ウォリアードール』との戦闘では莫ばく大だいなエネルギーが確認されています。元となるライオン型『スパークル』（＊対空レーザーを担になう個体です）にはイソギンチャク型と同レベルかそれ以上のエネルギー蓄積器官があったらしく、莫ばく大だいな動力を有していたのでしょう。同個体撃破時、高出力のマイクロ波や電磁パルスに似た現象が広がって連鎖崩壊に繫つながったものと思われます。

　動力供給を失った事で、他大多数の『脅威』は機能停止に追い込まれています。

　ただし『脅威』側の生態は不明。

　石油や電気など他の方式でも補給は賄えるのか、捕食や吸収などによって体内でのエネルギー生産は可能なのか、この辺りは分かっていません。表面上は動きを止めた『脅威』に見えても、休眠や仮死にモードを切り替えているだけかもしれません。そこで安心せず、分断して共食いをさせない形で速やかな破壊を推奨します。




　追記。

　インド宇宙軍への対処をお願いします。

『脅威』が死滅した以上、ここからさらなる核攻撃の強行は不自然さしかありません。仮に決行された場合、あなた達自身不利益を被こうむるリスクが増加すると進言させていただきます。




「ふう……」

　銀髪褐色の軍人はタブレット端末に人差し指を置いて報告書を送信し、そっと息を吐いた。

　フロート統合空港の管制塔だった。

　これで彼女も裏切り者だ。意図して報告の中に偽りを混入させていたと知れれば、即座に『死神』が派遣されるだろう。

　車椅子の生徒会長はくすくすと笑って、

「あら。意外と悪事に罪悪感を覚えるタイプだったのかしら」

「普通はそうなんです……」

　随分と重たくなった自分の肩を適当に揉もみながらレトネーエは呟つぶやいた。

「わざわざ現場で言うような話ではありませんので口にはしませんでしたが、一応これでも二児の母ですよ？　夫は私がこんな所に属している事すら知りません」

「清きよ沢さわ先生も、でしょう？」

「……、」

　小さな咳せき払ばらいが返ってきた。

　左手に指輪と腕時計を同居させる悪女は黙る。それ自体が一つの答えだった。

　メガネを掛けた銀髪褐色の人妻は確かに言った。

「ですから、できれば危ない橋は渡りたくないんです。あなたと違って私には失うものがある」

「でもあなたはもう、逃げられない」

　生徒会長の言葉にレトネーエは反発しなかった。

　情に流されて緊急連絡手段に手を伸ばしたのはレトネーエの落ち度だ。その無線データを横から盗まれた。失態を挽ばん回かいするための『死神』としてのフェイズも失敗し、こうして見えない鎖で繫つながれている。

　というのもあるが。

　レトネーエ＝クーレントが震え上がっているのはそこではない。

　本当、なのだ。

　雑に明け渡された資料が告げている。表おもて参さん道どうキョウカからもたらされた情報は自分達を守るためにばら撒まいたブラフではないと。『脅威』の中には極めて高いエネルギーを管理する個体がいて、核攻撃というカードすら決定的とは言えない。そうなるとやはり、既存の陸海空に収まらない魔法の戦力を併用するべきだ。

（一番怖いのは……）

　見た目はにこやかに。

　音も出さずに唾を飲み込んで、レトネーエは自分の命綱について考える。

（私の裏切りが露見すれば、死神は来る。私よりも数段上の実力を持った、本当の意味で手のつけられない死神が。だけどそうやって『私達』が撃破されてしまえば、人類は唯一の切り札を自分から捨てる羽目になってしまう。セカンドグリモノア。水晶魔法という、『本物の脅威』に対抗できる切り札まで）

　レトネーエ＝クーレントも死神だ。

　暴君の発生は食い止めなくてはならない。『水晶魔法はいつでも最強の座から引きずり下ろし、他の最強と交換できる』という条件が崩れるのだけは阻止しなければならなかった。

　だが同時に、『死神』として命を捧ささげるのはこの命を使い切ってでも守りたい人がいるからだ。指輪で愛を誓い合った夫とその間に生まれた我が子達に、いつまで経たっても捨てられない腕時計が象徴する初恋の残ざん滓し。選択を誤れば五五億人の中にいる彼らも平等に死ぬ。

「行動を起こしてしまった以上は一いち蓮れん托たく生しようです。私には、守るべきものがある。あなたと違って無鉄砲が許されない立場にあるんですよ」

「あら。嫁入り前の娘を捕まえておいてひどい言い草ね」

「相手がいないなら宝の持ち腐れでしょう。あなたがどんな孤独な人生を送ろうが知った事ではありませんが、どうかこの私まで蜘く蛛もの巣すの張った泥の道へ引きずり込まないように誠心誠意努力をしてください。そもそも、」

　表おもて参さん道どうキョウカは笑顔でコンソールの中から館内放送スイッチを押した。

　全館に向けて言い放つ。

「ハドメ先生ハドメ先生、生活指導室でご相談があります。そこのイケない人妻の素行について……」

　バタバタバタ!!　と慌てて銀髪褐色の軍人が小悪魔の口を両手で塞ぐ羽目になった。

　スイッチから指先を離した車椅子のキョウカはにやにやしながら、

「そうまでして守りたい割に、清きよ沢さわ先生本人と顔を合わせて話ができないだなんてあなたもよっぽど純情なのね」

「はあ、はあ!!　ぜっ、全部分かっていて茶化しているでしょう……」

　震える声でレトネーエは釘くぎを刺す。

　世界最強は自じ儘ままな存在だ。誰かが管理しなくてはならない。

　だがそこに固執して『脅威』と戦うための唯一のカードを自分から捨ててしまうなど愚の骨頂だ。それでは遭難中、カビが生えるのを恐れてまだ無事な保存食を全部捨てるのと同じ。根本的な問題から目を背けているだけだ。

　少なくとも、歌うた貝がいカルタは示した。

　彼はまだレギュレーション３と呼べる段階ではない。だけどそんな未熟な状態であっても、水晶魔法があれば『脅威』は撃滅できると。

　守りたいものがあるから、悪の道へと転がり落ちた。

　わざわざ『黒幕』へと身を投じたというのに、それで結果家族も初恋も失ってしまうのではあまりに意味がない。

　だとすれば、なおさらに。

（切って捨てられるものですか、この成功例を……!!）

　そしていったん転げ落ちれば、人間は早い。鳥の巣状態で絡からまったコードのように、すでにレトネーエの問題は自力でほどけないレベルにまで達している。

　絶対服従。

　目の前の生徒会長が放つ言葉は、指輪で愛を誓った相手よりも優先しなくてはならない。幸せな生活を一秒でも長く守りたいのなら。

　銀髪褐色の裏切り者はそっと息を吐いて、

「汚れ役、ね」

「ええ」

　キョウカも認めた。

「あなたは仲間じゃない。わたしのために尽くしなさい」

　決定的に線を引いていた。

　そちらの方が気が楽だというレトネーエの心理くらい簡単に読んでいるのだろう。

「では土産代わりに一つ小こ噺ばなしを。発覚すれば私もあなたも処刑レベルの機密情報ですが」

「へえ、嬉うれしい報告だとありがたいね」

「……あなた方の言う『本物の脅威』とやら、一体どこから現れたものかは気になりませんか？　地球全域をランダムに襲うものは、どこからやってくるのか」

　言って。

　レトネーエ＝クーレントは人差し指を上に上げた。

「宇宙です」

「……、」

「冗談ではありませんよ？　『脅威』の中でもイソギンチャク型……今回、補給を担当する個体がどうして海底で大きく花開いていたと思うんです。宇宙から降り注ぐ力は海水に溶けて均一に広がっています。受け取る側としては惑星の七割を占める海を利用した方が濃縮しやすかったんですよ。彼ら『脅威』が利用していた固体燃料の正体は、石炭でも火薬式推進剤でもない。言ってみれば、誤差が生じて拾い損ねたエネルギーといったところでしょうか」

　シンプルで。

　しかしだからこそ、否定の取っ掛かりのない恐るべき答え。

「水晶魔法にもあるはずです。宇宙から降り注ぐ力と、地球中心核の『原げん初しよの水すい晶しよう胚はい』とのせめぎ合いがオカルトな高気圧と低気圧を作り出す。つまり全ての図式はそこにあります」

「ちょっと待って。その話が正しければ……」

「ええ」

「これは地球の中と外の、戦いだった？」

　かつて、カルタからの報告でもこうあった。

『難なん問もん排はい除じよ』の一人、アナスタシア＝ブラストは最後の戦いの前にこう告げたという。




　むしろ本題は『原げん初しよの水すい晶しよう胚はい』だ。

　あれが人類に余計なものを与えている。




　世界の見方が変わる。

『難なん問もん排はい除じよ』がどうして時代遅れの軌道エレベーターを守っていたのか。それは、本当の戦場がどこか知っていたからではないか？

　同じく旧最強の一人、ユキノ＝アラカワが地球全体を覆い尽くすような宇宙施設を管理していたのは何な故ぜか。軌道上から地上を狙うためではなく、外からやってくる『脅威』に対する防波堤を作るつもりだったのでは？

「あなた方は適合し、合格したんです」

　憐あわれむようであった。

　レトネーエ＝クーレントは首を横に振って、致命的に間違った人体改造を施したモンスターを見るような目でこう言った。

「地球の中心で深い眠りに就いている『原げん初しよの水すい晶しよう胚はい』の、尖せん兵ぺいとして。使い捨てかどうかは知りませんけどね」










　ぼーっとしていた。

　高等部一年生の松まつ田だイミだ。ひとまずセカンドグリモノアを抜け出し、フロート統合空港まで戻ってきていたのだ。

「どうするの、イミ？」

　尋ねたのはギャル系の橋はし先ざきタヨリだ。

　どこを見ているのか分からないほど憔しよう悴すいしたイミだが、人の言葉は耳にしているようだ。

「やっぱりもう辞める？　今なら誰も止めないと思うけど」

「……、」

　イミは少し黙っていた。

　ややあって、だ。

「マリカは？」

「うん？」

「マリカはどうするの」

「変わらないでしょうね。彼女は自分が守りたいものを守る、そのためなら常に世界の最前線に身を置く。イミがどこにいても、それは変わらないと思うわ」

　もう一度、松まつ田だイミは黙った。

「……逃げたら、何か変わるかな？」

「人によるわ」

「逃げたらマリカとはそこまでになっちゃうよ」

「友人なら他にも作れるわ」

「だけど、マリカは一人しかいない」

　イミはきびすを返した。

　いつでも安全に逃げられるはずの出口から。

　そしてこちらへやってくるもう一人の友人に手を振った。

「立ち向かう……」

　短く。

　ぎこちなくだけど、松まつ田だイミは再起する。

「もう逃げない。絶対に」

　マリカは怖い。

　それは事実だ。頭で思ったって体全体の痛みが拒絶する。目的さえあれば、正しささえあれば暴れる友人の手足を押さえ付け、躊ちゆう躇ちよなく傷の断面を魔法で焼く。思い出しただけで呼吸が荒れる。

　だけどセカンドグリモノアで笑い合った日々も噓うそではなかった。雨あま脚あしマリカは本当に良く笑う子で、小さな事にも気がついて、一緒にいるだけで一日中盛り上がれる友人だった。

　いびつな所がある事なんて、最初から分かっていたはずだ。

　そしてそのいびつさがなければ、松まつ田だイミは為なす術すべもなく全身水晶像と化していた。

　だから。

「……世界最強なんて言葉に負けてたまるか」

　松まつ田だイミは、もう一度雨あま脚あしマリカの手を握る。

　問題の核は、『脅威』じゃないかもしれない。

「マリカは私の友達。フツーの毎日が戦争に負けるなんて、そんな結果を作ってたまるか」

　こんな世界が怖いか？

　ならば克服するしかない。自分の手で、恐怖に立ち向かえ。










　一夜が明けた。

　人工降雨で作られた不自然な雨は止やんでいた。海の石油火災もなりを潜めて、今は流出した原油の回収作業に移っている。

　歌うた貝がいカルタはざくざくとスコップで土をすくい、足元の穴に流し込んでいた。

「博物館だってよ」

　山やま根ねデイリが目の下にくまを作りながらも、そんな風に軽口を叩たたいていた。

「何でも、恐竜の化石を運ぶトラックとかを使うんだって。ま、その辺の『脅威』に餌をやるのも怖いし、海の底から引っ張り上げた『脅威』の残骸は野ざらしにゃできねえからな。どこに運ばれるんだかは知らねえが、人目に触れない形で闇に葬ほうむられるらしいぜ」

「……、」

「それ、報告しねえで良かったのかよ？　本当に」

　カルタは答えなかった。

　神こう戸べ港こう。アスファルトとコンクリートで整備された近代的な港と言っても、その広い敷しき地ち故に未舗装の土や砂利敷きの地面だって珍しくない。カルタが土の地面を奇麗に均ならしてから、鎧よろい武む者しやの頭部を埋めた辺りにスコップの先端を突き刺すと、ちょっと墓標っぽく見えてきた。もちろん無意味な感傷だというのは理解しているが。

　山やま根ねデイリは物言わぬ『脅威』については『残骸』とカウントしているらしい。無人機と同じく、機械として取り扱っているらしかった。

　歌うた貝がいカルタには自信がない。

　目的を設定せず、無駄な事に意味を見み出いだせた存在。

　あの時刃を交えた『ウォリアードール』は、明らかに薄汚れたカルタよりも真まっ直すぐな目をしていた。最初から最後まで正々堂々と戦い、決着がついて、悲願であった仇あだ討うちに失敗しても勝った相手を無言で褒ほめ称たたえるような動きまで見せた。

　……歌うた貝がいカルタの復ふく讐しゆう劇げきは、あそこまで見事だったか？

　異なる生き方を認めるほどに寛容だったか。

　仇あだ討うちなんて言葉を置き換えて、どれだけ美化したところで所詮は薄汚れた騙だまし討うち。復ふく讐しゆう者しやなんて血にまみれた犯罪者でしかないと思ってきた。だけど、違ったのか？　仇あだ討うちをするから美しくないのではない。仇あだ討うちにしてもあんな方法を選んでしまったカルタ達の性根、根っこの部分にこそ問題があったとでも言うのか。

　実際、ヤツは船や水晶像になったゲキハ達を道連れにしたりはしなかった。

　試合に勝って勝負に負けた。

　まさか、『脅威』からそんな気持ちを引き出される日が来るなんて思ってもいなかった。

「にえさま」

　にゅっと、カルタのシャツをめくってアイネがお腹なかの辺りから飛び出してきた。

　あの赤紫に輝く鎧よろい武む者しやとの戦闘で水晶少女も相当以上のダメージを受けていた。よって、今までカルタの中に引っ込んで傷を癒やしていたのだ。マリカやナタレーナが、破損した水晶装甲を修復するため体内で『寝かせる』のと同じく。

　彼女は首を傾かしげて尋ねてきた。

「その後はいかがでしょうか？」

「ああ、こっちはお前と違って大した事もしてないし」

「大した事も何も、元々アイネも含めて全てにえさまの水晶魔法なのですが」

「結局、やっているのは懐中電灯振り回して目め眩くらまししていたくらいだぞ。魔法らしい魔法なんてお前の専売特許だろ」

「……、」

「そしてそういう結果は求めない」

　何やら不満げな水晶少女だが、訂正はしなかった。

　カルタは地面に突き立てたスコップの柄を指先で軽く叩たたいて、

「俺は別に、こいつと違って感動的に死ぬために刀を握りたい訳じゃない。身の丈に合わない結果でも、もらう。大切な人達を守るために。邪道でも極めてやるよ、自分の道を」

　岸壁の向こうは海だった。

　原油回収のために様々な作業船が慌ただしく行き交う中、それらとは違う船舶がゆっくりとこちらへ近づいてくるのが分かる。新型学園船セカンドグリモノア。カルタ達が命懸けで取り戻した、彼らのホームグラウンドだ。

　水晶少女はカルタが地面に突き刺したスコップに目をやっていた。

　そのまま彼女はいつも通りに尋ねてきた。




「アイネが死んだら、このように埋めてくれますか？」

「そうならないための魔法を学べるなら、いくらでも歯を食いしばってやるさ」














あとがき









　そんな訳で鎌かま池ち和かず馬まです。

　アポカリプス・ウィッチも三冊目です。今回はついに『本物の脅威』が登場です。カルタ達にとって最も恐ろしい存在とは何か。それを意識しながら設定を詰めていった末に、ああいう形になりました。二巻は割と虫祭りの比率が高めだったので三巻ではバリエーションを増やしたかったというのもありますけど。くそう、油断するとバッタやカマキリが誘惑してくる。ちなみに水系の生き物も結構好きです。

　世界なんかこんなものだろう。

　運命なんてシビアで、期待するだけ無駄で、どうせ奇麗ごとなんか一個も通じないんだ。

　一巻、二巻とパーフェクトとは言いい難がたい結果を受け止めるため、斜に構え始めていた歌うた貝がいカルタに突きつけられたもう一つの答えがこの三巻です。覚悟さえ決めれば、こんな世界でも最後まで自分は貫ける。だからこそ最初から正攻法を諦めた少年は正義を守れず、ただ奪われる。望まず世界最強の魔法使いとなってしまったカルタ達にとって、最も恐ろしい展開がこれじゃないかなと。カルタが紙一重で『崩壊』せずに済んだのは、きっと『難なん問もん排はい除じよ』がこれを人間同士でやらかしたのに対し、カルタ達は人間と『脅威』の壁があったからでしょう。皮肉な事にカルタはその人間と『脅威』の間にある壁そのものに疑問を持ち始めていますが。




　レトネーエはまさかの浮うわ気き性しよう（？）若奥様ヒロインとなりました。同じ左手で指輪と腕時計の同居と、ありふれたアイテムで背徳感を出しているのがお気に入りです。これもまた普通のシリーズでは出せなかったよなあと自己評価。彼女の場合は特に夫婦の仲が冷めた訳でもなければ軽い気持ちの火遊びでもない辺りが唯一の救いではありますが。ちなみに学生時代、ハドメと付き合っていた訳ではありません。こういうのは言い出せないまま離れ離れになった方が『もしもあの時ああしていたら』という理想が美化されて尾を引くかなと思いますので。

　カルタ達自身、人には言えない復ふく讐しゆう心しんから始まった主人公達です。正義に背いても、自分の善性に牙を剝むかれても、それでも絶対に譲れないもののために命を賭ける。このシリーズでは勧善懲悪ではなく、そんな剝むき出だしの心の強さ（あるいは怖さ）を描けないかなと。そしてそこからさらに一歩先行く悪女だったブレない表おもて参さん道どうキョウカ会長に痺しびれていただければ感無量です。良いいよね！　セクシーでグラマラスなのにあちこち子供っぽい所が残る悪女な先輩!!




　また、二巻、三巻と重ねていくとアナスタシアの言葉に重みが出てくるのが不思議。英傑は死んだ後でおしゃべりになるという法則が襲いかかってきたのでしょうか。アナスタシア自身は褒められた人物ではなく、自分を殺せる者が現れるまでは最強の座に君臨する（＝自分が死んだ後の世界なんか知らない）、という超無責任な唯我独尊キャラだったんですが。自分の生き様を貫くためならば自分の命など顧みないキャラクターというのは美化されやすいのかも？　実際の指導者がそんな破滅願望の持ち主だったらたまったものじゃありませんけどね。




　今回は『奪われた学校を取り戻す』話になるため、校舎は使えません。そんな中でいかにして『学校っぽさ』を出すかに苦労しました。……私の場合、バトルに集中してうっかりぶっちぎると学園モノだって言っているのに学校がなくなりますからね。ずーっとイギリスでバトルをしていたインデックスなんかが顕著だとは思うのですが。

　アポカリプス・ウィッチは、私が手掛ける他のシリーズよりも集団戦や共同生活、つまり人間単体より場を強く意識しています。バトル中も常にこれを意識する事で学校っぽさから離れずに繫つなぎ止とめられないかなと。戦いは激化して、どんどん予想外の事が起きていても、それでも『こんな学校があったら行ってみたい』と思っていただけるような魅力的な居場所を構築したい。そんな風に願って原稿を書き進めていきましたが、皆様いかがでしたでしょうか？

『一隻目』と『二隻目』、どちらもカルタにとっては捨すて難がたい大切なグリモノアですが、さてナタレーナ達新入生にそんな浮うわ気き性しような言い分は通じるかな？　というこの三巻目。結局カルタはキョウカの誘惑を振り切りましたけど、あるいはずぶずぶに染まってしまうのも一つの道だったかもしれませんね。この三巻だけで様々な分岐がありますので、そうしたｉｆにも想おもいを馳はせていただけましたらと願っております。







　イラストのMika Pikazoさんと担当の阿あ南なんさん、中なか島じまさん、浜はま村むらさんには感謝を。同じ学校でも夜の学校って怖いよね！　というこの三巻。空気の違いというのは、イラスト的にも大変だったと思います。今回もありがとうございました!!

　そして読者の皆様にも感謝を。皆様の中では、正義やヒーローの記号化というと何になりますでしょうか。日本刀、大型拳銃、必殺技、変身、巨大ロボットなど人によって色々あるとは思いますが、こちらで提示した形はいかがでした？　いざ尋常に勝負しろ。これが主人公サイドではなく自分の命を奪う側から出てきてしまうのがアポカリプス・ウィッチだよなあと笑って受け止めていただけますと幸いです。今回もありがとうございました!!




　それでは今回はこの辺りで。




　いかん、山やま根ねデイリの方がよっぽど先輩っぽくなってるぞカルタ君


鎌かま池ち和かず馬ま　
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